
発表日 所属   タイトル

2025/9/1

2025/9/1
教育委員会静岡県立駿河総合高等学校学校魅力推進課主
任 遠藤 健

駿河総合高等学校 特別講座 ～相手に自分の想いが「伝わる」スピーチをするために～

2025/9/1 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 静岡県景観づくり推進本部会議の開催

2025/9/1 経済産業部林業振興課林業振興班 【開催中止】森林・林業を支える新技術を紹介 ～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

2025/9/1 経済産業部企業立地推進課企業立地班
今年も知事が登壇！企業立地日本一を目指し、都内でトップセールスを実施します！ ～静岡県企業立地セミナー 参加者募集
中！～

2025/9/1 経済産業部商工振興課商工振興班
適切な価格転嫁の機運醸成のため、「パートナーシップ構築宣言」の内容を拡充し、産官労金の15団体が連名で共同宣言を発
出します

2025/9/1 健康福祉部国民健康保険課事業運営班 【開催中止】令和７年度第１回国民健康保険運営協議会の開催

2025/9/1 健康福祉部こども政策課こども政策班 こども・若者からの意見募集

2025/9/1 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 孤独・孤立対策推進シンポジウムを開催します

2025/9/1 くらし・環境部環境衛生科学研環境科学部総務企画課 【静岡県環境衛生科学研究所】研究成果等を動画配信します

2025/9/1 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 令和７年度森づくり交流会の開催

2025/9/1 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 令和７年度森づくりボランティア養成講座の開催

2025/9/1 危機管理部危機情報課情報班 渡邊 「耳で聴くハザードマップ」サービスの開始！

2025/9/2

2025/9/2 教育教委員会社会教育課青少年指導班 「わたしの主張2025静岡県大会」の最優秀賞決定！

2025/9/2
教育委員会静岡県立浜松工業高等学校定時制教頭 鮎京 
正憲

【開催延期】第73回 静岡県西部高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会の開催

2025/9/2 教育委員会高校教育課指導第２班 令和７年度静岡県高等学校総合文化祭開会式

2025/9/2 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局大場 静岡県の選挙人名簿登録者数（9月定時登録）

2025/9/2
がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療
広報担当

「がん治療と仕事の両立支援 オンラインセミナー」開催について（募集依頼）

2025/9/2 交通基盤部建設業課建設業班 建設現場の「ものづくり」のプロを表彰します。～静岡県優秀施工者褒状授与式～

2025/9/2 健康福祉部衛生課食品監視班 令和７年度流通食品の放射性物質検査結果（第３報）

2025/9/2 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第３報）

2025/9/2 スポーツ・文化観光部世界遺産課富士山世界遺産課 「しずおか富士山WAON」寄附金目録贈呈式の開催

2025/9/2
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

第26回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじスポーツ大会」総合開会式を開催します

2025/9/2 くらし・環境部盛土対策課盛土監視機動班 無許可で盛土を行った者に対する措置命令の発出

2025/9/2 財務部行政経営課行政経営班 第３回静岡県行政経営戦略会議の開催

2025/9/2 企画部総合教育課総合教育班 大学生と小学生・高校生が大学での学びをテーマに交流する「大学生出張講座」を実施！（取材依頼）

2025/9/2 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、浜松・浜名湖ツーリズムビューロー、JALが合同ファムトリップを実施 ３者合同での実施は初

2025/9/3

2025/9/3 教育委員会社会教育課青少年育成班 朝霧野外活動センターにおけるレジオネラ属菌検出について
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2025/9/3 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会９月定例会の開催に係る議会運営委員会の開催

2025/9/3 交通基盤部道路保全課維持舗装班 富士山登山道３ルート（富士宮、御殿場、須走）の冬期閉鎖

2025/9/3 経済産業部畜産振興課畜産経営・技術班 家畜人工授精に関する講習会の試験問題における設問不備及び誤配付について

2025/9/3 経済産業部職業能力開発課技能振興班 三井 【全国第３位・本県として歴代２位の入賞者数】第20回若年者ものづくり競技大会（全国大会）入賞者に知事顕彰状を授与！

2025/9/3 経済産業部産業人材課労働政策班 伊藤 【一部開催中止】労働法セミナー受講者募集！

2025/9/3 経済産業部産業人材課多様な人材活躍推進班 知事褒賞受賞企業がセミナーを実施！～障害者雇用促進セミナー「障害者雇用の現場に学ぶ」～

2025/9/3 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班
【参加事業者募集】首都圏のスーパーマーケット クイーンズ伊勢丹を運営する「エムアイフードスタイル」様とのオンライン
商談会

2025/9/3
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

【当日取材希望】学生起業コミュニティイベント「SHIP-CREWS DAY」に知事登壇「SHIP FUTURE PITCH 2025Autumn開
催！

2025/9/3 健康福祉部衛生課動物愛護班 ペットフードなどの寄附をお願いします！

2025/9/3 健康福祉部こども未来課子育て支援班 県内高等学校にて「あいのうた短歌ワークショップ」を開催します

2025/9/3 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【中止】知事が牧之原市の百歳の方を訪問し、お祝いします

2025/9/3
スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画総務課
静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

特別展「大御所時代 富士山絵画の頂からみる徳川家斉の半世紀」を開催します！

2025/9/3 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 稲 璃岬（空手）選手による知事表敬

2025/9/3 危機管理部消防学校教務課山口 知宏 消防職員初任教育初任科（第96期）実科査閲

2025/9/3 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 第176回ふじのくに防災学講座を開催します！

2025/9/3 危機管理部危機政策課政策班 【県内初開催】 しずぎん相談ラウンジで「わたしの避難計画」作成講座を開催します！

2025/9/3
企画部地域外交課静岡県中国駐在員事務所 地域外交課
海外交流班

上海のテレビ局が県内の中学校で上海文化セミナーを開催

2025/9/3 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、「世界で最も美しい湾クラブ」の澎湖県で静岡観光セミナー開催 台湾離島での開催は初

2025/9/3 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 次世代エアモビリティ(eVTOL)の社会実装に向けたヘリコプターによる外国人モニターツアーの実施

2025/9/4

2025/9/4 教育委員会静岡県立裾野高等学校副校長 大石 友美 【開催中止】裾野高校が、STACKING BOX（スタッキング ボックス）で高さに挑みます！

2025/9/4 教育委員会静岡県立島田商業高等学校教頭 菊地 博和 第75回 静岡県商業科実務競技会を開催します

2025/9/4
教育委員会静岡県立科学技術高等学校 静岡県立静岡高
等学校 科学技術高等学校 副校長 田中 学

「高校生が地域のお年寄りに元気を届ける！」～科学技術高校で敬老会を開催します～

2025/9/4
教育委員会静岡県立掛川工業高等学校教 頭 小林 礼
治

掛川工業高等学校「校章モニュメント」の設置

2025/9/4 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：沼津特別支援学校愛鷹分校）

2025/9/4 人事委員会事務局職員課職員班
【変更】令和７年度静岡県庁仕事スタディツアー[専門・技術職員と行く現場見学]申込受付中！ ～１８職種(心理、児童福祉、
建築、薬剤師等)のツアー参加募集～

2025/9/4 交通基盤部道路整備課橋梁班 静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造物）改定委員会の開催

2025/9/4 経済産業部工科短期大学校教務課静岡キャンパス教務課 地元企業の魅力を発見！工科短大で就職ガイダンス「企業研究」を開催！！

2025/9/4 経済産業部林業振興課林業振興班 【中止】森林・林業を支える新技術を紹介 ～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

2025/9/4 健康福祉部疾病対策課がん対策班 世界小児がん啓発キャンペーン月間
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2025/9/4 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 県内最高齢者のご逝去について

2025/9/4 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 ～令和７年は終戦80周年 戦争の記憶と記録を次世代へ～御自身の体験や地域に残る戦争の記憶を語ります

2025/9/4 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 【変更】地震による住宅の倒壊から身を守る「防災ベッド」を展示します！

2025/9/4 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 性暴力被害者支援センターＳＯＲＡ「公開講座」の開催

2025/9/4 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 交通安全功労者表彰(内閣府特命担当大臣表彰)の受賞者決定！

2025/9/4 企画部統計活用課管理・普及班 第73回静岡県統計グラフコンクール審査会を実施します！

2025/9/4 企画部知事政策課知事政策班 第９回中央日本四県サミットを長野県で開催します

2025/9/5

2025/9/5
教育委員会静岡県立浜松工業高等学校定時制教頭 鮎京 
正憲

【開催延期】第73回 静岡県西部高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会の開催

2025/9/5
教育委員会静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校副校長 
佐々木 亮

「おためし地域留学」による地域体験留学を開催 －全国から希望した５人の中学生が土肥留学を体験します－

2025/9/5 経済産業部工科短期大学校学務課 静岡県立工科短期大学校令和７年度オープンキャンパス

2025/9/5 経済産業部森林計画課森林計画班 令和７年度森林・林業先端技術セミナーを開催～ドローンや獣害対策などの先端技術を有する19社が出展～

2025/9/5 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（8/29～9/4）

2025/9/5 健康福祉部国民健康保険課事業運営班 【開催中止】令和７年度第１回国民健康保険運営協議会の開催

2025/9/5 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター 令和７年度感染症媒介蚊定点モニタリングの結果について（８月分）

2025/9/5 健康福祉部地域医療課地域医療班 救急電話相談県民アンケート結果の公表

2025/9/5 健康福祉部こども政策課こども政策班 「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェクト」発表会及び表彰式を開催します！

2025/9/5 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】認知症の人と家族の会 静岡地区会つどいを開催します！

2025/9/5 危機管理部危機対策課静岡県危機報道官 令和７年台風第15号等に伴う災害に係る災害救助法の適用について【第２報】

2025/9/5 財務部財政課計画班 静岡県第４回公募公債（３年）の発行

2025/9/5 総務部東部地域局地域課地域課 ～インバウンド客を静岡県へ～ 「第2回三島駅インバウンド誘客検討会」を開催します

2025/9/8

2025/9/8 交通基盤部静岡土木事務所企画検査課企画班 土砂災害に関する出前講座を静岡市立清水小島小学校で開催します。

2025/9/8 交通基盤部砂防課砂防班 土砂災害に関する絵画・作文の募集期間を延長します！（10月10日（金）まで）

2025/9/8
経済産業部水産・海洋技術研究所経済産業部水産・海洋
技術研究所総務課

静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習施設（愛称：ウォット）次期指定管理者の募集

2025/9/8 経済産業部農業ビジネス課担い手育成・支援班 令和７年台風第15号に伴う被害に係る「農林水産業災害対策資金」の発動

2025/9/8 経済産業部商工金融課商工金融班 台風第15号に伴う災害に係る制度融資 「中小企業災害対策資金」の発動

2025/9/8 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 一粒のごちそう “極上”を味わう贅沢なひととき。南アルプス市産「シャインマスカット」販売会を開催します！

2025/9/8 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の募集

2025/9/8 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「令和７年度富士山ごみ減量大作戦（山麓・中期）」を開催します！
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2025/9/8 くらし・環境部住まいづくり課企画班 新設住宅着工統計令和７年７月の主な動向

2025/9/8 企画部地域外交課地域外交戦略班 インド・グジャラート州訪問団の本県訪問

2025/9/9

2025/9/9 教育委員会静岡県立浜松特別支援学校教諭 森髙 陽子 浜松特別支援学校高等部農耕班が、さつまいもの販売会を開催します！

2025/9/9 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会富士山保全・適正活用推進特別委員会 県外視察の実施

2025/9/9 交通基盤部土地対策課土地対策班 令和７年地価調査結果の概要

2025/9/9 交通基盤部建設政策課企画班 【取材案内】令和７年度 第１回静岡県事業評価監視委員会の開催

2025/9/9 経済産業部商工金融課商工金融班 【SN４号情報更新】台風第15号に伴う災害に係る制度融資「中小企業災害対策資金」の発動

2025/9/9 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の募集【第２報】

2025/9/9 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【中止】知事が牧之原市の百歳の方を訪問し、お祝いします

2025/9/9 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 ～令和７年は終戦80周年 戦争の記憶と記録を次世代へ～地域に残る戦争の記憶を伝えます

2025/9/9 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 伊豆半島ユネスコ世界ジオパークの再認定が決定

2025/9/9
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

小中学生を対象に出前授業を行います！～デフリンピック学校観戦～

2025/9/9 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 【変更】地震による住宅の倒壊から身を守る「防災ベッド」を展示します！

2025/9/10

2025/9/10 議会事務局政策調査課政策調査課 条例改正案検討委員会における検討結果の議長報告

2025/9/10 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和７年９月定例会議事日程

2025/9/10 議会事務局議事課議事課 県議会全員協議会の開催

2025/9/10 交通基盤部静岡土木事務所都市計画課中村 晃久 10月５日（日）「小さな自然再生」現地研修会in庵原川 参加者募集

2025/9/10 経済産業部工科短期大学校教務課静岡キャンパス 私は未来をモノにする！工科短期大学校第１回選抜試験（令和８年度入学生）の実施

2025/9/10
経済産業部水産振興課経済産業部水産・海洋局水産振興
課

第２回海業推進セミナーを開催します！ 海や漁村の魅力で地域を活性化

2025/9/10 経済産業部職業能力開発課技能振興班 三井 目指せ技能日本一！技能五輪全国大会・全国アビリンピック静岡県選手団結団式の開催

2025/9/10 健康福祉部健康政策課健康企画班 令和５年市町別「お達者年齢」を公表します

2025/9/10 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 県内企業・団体の社員・職員様向け「一人一品運動協力隊」を募集します！

2025/9/10 健康福祉部福祉指導課法人児童指導班 令和６年度社会福祉施設等における感染症等発生動向

2025/9/10 スポーツ・文化観光部空港管理課大澤、安藤 富士山静岡空港でのビジネスジェット 体験搭乗会に参加します

2025/9/10 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング (ＫＹＴ)研修」を開催します！

2025/9/10 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練 第２回全体会議

2025/9/11

2025/9/11
教育委員会静岡県立浜名特別支援学校副校長 山本 恭
子

浜名特別支援学校高等部 軽スポーツ部と湖西高等学校サッカー部が合同練習をします！
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2025/9/11 教育委員会高校教育課指導第２班 令和７年度未来の扉を開く！小中高生プログラミング講座

2025/9/11 交通基盤部地域交通課地域交通班 「2025静岡県小学生バス無料デー」特設サイトの公開－バスに乗って、出かけよう－

2025/9/11
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

県内のスタートアップ関係者によるネットワーキングイベント「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Startup Forum in 三島市」開催！

2025/9/11
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

石塚浩司選手（陸上競技）による知事表敬

2025/9/11 くらし・環境部住まいづくり課企画班 静岡県住宅振興協議会40周年イベント「暮らしを育てる住まいのカタチ」を開催します！

2025/9/11 財務部建築企画課企画第２班 令和７年度 静岡県財務部優良建築・設備工事表彰式（財務部参事（営繕担当）表彰）の開催

2025/9/11 総務部市町行財政課交付税班 令和７年台風第15号による被害に係る普通交付税（11月定例交付分）の繰上げ交付の決定

2025/9/11 総務部職員厚生課福利厚生班 静岡県総合研修所もくせい会館１階の一部をクーリングシェルターとして開放しました！

2025/9/11 企画部統計活用課管理・普及班 焼津市オープンデータ地域ワークショップ（マッピングパーティ）を開催します

2025/9/12

2025/9/12
教育委員会静岡県立富士特別支援学校進路指導主事 望
月 伸哉

令和７年度 東部地区キャリア教育スクールを開催します

2025/9/12
教育委員会静岡県立静岡南部特別支援学校教頭 稲木 
龍元

クラウン（ピエロ）と仲よくなろう～静岡南部特別支援学校に「クラウンサーカス」が来ます～

2025/9/12 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 静岡県立中央図書館「くずし字解読講座」参加者募集

2025/9/12 交通基盤部建設業課建設業課 鈴木 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/9/12 経済産業部工業技術研究所食品科渡瀨、松野 静岡発のアップサイクル製品の開発を支援する「未利用食材活用トライアル拠点」を初開設します！

2025/9/12 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（9/5～9/11）

2025/9/12 健康福祉部地域医療課地域医療班 安定ヨウ素剤事前配布住民説明会の開催

2025/9/12 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 祝百歳高齢者、百歳以上高齢者の状況の公表

2025/9/12 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 令和６年度静岡県の観光交流客数及び旅行消費額

2025/9/12 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 ベルテックス静岡による平木副知事表敬訪問

2025/9/12 スポーツ・文化観光部企画経理課企画経理班 県内オススメ情報のショート動画投稿を募集！ ～「Instagramコンテスト」初開催♪～

2025/9/12 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 静岡県立中央図書館に海洋プラスチック問題が分かる展示ブースを設置中です！

2025/9/12 財務部税務課税務課 浜松財務事務所 浜松財務事務所における法人事業税の加算金決定事務の遅延

2025/9/12 企画部総合教育課総合教育班 令和７年度短期集中単位互換授業「ふじのくに学（静岡県西部地域の特性と産業）」開講！（取材依頼）

2025/9/12 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、沖縄県・ANA台湾との合同観光セミナー開催 ３者合同観光セミナーは初開催

2025/9/12
企画部統計活用課管理・普及班、人口就業班、商工・経
済班

令和７年９月公表予定の統計データ

2025/9/12 企画部統計活用課管理・普及班 ＪＲ静岡駅で令和７年国勢調査啓発プロモーションの実施

2025/9/16

2025/9/16 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 静岡県立中央図書館「オンラインデータベース活用講座」参加者募集

2025/9/16 教育委員会社会教育課企画班 第11回静岡県高等学校ビブリオバトルの開催
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2025/9/16 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：天竜高校）

2025/9/16 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和７年９月定例会の開会日における常任委員会の開催

2025/9/16 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 食欲の秋に遠鉄百貨店と仕掛ける静岡ご当地フェア ～広島の百貨店 福屋に静岡人気グルメが集結～

2025/9/16 経済産業部産業イノベーション推進課研究調整班 「製造現場にＡＩを！」中小製造業向け「AI活用セミナー」 －外観検査や異常検知など現場で使えるAIの基礎・事例を紹介－

2025/9/16 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 農福連携により生産された新鮮な野菜などをお届けします。農福連携マルシェを開催します！（取材依頼）

2025/9/16 健康福祉部介護保険課介護人材班 インドからの介護人材受入れセミナーを開催します!

2025/9/16 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策課 ９月19日に「認知症の日（アルツハイマーデー）街頭キャンペーン」を実施します。

2025/9/16 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 静岡ユニバーサルＭａａＳ実証事業 モニターツアーを実施します

2025/9/16 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 今夏の富士登山の状況（速報）

2025/9/17

2025/9/17 議会事務局議事課議事課 常任委員長会議の開催

2025/9/17
交通基盤部静岡土木事務所都市計画課静岡土木事務所 
都市計画課 中村

静岡県初開催！10/5(日)「小さな自然再生研修会in庵原川」

2025/9/17 交通基盤部公園緑地課公園緑地班 「都市公園」を「稼ぐ都市公園」に変えるアイデアを募集します。

2025/9/17
経済産業部工科短期大学校学務課沼津分室工科短期大学
校沼津キャンパス学務課

県立中央図書館と工科短期大学校がコラボ！工科短期大学校ものづくり巡回展の開催！

2025/9/17 健康福祉部衛生課動物愛護班 「しっぽのバトン」に決定！静岡県動物愛護センターの愛称

2025/9/17 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 県犯罪被害者等支援推進協議会（実務担当者研修会）の開催

2025/9/17 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 令和７年「秋の全国交通安全運動」を実施します！

2025/9/17 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 イオン清水店において、交通安全啓発活動を実施します！

2025/9/17 財務部財政課財政課企画班、市町行財政課財政班 本県及び県内市町の健全化判断比率等の状況

2025/9/18

2025/9/18 教育委員会静岡県立浜松西高等学校校長 中村 泰子 『輝け、きみの未来！』第５回浜松地区公立高校合同フェアを開催します

2025/9/18 教育委員会社会教育課青少年指導班 ネットはちょっと一休み「つながりキャンプ」プレキャンプを開催します！

2025/9/18 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会の開催

2025/9/18 経済産業部商工振興課 中小企業等収益力向上事業費補助金（米国関税対応枠）再募集のお知らせ【9/26(金)10:00から】

2025/9/18 経済産業部職業能力開発課技能振興班 富永 「働く力」を資格に！ 令和７年度「後期」技能検定試験を実施します

2025/9/18 経済産業部新産業集積課経済産業部 新産業集積課 マリンオープンイノベーションプロジェクト第２次戦略計画を策定しました

2025/9/18 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター マダニに咬まれないように注意しましょう！（「重症熱性血小板減少症候群(SFTS)」の患者が確認されました）

2025/9/18 健康福祉部地域医療課医師確保班 医師の現場復帰を支援します

2025/9/18 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和７年度第１回静岡県医療対策協議会の開催（７月30日中止分）

2025/9/18
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

【訂正】令和７年７月の富士山静岡空港利用状況
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2025/9/18
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

【訂正】令和７年６月の富士山静岡空港利用状況

2025/9/18
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

【訂正】令和７年５月の富士山静岡空港利用状況

2025/9/18
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

【訂正】令和７年４月の富士山静岡空港利用状況

2025/9/18
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

令和７年８月の富士山静岡空港利用状況

2025/9/18 スポーツ・文化観光部空港振興課西垣、髙橋 【訂正】富士山静岡空港利用状況

2025/9/18 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 『ゆるキャン△』×静岡県 誘客・周遊キャンペーンの開始～静岡県のモデル地を東海道新幹線や駿河湾フェリーで満喫を！～

2025/9/18 危機管理部消防学校教務課山口 知宏 消防職員初任教育初任科（第96期）修了式

2025/9/18 企画部企画課企画班 静岡県総合計画～しずおか ウェルビーイングプラン～(案）に係る意見を募集します

2025/9/19

2025/9/19
経済産業部水産・海洋局水産振興課健康福祉部健康局健
康政策課水産振興課 小塩、健康政策課 藤浪

「やさかなプロジェクト」 県民の野菜と魚の消費量拡大に向けて、簡単で美味しい冬春のやさかなメニューの選定会を実施し
ます！

2025/9/19
スポーツ・文化観光部 空港管理課、富士山静岡空港株
式会社静岡県空港管理課/富士山静岡空港株式会社ター
ミナル営業ユニット

富士山静岡空港「空の日イベント2025」開催！

2025/9/19
教育委員会静岡県立科学技術高等学校理数科 科学教室 
担当 内田 匡

科学技術高校理数科「科学教室」を開催

2025/9/19 人事委員会事務局職員課平形・田口 静岡県職員採用活動で初！ 「メタバースde採用相談会」を開催します

2025/9/19 議会事務局政策調査課 県議会議員と大学生との意見交換会の開催（取材案内）

2025/9/19 交通基盤部港湾振興課ポートマーケティング推進班 【取材依頼】清水港物流視察会を開催します

2025/9/19 交通基盤部砂防課砂防課砂防班 令和７年台風第15号で発生した土砂災害の状況 ～急傾斜の擁壁等により、被害を軽減し、人的被害を防ぎました～

2025/9/19 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（9/12～9/18）

2025/9/19 健康福祉部地域医療課医師確保班 ふじのくに女性医師支援センター「ロールモデル講演会2025」

2025/9/19
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

デフリンピック開催地周辺の観光案内所に透明翻訳ディスプレイを設置します

2025/9/19
くらし・環境部廃リサイクル課くらし・環境部廃棄物リ
サイクル課 資源循環班

「R7使用済紙おむつ再資源化実証事業」を掛川市と実施します！

2025/9/19 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ピアゴ香貫店において、交通安全啓発活動を実施します！

2025/9/19 危機管理部危機情報課情報班 渡邊 第５回「被災者支援コーディネーター育成研修」の開催

2025/9/19 危機管理部危機情報課情報班 杉村竜也 【取材依頼】内閣府主催 避難生活支援リーダー/サポーター研修の開催

2025/9/19 企画部統計活用課人口就業班 静岡県推計人口 前月比1,895人の減少

2025/9/19 企画部知事政策課知事政策班 メール送信誤りによる個人情報漏えい事案の発生について

2025/9/22

2025/9/22 教育委員会静岡県立静岡西高等学校主査 小泉 佳奈江 「新しい体育のカタチ」東京学芸大学と静岡西高校の共同研究による授業を公開します

2025/9/22 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第３回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（志榛地区）の開催

2025/9/22 交通基盤部道路保全課防災安全班 横断歩道橋におけるネーミングライツの意見を聴取します

2025/9/22
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

静岡県庁が抱える行政課題解決に取り組むスタートアップを募集します！



発表日 所属   タイトル

2025/9/24

2025/9/24 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 静岡県立中央図書館に「りんごの棚」開設

2025/9/24 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 静岡県立中央図書館創立100周年記念講演開催

2025/9/24 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：科学技術高校）

2025/9/24 教育委員会高校教育課指導第２班 科学技術高校生徒が若年者ものづくり競技大会で金賞、ＡＲＤＦ世界選手権大会で３位

2025/9/24 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局選挙班 中澤 明るい選挙啓発標語を募集します！

2025/9/24 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和８年２月定例会の日程

2025/9/24 経済産業部富士農林事務所農村計画課 富士市立東小学校５年生が稲刈りを行います！

2025/9/24 経済産業部新産業集積課技術振興班 鈴木 【取材依頼】～過去最多128社・団体がふじさんめっせに集結～「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」を開催

2025/9/24
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

県が資金調達を支援するスタートアップを募集します！

2025/9/24 健康福祉部衛生課食品監視班 令和７年度流通食品の放射性物質検査結果（第４報）

2025/9/24 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第４報）

2025/9/24 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「草原性植生保全活動体験」セミナー参加者・ ボランティアを募集します！

2025/9/24 くらし・環境部公営住宅課県営住宅管理班 令和７年台風第15号で被災された方へ県営住宅を提供します

2025/9/24 企画部総合教育課総合教育班 令和７年度 短期集中単位互換授業「ふじのくに学(南アルプスの自然)」開講！（取材依頼）

2025/9/24 企画部地域外交課地域外交戦略班 【取材依頼】ネパール人材を対象とした就職面接会を開催します

2025/9/24 企画部企画課企画班 【取材依頼】静岡県ウェルビーイングパブリックピッチを開催！！

2025/9/25

2025/9/25 教育委員会社会教育課青少年育成班 観音山少年自然の家における一般細菌の検出について

2025/9/25 教育委員会教育政策課政策企画班 子どもたちの多様な学びを企業が支援します(10月)

2025/9/25 労働委員会事務局調整審査課調整審査班 10月は「個別労働紛争処理制度」周知月間です

2025/9/25 交通基盤部土木防災課土木防災課 清水・中西 「牧之原市所管公共土木施設の復旧に向けた技術支援」を実施します。

2025/9/25
経済産業部食と農の振興課静岡県経済産業部農業局食と
農の振興課

野生鳥獣から農業を守る！鳥獣被害対策総合アドバイザーを養成

2025/9/25 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和７年８月分）

2025/9/25 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 首都圏の老舗高級スーパー明治屋ストアーと直接商談～参加事業者を募集中～

2025/9/25 健康福祉部薬事課薬事企画班 高校生献血ボランティア『アボちゃんサポーター』活動の実施～静岡学園高等学校の生徒さんへの委 嘱式を行います～

2025/9/25 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター
マダニに咬まれないように注意しましょう！（「重症熱性血小板減少症候群(SFTS)」及び「日本紅斑熱」の患者が確認されま
した）

2025/9/25 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

2025/9/25
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

小中学生を対象に出前授業を行います！～デフリンピック学校観戦～

2025/9/25
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツ政策課 
企画班

ベルテックス静岡とのコラボポロシャツを一斉着用【10月2日(木)実施】



発表日 所属   タイトル

2025/9/25 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「富士山からの挑戦状」を活用した「富士山学習」出張講義を行います！

2025/9/26

2025/9/26 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 静岡県立中央図書館「貴重書講座」参加者募集

2025/9/26 教育委員会社会教育課青少年指導班 日中青年代表交流 第３回セミナーを開催します！

2025/9/26 教育委員会社会教育課青少年指導班 子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる合同相談会を開催します（浜松会場）

2025/9/26 教育委員会特別支援教育課企画班 中東遠・浜松地区新特別支援学校（令和９年開校）の校名募集

2025/9/26 監査委員事務局監査課監査班 監査結果の公表（令和７年度第２回）

2025/9/26 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 小林 衆議院小選挙区選出議員選挙無効請求事件の最高裁第二小法廷判決（勝訴）

2025/9/26 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和７年９月定例会常任委員会の開催

2025/9/26 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（9/19～9/25）

2025/9/26 健康福祉部地域医療課医師確保班 令和７年度医学修学研修資金の４次募集を実施します！

2025/9/26 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 10月１日に静岡駅地下広場で赤い羽根共同募金街頭キャンペーンを行います！

2025/9/26 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】日本たばこ産業株式会社 静岡支社による義援金の贈呈

2025/9/26 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】24時間テレビチャリティー委員会による義援金の贈呈

2025/9/26 スポーツ・文化観光部世界遺産課富士山世界遺産課 フジパン（株）「おいしいeco（エコ）生活キャンペーン」から世界遺産富士山の環境保全活動に寄附

2025/9/26 スポーツ・文化観光部世界遺産課富士山世界遺産課 KDDI株式会社中部北陸総支社から「+αプロジェクト」を通じ、世界遺産富士山の価値継承に向けた活動へ寄附

2025/9/26
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

ミラノ・コルティナ2026パラリンピック冬季競技大会代表に内定した坂下恵里選手（スノーボード）による知事表敬

2025/9/26
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

スペシャルオリンピックス日本・静岡による知事表敬

2025/9/26 くらし・環境部公営住宅課県営住宅管理班 令和７年台風第15号で被災された方へ向けた市町営住宅の提供

2025/9/26 企画部総合教育課総合教育班 令和７年度 短期集中単位互換授業「ふじのくに学(富士山学概論)」新規開講！（取材依頼）

2025/9/26 企画部地域外交課地域外交戦略班 伊豆市長・慶應大日印研究・ラボ代表による知事面会

2025/9/29

2025/9/29 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第３回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（田方地区）の開催

2025/9/29 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：静岡農業高校）

2025/9/29 経済産業部職業能力開発課技能振興班 職人技を次世代へ！ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

2025/9/29 健康福祉部地域医療課地域医療班 救命救急センター設置市の市長等が知事を訪問します

2025/9/29 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 農福連携により生産された野菜などをお届けするノウフクマルシェを開催します！（取材依頼）

2025/9/29 健康福祉部障害者支援局障害福祉課 こころのセルフケアトークライブの開催

2025/9/29 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 １０月は里親月間です

2025/9/29 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】ねんりんピック岐阜2025静岡県選手団結団式



発表日 所属   タイトル

2025/9/29 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 ～令和７年は終戦80周年 戦争の記憶と記録を次世代へ～御自身の体験や地域に残る戦争の記憶を語ります

2025/9/29 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 歴史文化のストーリーをめぐる「しずおか遺産」スタンプラリー2025開催！

2025/9/29 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 「しずおか文化財オータムフェア」が始まります。文化財関連イベントが満載

2025/9/29 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025（第65回静岡県芸術祭）美術部門書道展の入賞・入選作品が決定しました。

2025/9/29
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課スポーツ・文化観
光部 スポーツ振興課

全日本少年少女けん玉道選手権大会で優勝した大川 瞬選手による知事表敬訪問

2025/9/29 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 プロスポーツチームと共創するパートナー企業の募集を開始します！

2025/9/29 財務部税務課税務課 藤枝財務事務所 藤枝財務事務所における納税通知書の誤送付

2025/9/29 企画部総合教育課総合教育班 中国浙江省からの短期留学生が来日します！

2025/9/30

2025/9/30
教育委員会静岡県立浜松特別支援学校 静岡県立浜松江
之島高等学校浜松特別支援学校 教諭 石津 直哉

浜松特別支援学校高等部と浜松江之島高校が合同で、江之島クリーン作戦を実施します！

2025/9/30 教育委員会高校教育課指導第２班 静岡県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会

2025/9/30 交通基盤部都市計画課施設計画班 浜松湖西豊橋道路の都市計画原案説明会を開催します

2025/9/30 経済産業部農業ビジネス課担い手育成・支援班 農業分野における従業員育成・経営改善セミナー参加者募集！

2025/9/30 経済産業部職業能力開発課技能振興班 田代 「技能マイスター出前講座」10月開催！ マイスターが仕事の魅力と職業観を伝えます！

2025/9/30 健康福祉部疾病対策課がん対策班 【県内初】脳卒中・心臓病等総合支援センターの相談支援窓口の設置

2025/9/30
スポーツ・文化観光部観光振興課、空港振興課観光振興
班、就航促進班

しずおかオシノミクス ～アニメツーリズム～

2025/9/30 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 榛原ふるさとの森が自然共生サイトに認定されました。

2025/9/30 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ～指導力向上で交通事故ゼロへ～ 交通安全ボランティア合同研修会を開催します！

2025/9/30 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（速報・第175報）

2025/9/30 危機管理部危機政策課危機報道官 被災者生活再建支援法の適用（令和７年台風第15号）

2025/9/30 企画部統計活用課人口就業班 令和７年国勢調査にかかる県民への呼びかけ

2025/9/30 企画部統計活用課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で低下 静岡県鉱工業指数(令和７年７月分速報)

2025/9/30 企画部統計活用課商工・経済班 定期給与３か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果(令和７年７月分)

2025/9/30 企画部統計活用課管理・普及班 静岡県統計グラフコンクール優秀作品が決定！！

2025/9/30 企画部統計活用課商工・経済班 令和７年静岡県自動車保有台数調査 自動車保有台数は3,126,918台で２年連続して減少



提 供 日 2025/09/01

タイトル 駿河総合高等学校 特別講座　～相手に自分の想い
が「伝わる」スピーチをするために～

担　　当 教育委員会 静岡県立駿河総合高等学校

連 絡 先 学校魅力推進課主任　遠藤 健

TEL 054-260-6688

駿河総合高等学校 特別講座
　～相手に自分の想いが「伝わる」スピーチをするために～

　　総合的な探究の時間の授業で「伝わる」スピーチについての講座を
　　現役アナウンサー講師を招いて実施します！

本校の１年次生(210人)、３年次生の進学希望者と公務員希望者（202人）が、総合的な探究の時間の授業「未来スピーチ」に向けた特別
講座を現役アナウンサー講師を招いて実施します。相手にしっかりと「伝わる」スピーチを行うためには、原稿の内容だけではなく、話し方や
表現力の工夫が不可欠です。本講座では、プロフェッショナルによる指導を通して、「伝わるとは何か」「かっこよく話す技術」等を学び、生徒
一人ひとりが自信をもってスピーチに臨むことを目指します。

１　日　時
　　令和７年９月８日（月）午後３時20分から午後４時10分

２　会　場
　　 静岡県立駿河総合高等学校　２階体育館（予定）
     (静岡市駿河区有東３-４-17)

３　内  容
　　総合的な探究の時間の授業で「伝わる」スピーチについての特別講座を
　　講師の秋元啓二アナウンサーから学びます。

　　　　　　　　　
４　参加者
　　講師：静岡第一テレビ　秋元啓二アナウンサー
　　本校１年次生(210人)、３年次生の進学希望者と公務員希望者（202人）
　　
 ５　問合せ先
　　 静岡県立駿河総合高等学校
     〒422-8032  静岡市駿河区有東３-４-17
     学校魅力推進課主任　遠藤　健
     電話番号　054-260-6688
     メール　surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/01

タイトル 静岡県景観づくり推進本部会議の開催

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-2639

　　　　　　　　令和７年度第１回静岡県景観づくり推進本部会議の開催
　　　　　　　　　　　　　　～昨年度の取組を評価します～

　県が策定した「ふじのくに景観形成計画」に位置付けた79の事業・取組の進捗状況について評価します。
　なお、評価内容については、別途公表します。

１　日時
　　令和７年９月５日（金）　午後３時00分～４時00分

２　会場
　　県庁東館5階特別会議室

３　議題
　　「『ふじのくに景観形成計画』の進捗状況評価について」

４　報告
　　「『ふじのくに景観形成計画』の改定について」
　　
５　本部員構成
　　塚本副知事（本部長）
　　交通基盤部長（副本部長）
　　関係部局長　等

６　取材
　　会議の取材をお願いします（事前の申込みは不要です）。

＊ふじのくに景観形成計画とは
　美しい県土づくりをさらに進めるため、景観形成の目指す姿・方針、主要方策、
行動計画を示した計画（平成29年３月策定）。令和４年３月には、後期行動計画を策定。



提 供 日 2025/09/01

タイトル 【開催中止】森林・林業を支える新技術を紹介
～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-3618

森林・林業を支える新技術を紹介

～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

※台風接近に伴い、開催を中止します。
　今後の対応については改めてお知らせします。（9月4日（木）14：00変更）

県内の森林・林業関係者が、日頃の取組の成果を発表し、森林との共生に向けた技術の向上を図る「静岡県森林・林業技術研究発
表会」を開催します。森林の未来を支える技術や知見に触れる機会として、多くの方々のご参加をお待ちしています。

１　日　時　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ）　 ９ 時20 分 （ ９ 時受付開始 ）～16 時30 分　※開催中止

２　場　所　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」６・７階大ホール

　　　　　　 （静岡市駿河区馬渕１丁目17－１）

３　内　容
部門 発表件数 概要
発表 11 森林・林業部門(６件)、治山・林道部門（５件）の計11件

・志太榛原農林管内における「森の力」の回復状況についての一考察
・治山事業における大型ドローンを活用した資材運搬の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

報告 ５ ・静岡県東部地域デジタル林業推進コンソーシアムにおける取組
・オーストリアの林業についての研修報告　ほか３件

※プログラム・発表概要等は、添付資料を御確認ください。

４　主　催　　静岡県　

５　後　援　　公益社団法人静岡県山林協会、静岡県森林土木建設協議会
　　
６　参加者　　森林・林業関係者、建設業者など約200人

７　参加費　　無料

８　その他　　事前申込みは不要です。直接会場へお越しください。
　　　　　　
９　事務局　　静岡県経済産業部森林・林業局林業振興課　
　　　　　　　林業振興班（担当：原）



提 供 日 2025/09/01

タイトル 今年も知事が登壇！企業立地日本一を目指し、都
内でトップセールスを実施します！
～静岡県企業立地セミナー　参加者募集中！～

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先 企業立地班

TEL 054-221-3262

１　要　旨
　県内への企業立地を一層促進するため、首都圏等において事業活動を行う企業等を対象に、東京マリオットホテルにてセミナーを開催しま
す。
　当日は、鈴木康友静岡県知事が、立地環境など静岡県の魅力や産業施策を紹介するとともに、最先端の技術等で新しい潮流を生み出し
ている県内企業とのパネルディスカッションに登壇します。また、セミナー後の交流会にも出席予定です。
　静岡県への進出や事業拡大等に関心のある企業の皆様、この機会に是非ご参加ください。

２　概　要

区　　分 内　容

日　　時 令和７年10月30日（木）　午前11時～午後2時

会　　場 東京マリオットホテル（東京都品川区北品川４丁目７番36号）

定　　員 150名

対　　象 製造業、ゼネコン、金融機関　等

３　プログラム

予定時間 内　容

11:00～11:30 知事による静岡県魅力PR プレゼン

11:30～12:30 知事と県内企業を招いたパネルディスカッション

12:30～14:00 個別相談会、交流会（知事も参加）

４　申込方法

区　　分 内　容

申込フォーム
URL

https://r7-shizuoka-kigyoricchi-seminar.peatix.com/

申込締切 令和７年10月21日（火）

https://r7-shizuoka-kigyoricchi-seminar.peatix.com/


提 供 日 2025/09/01

タイトル 適切な価格転嫁の機運醸成のため、「パートナー
シップ構築宣言」の内容を拡充し、産官労金の
15団体が連名で共同宣言を発出します

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 商工振興班

TEL 054-221-2182

「パートナーシップ構築宣言」
産官労⾦の15団体が連名で共同宣言を発出します

〜適切な価格転嫁の機運醸成を更に強化〜
　本県では、適切な価格転嫁の機運醸成に向けて、県内関係機関・団体と令和５年６⽉に「パートナーシップ構築宣⾔※1の普及・促進と実効性向
上に向けた共同宣⾔」※2を発出し、取組を進めています。
　このたび、米国関税措置によるコスト負担増の影響や、下請法・下請振興法の改正を踏まえ、より一層の取引適正化を促進するため、国の価格
交渉促進⽉間（９⽉）に合わせ、共同宣⾔の内容を拡充するとともに、共同宣⾔式を開催します。

記

日　時 　令和７年９⽉９⽇（⽕）午後３時30分から４時00分まで

場　所 　県庁本館４階　特別会議室

出席者 　参画機関（産官労⾦15団体）の代表者　【別紙参照】
　＜内訳＞ ⾏政機関(4)、 経済団体(8)、 労働団体(1)、 ⾦融団体(2) 【新規参画】

内　容

　１　開会
　２　知事挨拶
　３　共同宣⾔書署名
　４　記念撮影
　５　関係団体コメント
　６　閉会

共同宣⾔
概　要

　・ パートナーシップ構築宣⾔の普及・促進及び実効性の確保 【改訂】
　・ 適正取引・価格転嫁の状況に関する情報収集と発信
　・ 適正取引・価格転嫁に関する支援情報等の周知 【改訂】　　など

※1　パートナーシップ構築宣⾔ 【内閣府・中小企業庁】
 　　　国と経済団体により 令和２年５⽉に創設された仕組みで、サプライチェーンの取引先や付加価値向上を図る
　　　 事業者の皆様と連携・共存を進めることで新たなパートナーシップを構築することを、「発注者」の⽴場から企業
　　　 の代表者の名前で宣⾔するものです。
※2　パートナーシップ構築宣⾔の普及・促進と実効性向上に向けた共同宣⾔ 【静岡県】
　　　 適切な価格転嫁の機運醸成に向けた本県の取組で、 令和５年６⽉７日に産官労の３者（13団体）で
　　　 共同宣⾔を⾏っています。



提 供 日 2025/09/01

タイトル 【開催中止】令和７年度第１回国民健康保険運営
協議会の開催

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

※台風接近に伴い、開催を中止します。
　今後の対応については改めてお知らせします。（９月５日（金）11：00変更）

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を開催します

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を以下のとおり開催します。
国民健康保険の安定的な財政運営や、事務の共同化・効率化の取組などを定めた
「静岡県国民健康保険運営方針」の2024年度取組状況評価について審議していただ
きます。

１　日　時
　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午後 ３ 時30 分 から 午後 ５ 時 まで （ １ 時間30 分程度 ）
　　※開催中止

２　場　所
　　静岡県庁別館７階　第二会議室Ａ　
　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　内　容
　　静岡県国民健康保険運営方針の2024年度取組状況評価

４　出席者
(1) 委員 (11人)
　 ア 被保険者代表(国保の加入者である県民) ３人
　 イ 保険医又は保険薬剤師代表(医師、歯科医師、薬剤師) ３人
　 ウ 公益代表(大学教員等の国保制度に専門知識のある者) ３人
　 エ 被用者保険等保険者代表(企業の従業員等が加入する健康保険団体代表) ２人
(2) 県
　 健康福祉部健康局長　ほか

５　傍　聴（報道関係者を除く。）
(1) 定員
　 ５人
(2) 手続
・傍聴を希望される方は、当日午後２時45分から午後３時15分までに受付で手続
 （氏名、住所、連絡先の記入）を行ってください。
・傍聴は先着順としますので、定員になり次第受付を終了します。
・発熱又は風邪のような症状のある方は来場をお控えください。

※ 報道関係者席は別に用意します。



提 供 日 2025/09/01

タイトル こども・若者からの意見募集

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

こども・若者からの意見募集について

【要旨】
・県では、「こども基本法」に基づき、こども・若者の意見を施策へ反映させる
　取組を進めている。
・オンラインプラットフォームを県と市町で共同利用し、幅広く意見募集を実施
・９月１日から新たに、静岡県、御前崎市が意見募集を開始

１　新たに開始した意見募集
（１）静岡県の意見募集

目的  静岡県教育振興基本計画の策定
募集期間  令和７年９月１日（月）～10月１日（水）

内容  夢の実現を支えるための教育
担当課  静岡県　総合教育課、教育政策課

（２）御前崎市の意見募集
目的  新しい児童館の整備

募集期間  令和７年９月１日（月）～10月１日（水）
内容  児童館に関する意見募集

担当課   御前崎市こども未来課

２　オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」について
　・こども・若者の意見を幅広く募集するため、県が令和６年度に開設
　・令和６年度は、「しずおかこども幸せプラン」の策定に活用
　・令和7年度は、県と10市町が意見聴取を実施予定

目的 こども・若者にオンライン上で質問を投げかけ、意見を聴取し、こど
も施策に反映させる。

機能 意見投稿、投票、チャット、意見分析　等

対象者 小学生、中学生、高校生、大学生等、社会人（29歳まで）

ツール パソコン、スマートフォン、GIGAスクール端末（一人一台端末）

ＵＲＬ https://shizuoka-pref.liqlid.jp/

その他 学校及び個人の特定ができないように匿名での投稿が可能

https://shizuoka-pref.liqlid.jp/


提 供 日 2025/09/01

タイトル 孤独・孤立対策推進シンポジウムを開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2052

孤独・孤立を予防する地域づくりを目指して、
孤独・孤立対策推進シンポジウムを開催します！

1　要旨
　　静岡県では、行政、ＮＰＯ、社会福祉協議会、企業等が協働し、それぞれの得意分野を生かして孤独・孤立に対応していくため、ふじのく
に孤独・孤立対策プラットフォームを設置しております。その取組の一環として、このたび、孤独・孤立を予防する地域づくりの推進を目的に、
シンポジウムを開催します。

２　シンポジウム概要
　（１）開催日時：令和７年９月18日（木）13時～16時30分

　（２）開催場所：静岡音楽館ＡＯＩ　７階講堂（静岡市葵区黒金町１−９）

　（３）参加者：県民、県内自治体、ＮＰＯ、福祉団体等

　（４）参加方法：会場参加又はＷＥＢ参加
　　　　　　　　　　以下のURLもしくは別添チラシに記載の二次元コードから申込み
　　　　　　　　　　https://x.gd/zBNzZ

　（５）内容
　　　○基調講演　13:10～
　　　　「誰ひとり取り残されないまち」
　　　　講師：奥田　知志氏（ＮＰＯ法人抱樸　理事長）

　　　○シンポジウム 14:05～
　　　　・コーディネーター
　　　　　津富　宏氏（立教大学　特任教授）
　　　　・シンポジスト
　　　　　川口　寿弘氏（鳥取市役所総務部人権政策局中央人権福祉センター　総括主査）
　　　　　小野　恵以子氏（京都市下京区社会福祉協議会　事務局長）
　　　　　佐藤　良子氏（東京都立立川市大山自治会　相談役）

３　問合せ先
　　　静岡県社会福祉協議会　権利擁護課
　　　〒420-8670　静岡市葵区駿府町1－70
       ＴＥＬ：054-254-5237

https://x.gd/zBNzZ


提 供 日 2025/09/01

タイトル 【静岡県環境衛生科学研究所】研究成果等を動画
配信します

担　　当 くらし・環境部 環境衛生科学研究所環境科学部

連 絡 先 総務企画課

TEL 054-625-9121

【概要】
静岡県環境衛生科学研究所では、業務や研究の成果を広く皆様に知っていただくため、令和6年度からYouTubeでの動画配信を始めました。
多くの方からご好評をいただき、今年度も引き続き実施します！
環境、大気、水質、食品、医薬品、微生物など、皆様の生活や健康にも関わる分野の研究成果を発表します。
さらに、普段はなかなか見られない研究所の仕事を紹介する「バーチャル研究所」も更新しました。
高校生にもわかりやすい説明を心がけており、時間は5～8分程度とコンパクトにまとめていますので、スキマ時間にぜひご覧ください。

【配信内容】
◆研究発表◆
1. 静岡県における有機フッ素化合物（PFAS）実態調査
2. 魚類における粘液胞子虫 Kudoa iwataiの寄生実態調査
3. 子供向けサプリメントに関する調査
4. 水質のことは生物に訊け！～生物を使って水のきれいさを知る～
◆バーチャル研究所◆
研究所の各部門の業務内容を、映像や音楽をめいっぱい取り入れて説明しています。検査に関わりのない方にも興味の湧く内容に仕上げました。

【視聴方法】
インターネットに接続できるパソコンやスマートフォンなどから、下記URLにアクセスしてください。（配信予定期間：令和8年3月末まで）
https://kaneiken.jp/r7

https://kaneiken.jp/r7


提 供 日 2025/09/01

タイトル 令和７年度森づくり交流会の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

森づくり交流会を開催します！

県では、県民参加による森づくりを促進するため、森づくり団体等が情報交換や課題の共有ができる「森づくり交流会」を開催します。
暮らしに身近な里山林は、森林所有者や地域住民のほか、ＮＰＯ法人等の森づくり団体の参画による県民参加の森づくりによって保全さ

れています。
一方で、森づくり団体は、メンバーの固定化や人材育成等の課題を抱えており、団体数は減少傾向にあることから、今回の交流会を機に

森づくり団体同士の関係構築・課題解決を目指すものです。

１　森づくり交流会の概要
日　　　時 令和７年10月21日（火）10：30～15：00
場　　　所 静岡県男女共同参画センターあざれあ502会議室

（静岡市駿河区馬渕１-17-１）
内　　　容 【基調講演】

「森林レンタルサービスが開く新たな可能性」
講師　（株）シシガミカンパニー　代表取締役　田口房国　氏
【事例紹介】
事例１　NPO法人時ノ寿の森クラブ
事例２　NPO法人ひろしま自然学校
【そ の 他】
・情報交換会
・活動団体の紹介パネル展示

対　　　象 森づくり活動に関心がある方や森づくり団体、行政機関等
定　　　員 50名（先着順）
参  加  費 無料
申込受付 10月17日（金）まで　※期間内でも定員に達し次第締切。

２　申込方法
・チラシ掲載のＱＲコード又は、静岡県ホームページからお申込みください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/morizukuri/1076774.html

３　その他
・森づくり団体の運営や活動に関する、相談窓口を同時開設しています。

　相談はチラシ掲載の相談用ＱＲコードからお申し込みください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/morizukuri/1076774.html


提 供 日 2025/09/01

タイトル 令和７年度森づくりボランティア養成講座の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

森づくりボランティア養成講座を開講します！

県では、県民参加による森づくりを促進するため、森づくり活動を適切かつ安全に実践できる「森づくりボランティア養成講座」を開講しま
す。

暮らしに身近な里山林は、森林所有者や地域住民のほか、ＮＰＯ法人等の森づくり団体の参画による県民参加の森づくりによって保全され
ています。

一方で、森づくり団体は、メンバーの固定化や高齢化等の課題を抱えており、団体数は減少傾向にあることから、今回の講座を機に森づく
りボランティア・団体の拡大を目指すものです。

１　森づくりボランティア養成講座の概要
区　　　分 養成講座（全４回）
内　　　容 森林の役割や整備の基礎から実際の道具の使用、安全管理に至るまで、全４回の実践的なカリ

キュラムを通して学びます。
開  催  日 令和７年10月11日(土)、12日(日)、11月15日(土)、16日(日)
開催場所 中部地域（県立中央図書館、遊木の森）
参  加  費 無料
定　　　員 20名（応募者多数の場合は抽選）
応募資格 ・県内在住または在勤で18歳以上（高校生は除く）の方

・全４回の講座に参加できる方
・現地集合できる方
・野外活動などフィールドワークのできる方
・森づくり活動に参加意思のある方や森づくり活動への参入に関心のある団体の構成員

２　申込方法
・チラシ掲載のＱＲコード又は、静岡県ホームページからお申込みください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/morizukuri/1076774.html

３　申込み・問合せ先
株式会社シード　電話：055-988-0705

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/morizukuri/1076774.html


提 供 日 2025/09/01

タイトル 「耳で聴くハザードマップ」サービスの開始！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班　渡邊

TEL 054-221-3366

～ハザード情報を音声で案内～

９月１日から「耳で聴くハザードマップ」サービスを開始！

　静岡県では、視覚に障がいのある方や小さな文字が見えにくい高齢の方などが、平時から災害リスク等を認識し、早めの避難につなげてい

ただけるよう、ハザードマップの情報等を音声で聴くことができる「耳で聴くハザードマップ」サービスの運用を開始しました。

　災害に備えて地域やご家庭、外出先での災害リスク等の確認に是非ご活用ください。

１　耳で聴くハザードマップとは

　音声コード読み上げアプリ「Uni-Voice Blind（ユニボイス ブラインド）」をスマートフォンにインストールすることで、端末の位置情報から、音声
により現在地のハザード情報を確認することができます。

２　運用開始日

　令和７年９月１日（県内全域で利用が可能です）

３　主な機能

　　・現在地や検索した場所の災害リスクの情報（浸水や土砂災害等）を音声で読み上げ

　　・最寄りの指定緊急避難場所の表示と、音声や振動による誘導

　　・発表されている気象情報や警報、避難情報などをリアルタイムで読み上げ

　

４　「Uni-Voice Blind」アプリについて

　アプリの機能とダウンロードは、以下の二次元コードを読み取って確認ください。

　また、操作方法等については、別添の広報チラシを参照ください。

　　

５　その他

　静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」のトップページに、「耳で聞くハザードマップ」へのリンクを表示し、「Uni-Voice Blind」に遷移することが
できます。



提 供 日 2025/09/02

タイトル 「わたしの主張2025静岡県大会」の最優秀賞決
定！

担　　当 教育教委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

「わたしの主張2025静岡県大会」の最優秀賞決定！

　わたしの主張2025静岡県大会が８月21日（木）に開催され、審査の結果、沼津市立片浜中学校の加藤さんが最優秀賞に選ばれました。加藤さんを全国
大会の候補者として、関東・甲信越静ブロックに推薦します。

〇【わたしの主張2025静岡県大会】
「わたしの主張」は、昭和54年の国際児童年をきっかけに開催され、今年で47回目を迎える歴史ある大会です。県内138校、9,391人の応募の中から事

前審査で選ばれた中学生が、日常生活の中で感じていることや未来への思いなどを若者らしい自由な発想で発表しました。

〇【審査結果】

　 氏　名 学　校　名 学年 題　　名

最優秀賞 加藤さん 沼津市立片浜中学校 ３ 人間になった僕ができること

金田さん 沼津市立愛鷹中学校 ３ 向き合って見える世界

榑松さん 浜松市立佐久間中学校 ３ 地域と自分優秀賞

徳永さん 静岡大学教育学部附属浜松中学校 ３ 真のコミュニケーション

山下さん 静岡県西遠女子学園中学校 ３ 私を作るもの

石渡さん 三島市立中郷中学校 ３ 食わず嫌いをやめて

一杉さん 静岡市立豊田中学校 ３ 脱マスクの時代で

若林さん 静岡県立中央特別支援学校中学部 ３ 戦争のない世界へ

伊藤さん 御前崎市立浜岡中学校 ３ 「私たちに託されたもの」

坂部さん 清水町立清水中学校 ３ 伝えたい思い

山下さん 磐田市立豊田中学校 ３ マスクとわたし

芦沢さん 静岡市立服織中学校 ３ 中学生である今、私達に求められていること

優良賞

堀川さん 吉田町立吉田中学校 ３ 挑戦を恐れない

中学生の投票で選ばれる「共感賞」には、沼津市立片浜中学校の加藤さんが選ばれました。

〇【全国大会について】　全国大会ＨＰ：https://www.niye.go.jp/services/syutyou.html
開催日　：令和７年11月16日（日）
開催場所：国立オリンピック記念青少年総合センター
※各都道府県推薦者47名の中からブロック代表として選ばれた12名が出場。
静岡県は関東・甲信越静ブロックに属し、代表枠は３名。

静岡県教育委員会

https://www.niye.go.jp/services/syutyou.html


提 供 日 2025/09/02

タイトル 【開催延期】第73回 静岡県西部高等学校定時制通
信制生徒生活体験発表大会の開催

担　　当 教育委員会 静岡県立浜松工業高等学校

連 絡 先 定時制教頭　鮎京　正憲

TEL 053-401-0221

第73回 静岡県西部高等学校定時制通信制

生徒生活体験発表大会の開催

※荒天のため開催日を変更します。（９月５日15時変更）

西部地区高等学校定時制通信制課程に学ぶ生徒が日常の生活の中で体験したことをもとに、自分自身の成長や今後の抱負などを熱く語
る発表会です。

上位入賞者５名は、10月５日（日）アイセル21で開催される県大会に出場します。

１　日　時
　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午後 ６ 時 から 午後 ８ 時45 分 まで　※開催延期

　　令和７年９月８日（月）午後６時から午後８時45分まで

２　会　場
　　浜松工業高等学校　生活館（浜松市中央区初生町1150）

３　発表者等
　　【発表者】西部地区定時制通信制高等学校６校の代表者13名
　　【参加者】発表する高校の教員、発表者の応援者、浜松工業高校定時制の生徒

４　お問合せ先
　　静岡県立浜松工業高等学校定時制
　　担　当　教頭　　鮎京　正憲
　　電　話　053-401-0221
　　メール　hamamatsu-th@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:hamamatsu-th@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/02

タイトル 令和７年度静岡県高等学校総合文化祭開会式

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和７年度静岡県高等学校総合文化祭開会式

１　日　時
　　令和７年９月７日（日）午後１時から４時まで
２　会　場

グランシップ　中ホール大地（ステージ発表）
６階展示ギャラリー（展示部門作品発表）
※９月６日（土）午前９時30分から午後４時30分まで

９月７日（日）午前９時30分から午後４時までの期間で展示、出展数は
125点

３　次　第
  (1) 開会宣言　司会【東海大学付属静岡翔洋高校】
  (2) 主催者挨拶
　　　静岡県高等学校文化連盟会長　山田　正訓
　　　静岡県教育委員会教育長　　　池上　重弘
　　　※手話通訳担当　三島南高等学校JRC部　
  (3) 来賓紹介
  (4) ポスターコンクール表彰  

県立沼津西高校　２年　筈尾さん
（5）ステージ発表  １　郷土芸能　　　【飛龍高校】　

　　　　　　　　　　    ２　バトントワリング【静岡県富士見高校】
　　　　　　　　　　    ３　日本音楽       【県立三島北高校】
　　　　　　　　　　    ４　放送　　　　　　【東海大学付属静岡翔洋高校】
　　　　　　　　　　    ５　合唱             【合同合唱団】
                          ６　器楽・管弦楽　【静岡県西遠女子学園】
                          ７　吹奏楽          【県立浜松湖南高校】
　(6) 閉会宣言
４　その他

制作者と教育長のトーク
令和７年９月７日（日）午前11時30分から正午まで　
６階展示ギャラリーにて生徒と教育長によるトーク
      書道　　　　  浜松学芸高校　　　　　 ３年　岡田さん

美術・工芸   県立浜松江之島高校  ３年　淺野さん
写真　　　　  県立御殿場南高校　　 ２年　勝又さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/09/02

タイトル 静岡県の選挙人名簿登録者数（9月定時登録）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 大場

TEL 054-221-2050

静岡県の選挙人名簿登録者数（9月定時登録）

　静岡県選挙管理委員会が、令和7年9月1日(基準日9月1日）現在で、県内の選挙人名簿に登録されている者の数（在外選挙人名簿
登録者数を除く。）について、下記のとおり取りまとめた。
　選挙人名簿登録は、公職選挙法第22条の規定に基づき、毎年3月、6月、9月及び12月の各1日並びに選挙を行う場合に、各市区町
選挙管理委員会において行うものである。

記

１　県全体の状況（前回定時登録日(R7.6.1)との比較）
区分 今回定時登録 前回定時登録 増減数（人） 増減率（％）
　 　　A 　B (A-B) (A/B×100)
男 1,456,810 1,460,980 △4,170 99.7 
女 1,507,691 1,512,092 △4,401 99.7 
計 2,964,501 2,973,072 △8,571 99.7 

２　市区町ごとの増減状況（前回定時登録日(R7.6.1)との比較）
（１）増加した市区町
　　　該当なし

（２）減少した市区町
順位 市区部 減少数 順位 町部 減少数

1 浜松市中央区 △852 1 小山町 △158
2 静岡市清水区 △787 2 清水町 △128
3 富士市 △623 3 長泉町 △120
4 沼津市 △578 4 吉田町 △92
5 静岡市葵区 △521 5 東伊豆町 △80



提 供 日 2025/09/02

タイトル 「がん治療と仕事の両立支援 オンラインセミ
ナー」開催について（募集依頼）

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

「がん治療と仕事の両立支援 オンラインセミナー」

開催について（募集依頼）

職場でのがん治療と仕事を両立させるためには、関係機関等の支援体制の整備が必要であることから、がん治療と仕事の両立支
援セミナーを継続的に開催しています。10年目となる本年度は会場とオンライン配信のハイブリッドにより、下記の要領で実施い
たします。

2003年と2013年、全国に先駆けて「がんの社会学」に関する合同研究班（研究代表：静岡がんセンター総長山口建（当時））が
実施した「がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査」で、「がん罹患が職業の継続に影響を与えていると推測される」という
結果から、職場での治療と仕事の両立支援のためには体制整備が必要であるという課題が明らかになりました。同年、当院を含む
全国５箇所のがん診療連携拠点病院にて「がん患者就職支援モデル事業」を開始、2014年に沼津公共職業安定所と協働し「がん患
者就労支援実践報告会」を開催しました。この報告会は2016年より「がん患者の治療と仕事の両立支援セミナー」に名称変更とな
り、静岡労働局との共催で県内の企業向けに毎年セミナーを実施しております。

一方で、2023年3月に閣議決定された「第4期がん対策推進基本計画」では、がん患者等の社会的な問題への対策として、「働く
世代のがん患者の離職防止や再就職への就労支援の充実が必要」であり、取り組むべき施策として「現在の両立支援制度の効果及
び課題の明確化を検討すること」が示されましたが、がん罹患後に離職や廃業をしてしまう方の割合は依然として多い現状にあり
ます。そこで今回のセミナーでは、治療と仕事の両立を経験された患者の立場から両立の難しさやポイントを、がん患者を雇用し
ている経営者の立場から治療をしながら働きやすい社内環境の整備や実際の支援について、またがん治療に携わる婦人科医師の立
場から最新のがん治療と両立の必要性等についてそれぞれご講演いただき、企業での就労支援対策の努力義務化（「労働施設総合
推進法の改正（施行日：2026年4月1日）」）を踏まえて社会保険労務士より講義をしていただきます。

【セミナー概要】
（１）開催日時：2025年10月29日（水）13：00～16：30（受付開始12：30～）
（２）開催場所：プラサヴェルデ401会議室（静岡県沼津市大手町1-1-4）
（３）配信方法：ZOOMビデオウェビナー（ライブ配信のみ、アーカイブ配信の予定なし）
（４）主催及び共催　　
        主催：静岡労働局、静岡県立静岡がんセンター
        共催：沼津公共職業安定所、静岡産業保健総合支援センター
（５）対象

　県内外の企業（管理者や人事担当者など）
県内外のがん診療連携拠点病院および推進病院に従事している方
各労働関係団体で勤務されている方

　　がんサバイバー、がん患者会の方
　　ハローワーク相談員、労働行政に携わる方など

（６）参加費：無料
（７）申し込み：以下のURLまたはQRコードより申し込みフォームとなります

　 URL：https://jsite.mhlw.go.jp/form/pub/roudou22/gan_shigoto_2025

 QRコード：
・締め切り　10月17日（金）まで

（８）お問い合わせ
　　　・静岡県立静岡がんセンター　疾病管理センター　杉山・正村
　　　　TEL：055-989-5222（代）　 
　　・静岡労働局　職業安定部 職業安定課　両立支援セミナー担当

　　　　TEL；054-271-9950
（９）プログラム

  講演（13：00～16：30）
講演１：「患者（労働者）の立場から」　

認定NPO法人オレンジティ 植木朋子　氏
講演２：「企業の立場から」

藤沢タクシー株式会社 代表取締役社長　根岸茂登美 氏　
講演３：「医師の立場から」

静岡県立静岡がんセンター 婦人科診療部長兼地域医療連携室長
平嶋泰之 氏

講演４：「治療と仕事の両立支援対策の努力義務化への対応」
静岡県産業保健総合支援センター
メンタルヘルス対策・両立支援促進員 秋山隆子 氏

※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンター　マネジメントセンター　医療広報担当
TEL 055(989)5222　

https://jsite.mhlw.go.jp/form/pub/roudou22/gan_shigoto_2025


提 供 日 2025/09/02

タイトル 建設現場の「ものづくり」のプロを表彰しま
す。～静岡県優秀施工者褒状授与式～

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3058

 静岡県では、今般、「第33回静岡県優秀施⼯者表彰」（知事褒賞）の受賞者が決定したので、次のとおり褒状授与式を⾏いま
す。

１ 開催日時
  令和７年９⽉９日（⽕）午後１時30分〜午後３時30分
２ 開催場所
  静岡市産学交流センター ペガサート６階 プレゼンテーションルーム
  （静岡市葵区御幸町３－21）
３ 受賞者（敬称略）
  静岡県内に就業している⽅で、建設⼯事現場において20年以上にわたり⼯事施⼯に直接従事している35歳以上の⽅のうち、
技術、技能が優秀な⽅、他の建設現場従事者の模範となる⽅として県が決定。

 
４ 補足事項
（1）静岡県優秀施⼯者表彰について
   建設現場において「ものづくり」に携わっている⽅の誇りと意欲を増進させ、これらの⽅の能⼒と資質の向上を図るととも
に、その社会的評価・地位の向上を図り、もって本県建設業の健全な発展に資することを目的として、静岡県優秀施⼯者表彰（知
事褒賞）を⾏っています。

（2）講演会の開催について
   今回の褒状授与式は、「建設産業構造改善推進のつどい」（主催︓静岡県、（⼀社）静岡県建設産業団体連合会）の第１部
として⾏われます。「建設産業構造改善推進のつどい」の第２部では、静岡県危機管理部による講演会が⾏われます。

 
５ 参考
  「建設産業構造改善推進のつどい」当日タイムテーブル
  13:30     開会
  13:30〜13:40 主催者挨拶
     （静岡県交通基盤部 理事、（⼀社）静岡県建設産業団体連合会 会⻑）
  13:40〜14:20 ＜第１部＞第33回静岡県優秀施⼯者褒状授与式



  14:30〜15:30 ＜第２部＞講演「静岡県における南海トラフ巨⼤地震対策について」
              講師 静岡県危機管理部危機政策課 
                 若林 課⻑



提 供 日 2025/09/02

タイトル 令和７年度流通食品の放射性物質検査結果（第３
報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果、安全性を確認しました（第３報）
－令和７年６月分：11品目20検体－

１　要　旨

静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査を実施しています。

 令和 ７ 年 ６ 月 は11 品目20 検体実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 を 確認 しました 。

２　検査結果

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

つゆ ３ 千葉県、栃木県（製造所）

干しそば ５ 長野県、宮城県（製造所）

調味料 ３ 茨城県、埼玉県（製造所）

みそ ２ 長野県（製造所）

うどん １ 群馬県（製造所）

みそ加工品 １ 長野県（製造所）

豆腐 １ 茨城県（製造所）

カレールウ １ 栃木県（製造所）

しょうゆ １ 千葉県（製造所）

洋生菓子 １ 群馬県（製造所）

一般食品

そうざい １ 福島県（製造所）

合計 20

すべて
基準値以下

・検査機関：静岡県中部保健所化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値：一般食品 100Bq/kg　牛乳50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　　
　　　　　　　　　　　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2025/09/02

タイトル 食品検査情報（第３報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（６月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認 された

 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年６月に検査を実施した433検体については、 行政処分 を 行 ったものはありませんでした 。

検査項目 対象食品 ６月
検体数

６月
行政処分数

アイスミルク、清涼飲料水、ラクトアイス等 37
規格基準等検査

（微生物）   輸入冷凍食品
　輸入容器包装詰加圧加熱殺菌食品

45
0

清涼飲料水、アイスミルク、ラクトアイス等 25
規格基準等検査

（添加物等） 　輸入冷凍食品
　輸入容器包装詰加圧加熱殺菌食品

45
0

アイスミルク、ラクトアイス
アイスクリーム等

25
添加物等表示検査

　輸入冷凍食品
  輸入容器包装詰加圧加熱殺菌食品

28
0

　県内産はちみつ 9
動物用医薬品等

　国産食肉（豚肉、鶏肉） 18
0

放射性物質 　県内流通食品（干しそば、つゆ、みそ等） 20 0

アレルゲン 　油菓子、菓子等 10  0

腸管出血性大腸菌、
　　腸炎ビブリオ等

そうざい、生食用鮮魚介類、輸入冷凍食品等 144 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

そうざい 27 0

合計 433 0



提 供 日 2025/09/02

タイトル 「しずおか富士山WAON」寄附金目録贈呈式の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 富士山世界遺産課

TEL 054-221-3746

「しずおか富士山ＷＡＯＮ」寄附金目録贈呈式を開催します！

富士山とその周辺の環境保全活動を支援するため、マックスバリュ東海株式会社及びイオンリテール株式会社から下記のとおり寄附金目

録が贈呈されます。併せて、知事から感謝状の贈呈を行います。

記

１　日　時　令和７年９月８日(月)午後３時30分から午後３時50分まで

２　場　所　静岡県庁東館５階　知事室（静岡市葵区追手町９ー６）

３　出席者　マックスバリュ東海株式会社

代表取締役社長　　作道　政昭（つくりみち　まさあき）　　　　他２名

イオンリテール株式会社

執行役員 中部カンパニー支社長　　石河　康明（いしかわ　やすあき）

他２名

　　　　　　静岡県知事　鈴木　康友（すずき　やすとも）　

４　寄附金額　

会社名 マックスバリュ東海株式会社 イオンリテール株式会社

寄附額 9,264,484円 3,290,985円

合計 12,555,469円

５　寄附の概要　

「静岡県とイオン株式会社との連携に関する包括提携協定」に基づき、令和６年３月１日から令和７年２月28日まで、全国のＷＡＯＮ加盟

店で「しずおか富士山ＷＡＯＮ」を利用して支払われた金額の0.1％を、静岡県へ寄附する。

６　これまでの寄附の状況

年度/会社名 マックスバリュ東海株式会社 イオンリテール株式会社

平成23年度～令

和６年度

84,919,784円 45,389,969円

令和７年度（今

回）

9,264,484円 3,290,985円

小計 94,184,268円 48,680,954円

合計 142,865,222円



提 供 日 2025/09/02

タイトル 第26回静岡県障害者スポーツ大会「わかふじス
ポーツ大会」総合開会式を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

第26回静岡県障害者スポーツ大会（わかふじスポーツ大会）総合開会式を開催します

１　要旨

　第26回静岡県障害者スポーツ大会（わかふじスポーツ大会）の総合開会式を県草薙総合運動場陸上競技場にて開催します。総合開会式

に引き続き、陸上競技大会を開催します。本大会は約４ヶ月の大会期間中に全15競技が実施され、参加予定選手約2,200人、役員・ボラン

ティア約1,000人の計3,200人が参加する県内最大の障害者スポーツ大会です。

２　開催概要

（１）日時

令和７年９月７日（日）

総合開会式　９：００～９：２０

陸上競技　　９：３０～１６：００

（２）場所

静岡県草薙総合運動場　陸上競技場（静岡市駿河区栗原19－１）

（３）総合開会式出席者

　　静岡県副知事　平木 省

　　静岡県議会副議長　中田　次城

　　（公財）静岡県障害者スポーツ協会副理事長　大胡田　茂夫　ほか

（４）陸上競技種目

　　総合開会式に引き続き、陸上競技大会を開催

　　（陸上競技参加予定数：選手 約300人、役員・ボランティア等 約300人）

競技 種目 補足事項

トラック競技

50ｍ、100ｍ、200ｍ、

400ｍ、800ｍ、1500ｍ、

４×100ｍリレー、スラローム

スラローム︓⾞椅⼦競技。30ｍの直⾛路に置かれた⾚⽩の旗⾨を前

進・後進等しながら通過し、タイムを競う。

跳躍競技 ⽴幅跳、⾛幅跳

投てき競技
ソフトボール投、ジャベリックスロー、

砲丸投、ビーンバック投

ビーンバック投︓重度の障害がある⾞椅⼦使⽤者を対象。⼤⾖等を⼊

れた重さ150ｇの袋を投げる。足に乗せて蹴り出すなど、投げ方は自

由。

（５）ミスト車の配備

（一社）公縁クロス機構からの無償貸与をうけ、熱中症対策として霧を噴出し周辺温度の低下効果のある「ミスト車」をゲート１（退場ゲート）

に配備します。

　※ミスト車の詳細については、（一社）公縁クロス機構ホームページをご覧ください。

　　https://pprx.or.jp/

３　取材について

https://pprx.or.jp/


　・取材いただける場合には、別紙取材申込書を９月５日（金）までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

・取材当日は、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

・原則雨天決行ですが、荒天等により中止の場合は、県障害者スポーツ協会のホームページに掲載します。

掲載ページURL：https://shizuoka-parasports.jp/news/

　　

４　問合せ先

（取材申込みに関すること）

　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ振興課　神保

　E-mail：sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

　電話番号：054-221-3284

　当日の連絡先（公用携帯）：080-1580-8162

（大会に関すること）

　公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会

　E-mail：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

　電話番号：054-221-0062

　FAX：054-651-2600

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
https://shizuoka-parasports.jp/news/
mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2025/09/02

タイトル 無許可で盛土を行った者に対する措置命令の発出

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 盛土監視機動班

TEL 054-221-2918

１　要　旨

令和６年８月頃から令和７年２月頃までの間に、富士市比奈において改正前の静岡県盛土等の規制に関する条例第９条の許可を得ずに

盛土を行った者に対し、本日、措置命令を発出した。

２　措置命令の概要
区　分 内　容

命令を受ける者
住　所　富士市境51番地の25
氏　名　髙橋　雄一

命令の内容

(1)　富士市比奈に造成した盛土について、土砂撤去の措置を講じ、改
正前の静岡県盛土等の規制に関する条例に抵触しない規模（盛土面
積1,000平米未満かつ盛土量1,000立米未満）に是正すること。
(2)　(1)の実施に当たって、あらかじめ、具体的な工事内容、工程を記
載した計画書（施工図面を含む。）を作成し、静岡県知事に提出した
上で承認を受けること。

命令日 令和７年９月２日

履行期限
（計画書提出期限）　令和７年９月16日
（着手期限）　令和７年10月14日
（完了期限）　令和８年11月17日

根拠条文
改正前の静岡県盛土等の規制に関する条例第27条第２項
（改正条例附則第６項による経過措置）



提 供 日 2025/09/02

タイトル 第３回静岡県行政経営戦略会議の開催

担　　当 財務部 行政経営課

連 絡 先 行政経営班

TEL 054-221-2911

第３回静岡県行政経営戦略会議を開催します

中長期的な行政経営の方向性に関する意見をいただくため、外部有識者で構成する「静岡県行政経営戦略会議」を開催します。

（概要）

1　日時　令和7年９月５日（金）　午後３時00分から午後５時00分まで（予定）

2　会場　静岡県庁 別館９階特別第1会議室

3　出席者　静岡県行政経営戦略会議委員、平木副知事

4　内容　行政の生産性向上

5　行政経営戦略会議委員（６人、敬称略、50音順）

氏名 役職 備考

小黒　一正 法政大学経済学部 教授

河田　亮一 加和太建設株式会社 代表取締役社長

出縄　良人 出縄良人税理士事務所 所長

株式会社ＣＦスタートアップパートナーズ 代表取締役CEO

根本　祐二 東洋大学 名誉教授兼国際PPP研究所 シニア・リサーチパート
ナー 座長

丸山　晃司 遠州鉄道株式会社 代表取締役社長

山室　晋也 株式会社エスパルス 代表取締役社長



提 供 日 2025/09/02

タイトル 大学生と小学生・高校生が大学での学びをテーマ
に交流する「大学生出張講座」を実施！（取材依
頼）

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

大学生と 小学生・ 高校生が大学での学びを テーマに交流する
「 大学生出張講座」 を 実施！

 
9/9　 富士市立青葉台小学校

9/9　 静岡県立ふじ のく に国際高等学校
9/10　 掛川市立桜木小学校

9/12　 富士宮市立上野小学校
9/16　 静岡県立富岳館高等学校

9/19　 袋井市立今井小学校

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、小中高大連携の一環として静岡県内の大学生グループが小中学校、高校に出向
き、児童や生徒が知りたい内容をテーマに、大学での学びや小中学校時代の経験を紹介する交流会を行っています。

日頃の学校生活では経験できない、大学生との双方向の交流を行う講座です。

１ 　 概　 要
【富士市立青葉台小学校（富士市一色295）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月９日（火）
10:20～11:05 

小学６年生88人
大学生３人程度

「未来へのバトン～自分の未来を描く～」

（２）内容
現役大学生と小学生が交流を行います。（講演形式）

　　　・小中学校で抱いた夢や力を入れてきたこと
　　　・今の大学生活や今後の進路、夢をつかむために努力していること　　

【静岡県立ふじのくに国際高等学校（島田市金谷根岸町35）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月９日（火）
16:30～17:20 

希望者40人程度
大学生６人程度

「進路決定に至るまでの道筋と大学生活」

（２）内容
現役大学生と受験を控える高校生（進学希望者）が交流を行います。（ワークショップ）

　　　・どのようにして進路を決定したのか
　　　・実際の大学生活の魅力や大変さ
　　　・高校生からの質問について

【掛川市立桜木小学校（掛川市下垂木1472－1）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月10日（水）
13:20～14:05 

小学６年生108人
大学生６人程度

「なりたい自分になるために、
今やるべきこと」

（２）内容
現役大学生と小学生が交流を行います。（講演形式）

　　　・大学で学びたいと考えた理由
　　　・小中学生の時に身に付けておきたい力　　
　　　・小中学生の時の夢と現在の夢

【富士宮市立上野小学校（富士宮市下条408）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月12日（金）
13:30～14:15 

小学５・６年生70人
大学生６人程度

「小中学校時代に力を入れてきたこと、
付けておきたい力のこと」

（２）内容
現役大学生と小学生が交流を行います。（講演形式）

　　　・高校や大学、社会人に向けて、小中学校のうちに付けておきたい力
　　　・上野小学校の教育目標と関連した力

【静岡県立富岳館高等学校（富士宮市弓沢町732）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月16日（火）
13:25～14:15 

高校２年生28人
大学生４人程度

「大学受験から今まで」

（２）内容
現役大学生と受験を控える高校生が交流を行います。（講演→ワークショップ）

　　　・志望校の決定、受験勉強など高校時代の話
　　　・大学生活、就職活動の話
　　　・個別相談会

【袋井市立今井小学校（袋井市太田692）】
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
９月19日（金）
11:00～11:45 

小学６年生26人
大学生３人程度

「大学生の生活や今後の進路について」

（２）内容
現役大学生と小学生が交流を行います。（講演形式）



　　　・小学校生活と大学生活の違いや共通点
　　　・大学進学のために小学校生活でやっておくとよいこと
　　　・大学進学を決めた理由　
　　　・就職活動はどのようなことをするのか

２ 　 お問合せ
【 事業の概要】

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 佐野
電　話 054-249-1818 ※当日の連絡先 090-6205-8457
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階

【 当日の実施内容について】
一般社団法人静岡県大学出版会
担　当 鈴木　
電　話 090-9171-3829

※取材を希望される場合、前日までに担当者（佐野：054-249-1818）宛て御連絡ください。



提 供 日 2025/09/02

タイトル 静岡県台湾事務所、浜松・浜名湖ツーリズム
ビューロー、JALが合同ファムトリップを実施　３
者合同での実施は初

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、浜松・浜名湖ツーリズムビューロー、JALが

合同ファムトリップを実施　３者合同での実施は初

・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、９月７日～12日、公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー（以下「ビューロー」）、日本
航空株式会社（以下「JAL」）と合同で、台湾の旅行会社を対象としたファムトリップを実施します。

・ ３ 者 が 合同 でファムトリップを 開催 するのは 、 今回 が 初となります。

＜概要＞
・日　時　2025年９月７日（日）～９月12日（金）
・場　所　静岡県内（台湾桃園空港→中部国際空港 / 羽田→台北松山空港 JAL便利用）
・人　数　８名（旅行会社７名＋JAL台湾支店１名）
・目　的　JAL便を利用した県内滞在型旅行商品の造成を促進
・内　容　高価格帯の旅行商品を手掛ける旅行会社に対し、静岡県内の上質な観光・

体験コンテンツ等を紹介
　・行　程　以下のとおり

日時 内容（案） 担当
９月７日 移動（14:05台湾桃園→17:50中部国際　JAL8670便）
９月８日 浜松城公園、松韻亭、秋葉山本宮、花の舞酒造、たきや漁　等
９月９日 フルーツパーク、竜ヶ岩洞、明治屋醤油、ぬくもり工房　等

ヤマハイノベーションロード　等

ビューロー

９月10日
可睡斎、掛川花鳥園　等

９月11日 角打ち茶屋、名倉メロン農場、KADODE OOIGAWA、駿府匠宿　等
９月12日 富士モータースポーツミュージアム、御殿場アウトレット　等

移動（18:20羽田→21:00台北松山　JAL099便）

当事務所

＜参加旅行社等＞　
・上順旅行社、燦星旅行社、太平洋旅行社、泰元旅行社、利百加旅行社、喜鴻旅行社、喜歓旅行社、JAL台湾支店　の日本路線商品企

画部門の担当者等　各１名

●同事業の メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします（ 実施後 の 素材提供も承ります）。
取材御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先 ・ 取材希望箇所 を以下問合せ先までご連絡ください。
別途詳細な行程をお知らせいたします。

　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

　・当日の連絡先：
　　（１）ビューロー部分：浜松・浜名湖ツーリズムビューロー　赤堀（電話：090-2617-6565）
　　（２）当事務所部分：株式会社ワールドフォース　加藤（電話：080-4967-5050）
●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken
●浜松・浜名湖 地域OTA「やらまいかTourism」https://hamamatsuat.hamamatsu-daisuki.net

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken
https://hamamatsuat.hamamatsu-daisuki.net


提 供 日 2025/09/03

タイトル 朝霧野外活動センターにおけるレジオネラ属菌検
出について

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年育成班

TEL 054-221-3703

　静岡県立朝霧野外活動センターで実施したレジオネラ属菌検査において、基準値を超えるレジオネラ属菌が検出された。

１　経緯
日時 内容

令和７年８月19日(火) 検査機関による検体採取
令和７年９月２日(火) 15時 所員が検査機関から検査結果受領

令和７年９月２日(火) 15時10分 ・所員から社会教育課に第一報報告
・所員から富士保健所に報告及び対処方法の確認

２　検査結果
採水箇所 検査結果 基準値

男湯 20cfu/100mL 検出されないこと
（10cfu/100mL未満）

３　利用団体について
　・令和７年８月19日(火)～令和７年９月２日(火)までの間に６団体(373名)が本館棟を利用。　

・令和７年９月３日(水)正午現在、朝霧野外活動センターに体調不良を訴えているという連絡はない。

４　今後の対応について（保健所と協議済）
　・定期施設整備日である令和７年８月29日(金)に過酸化水素を投入した浴槽配管洗浄を実施済であるため、令和７年９月４日(木)午前中に
検査機関によるレジオネラ属菌検査の再検査を行う予定。（令和７年９月12日(金)判明予定）
　・男子浴室について、レジオネラ属菌検査の再検査結果で基準に適合していることが確認されるまで、浴槽の使用を中止し、シャワーのみ

の使用とする。女子浴室については通常どおり使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2025/09/03

タイトル 静岡県議会９月定例会の開催に係る議会運営委員
会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和７年９月10日(水)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和７年９月定例会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　竹　内　良　訓（自民改革会議）

副　議　長 　中　田　次　城（自民改革会議）

委　員　長 　鳥　澤　由　克（自民改革会議）

副 委 員 長
　河原崎　　　聖（自民改革会議）

  伊　藤　和　子（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　加　畑　　　毅（自民改革会議）

　野　田　治　久（自民改革会議）

　植　田　　　徹（自民改革会議）

　良　知　淳　行（自民改革会議）

　市　川　秀　之（自民改革会議）

　田　中　照　彦（ふじのくに県民クラブ）

　田　口　　　章（ふじのくに県民クラブ）

　早　川　育　子（公明党静岡県議団）



提 供 日 2025/09/03

タイトル 富士山登山道３ルート（富士宮、御殿場、須走）
の冬期閉鎖

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

富士山登山道３ルート（富士宮、御殿場、須走）の冬期閉鎖

　静岡県側の登山道３ルートについて、令和７年９月10日（水）午後５時から
冬期閉鎖（全面通行止め）します。
　閉鎖時刻までに確実に下山するようお願いいたします。

１　冬期閉鎖区間
・富士宮ルート（一般県道富士公園太郎坊線）　　　六合目

（※）
　～　山頂

・御殿場ルート（一般県道富士公園太郎坊線）　　　新五合目　 ～　山頂
・須　走ルート（一般県道足柄停車場富士公園線）　五合目　　 ～　山頂

　※富士宮ルートの五合目から六合目の区間は、今後の積雪状況等により、冬期閉鎖時期を決定します。（例年：11月上旬閉鎖）

２　冬期閉鎖日時
　令和７年９月10日（水）　午後５時

３　注意事項
・冬期閉鎖期間中の登山道は、道路法により通行が禁止されます。
・違反者には、６月以下の拘禁刑又は30万円以下の罰金が科される可能性があります。
・登山を強行して遭難しても、道路管理者は一切責任を負いません。
・山小屋は閉山前に営業を終了する場合があります。詳細は各山小屋までお問い合わせください。

４　参考
・直近３年間（令和４～６年度）の冬期閉鎖日時は９月10日午後５時です。

５　問合せ先
《登山道の維持管理に関すること》
　交通基盤部 道路局 道路保全課
　電話　０５４-２２１-２７５２

《富士宮ルートに関すること》
　富士土木事務所 維持管理課
　電話　０５４５-６５-２２３７

《御殿場・須走ルートに関すること》
　沼津土木事務所 維持調査課
　電話　０５５-９２０-２１２０



提 供 日 2025/09/03

タイトル 家畜人工授精に関する講習会の試験問題における
設問不備及び誤配付について

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 畜産経営・技術班

TEL 054-221-2705

１　要旨
　８月８日（金）に実施した第78回家畜人工授精に関する講習会の本試験において、設問不備があった。また、８月14日（木）に
実施した追試験において、試験問題の誤配付があった。

２　概要
（１）経緯
＜設問不備＞

  ・家畜人工授精に関する講習会の本試験において、１科目に解答を求める箇所が図示されておらず解答できない問題があったこと
が、試験終了後の受験者からの指摘により判明した。

　・また、別の１科目において、解答の選択肢に正答が存在しない問題があったことが、試験終了後の採点中に判明した。
　＜誤配付＞

・体調不良により本試験を受験できなかった１名が受験した追試験５科目において、追試験用の問題ではなく、本試験の問題を配
付していたことが、試験終了後の採点中に判明した。

（２）対象となる受験者
　設問不備：４名
　誤配付：１名

（３）対応
＜設問不備＞
・設問不備の問題を受験した者全員を正解とする。
＜誤配付＞

  ・誤配付のあった５科目について、追試験用の問題で試験を再実施する。

３　再発防止策
（１）設問不備
　これまで、試験問題の確認は、問題を作成した県機関が各自の作成問題を確認した後に、畜産振興課が最終確認していたが、今
後、問題を作成した県機関同士での相互確認も行う。

（２）誤配付
　試験問題の標題をよりわかりやすい様式に変更し、試験問題の複数人での確認を徹底する。



提 供 日 2025/09/03

タイトル 【全国第３位・本県として歴代２位の入賞者数】
第20回若年者ものづくり競技大会（全国大会）入
賞者に知事顕彰状を授与！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班　三井

TEL 054-221-2954

第20回若年者ものづくり競技大会（全国大会）入賞者に知事顕彰状を授与！
　　　　　　　　～全国第３位・本県として歴代２位の入賞者数～

８⽉３日（日）、４日（⽉）の２日間、⾹川県のあなぶきアリーナ⾹川を主会場として開催された学⽣の技能者日本⼀を決める「第20回若年者ものづくり
競技⼤会（全国⼤会）」において、⾒事⼊賞を果たした本県代表選⼿７⼈に、経済産業部⻑から知事顕彰状を授与します︕

１ 表彰式の概要
（１）日時 ９⽉10日（水）午後４時30分から５時まで
（２）会場 県庁別館９階特別第二会議室
（３）内容  ○⼤会結果報告（選⼿推薦団体︓静岡県職業能⼒開発協会専務理事）
       ○知事顕彰状の授与（経済産業部⻑）
       ○お祝いの⾔葉(経済産業部⻑)
       ○来賓紹介  ○歓談  ○集合写真撮影

２ ⼊賞者（本県選⼿７職種15⼈のうち、５職種７⼈が⼊賞）※全体選⼿数 15職種358⼈
成 績 競 技 職 種 氏  名 所  属
⾦賞 ITネットワークシステム管理 服部 陽佑 県⽴科学技術⾼等学校
銀賞 旋盤 ⽅波⾒ ⻯⽃ 県⽴⼯科短期⼤学校沼津キャンパス
銀賞 グラフィックデザイン 佐藤 明日⾹ 静岡デザイン専門学校

敢闘賞 機械製図（CAD） 清水 彩乃 県⽴浜松⼯業⾼等学校
敢闘賞 旋盤 ⼩澤 琢磨 県⽴⼯科短期⼤学校静岡キャンパス
敢闘賞 電⼦回路組⽴て ⼩幡 楠央 県⽴⼯科短期⼤学校沼津キャンパス
敢闘賞 ITネットワークシステム管理 坂夲 陽⾹り 県⽴⼯科短期⼤学校沼津キャンパス

３ 近年の実績
年度 ⼊賞者数 ⼊賞者の内訳 本県選⼿数 全体選⼿数

R6 ７⼈

⾦賞１⼈（フライス盤）、銀賞１⼈（フライス
盤）、銅賞１⼈（グラフィックデザイン）、敢闘
賞４⼈（旋盤、電⼦回路組⽴て、電気⼯事、グラ
フィックデザイン）

８職種15⼈
15職種
354⼈

R5 10⼈

銀賞 2⼈（⾃動⾞整備、グラフィックデザイ
ン）、銅賞 2⼈（ITネットワークシステム管
理）、敢闘賞 6⼈（機械製図(CAD)、旋盤、フ
ライス盤、電⼦回路組⽴て、グラフィックデザイ
ン）

11職種19⼈
15職種
338⼈

４ 第20回若年者ものづくり競技⼤会の概要

目   的
若年者に技能習得の目標を付与し、技能を向上させることにより若年者の就業促進を図
り、若年技能者の裾野の拡⼤を図る。

主   催 厚⽣労働省、中央職業能⼒開発協会

会   場
あなぶきアリーナ⾹川（メイン会場）、徳島職業能⼒開発促進センター（旋盤） 他計５
会場

参加資格
企業等に就業しておらず、職業能⼒開発施設、⼯業⾼等学校等において技能を習得中の、
原則20歳以下の若年者

競技職種

15職種︓ メカトロニクス、 機械製図(CAD)、 旋盤、フライス盤、 電⼦回路組⽴ て、 電気工
 事、⽊材加⼯、建築⼤⼯、⾃動⾞整備、IT ネットワークシステム 管理、ウェブデザイン、
業務用ITソフトウェア・ソリューションズ、 グラフィックデザイン、ロボットソフト組込
み、造園 ※下線︓本県選⼿参加職種



提 供 日 2025/09/03

タイトル 【一部開催中止】労働法セミナー受講者募集！

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 労働政策班　伊藤

TEL 054-221-2334

～働き方のルールを基礎から実務まで学べます～

労働法セミナー受講者募集！

県では、労働者と使用者の間に生じる様々な問題の解決に役立つ「労働法」への理解を深めるため、基礎から実務のポイントなどを分かりや

すく解説する「労働法セミナー」を開催します。

県内３箇所の会場開催に加え、オンライン開催（Zoomを使ったライブ配信）を行います。会場及びオンライン開催では講師への質問が可能で

す。また、録画したセミナー動画を後日、期間を定めて県のホームページ上に公開します。

※会場開催については、自然災害や感染症等の影響により、中止する場合があります。

※台風の接近に伴う荒天が予想されるため、９月５日（金）の東部会場の開催を中止します。９月５日開催分の代替措置は、９月４日WEBへの
振替又は後日配信のオンデマンドの視聴とします。（９月３日14：00変更）

１　開催概要

テーマ 労働法制の基礎１ 労働法制の基礎２

安全衛生や多様な働き

方

に関する法律の実務

東部
(沼津労政会館)

８月29日（金）  ９ 月 ５ 日 （ 金 ） ９月12日（金）

中部
(静岡労政会館)

８月26日（火） ９月２日（火） ９月９日（火）

西部
(県浜松総合庁舎)

８月25日（月） ９月１日（月） ９月８日（月）

オンライン
(ライブ配信)

８月28日（木） ９月４日（木） ９月11日（木）

開催日時

(会場)

各日午前10時から午後４時30分まで（休憩：正午から午後１時まで）

主な内容
労働法制の概要や押さえておきたいポイント、条文の解釈等に

ついて、判例を交えながら解説します。

労務管理・職場環境

や多様な働き方に関す

る対応等を解説します。

講師
静岡大学　人文社会科学部教授

本庄　淳志　氏

特定社会保険労務士

望月　数久　氏

小田切　克子　氏

開催方法

定員

◇会　　　場：各回30人程度（先着順）

 ◇オンライン：各回100人程度（先着順）

受講料 無料

申込期間 令和７年６月20日（金曜日）から７月31日（木曜日）17時まで

申込方法

◆静岡県産業人材課ホームページの「申込フォーム」から電子申請
【ホームページURL】
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1043060 .html
◆別添のチラシ裏面「受講申込書」に必要事項を記入し、各会場指定申込先に
郵送・FAX
※オンラインの受講を希望する場合は、電子申請からお申込みください。

２　セミナーに関する問合せ先
担当　　経済産業部就業支援局産業人材課

電話番号　　054-221-2334

E-mail　　sangyo-jinzai@pref.shizuoka.lg.jp

Ｈ　Ｐ　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1043060.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1043060.html
mailto:sangyo-jinzai@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1043060.html


提 供 日 2025/09/03

タイトル 知事褒賞受賞企業がセミナーを実施！～障害者雇
用促進セミナー「障害者雇用の現場に学ぶ」～

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 多様な人材活躍推進班

TEL 054-221-2826

知事褒賞受賞企業がセミナーを実施！
～障害者雇用促進セミナー「障害者雇用の現場に学ぶ」～

１　要旨
　静岡県では、障害者雇用の促進に向けて、好事例企業の取組紹介や現地見学を通じて、参加者が具体的な採用方法、業務内容、労務管
理、現場での工夫等を学び、自社での取組の参考とすることで、障害のある人の雇用促進と雇用後の活躍を図る、セミナーを開催します！

２　講師企業・実施日等（詳細は別添資料を御確認ください）　
講師企業 日時・会場 その他

鴻池運輸株式会社
東海支店　
長泉流通センター営業所

日時：令和7年9月4日（木）
　　　13時00分～15時00分
会場：イオン長泉ロジスティクスセンター
　　　（駿東郡長泉町上長窪359）

令和７年度静岡県
障害者雇用促進大会
知事褒賞受賞（9月12日(金)開催）

矢崎部品株式会社
ものづくりセンター

日時：令和7年9月29日（月）
　　　13時30分～15時30分
会場：現地企業
　　（牧之原市布引原206-1）

令和７年度静岡県
障害者雇用促進大会
知事褒賞受賞（9月12日(金)開催）

トクラスプロダクツ
株式会社

日時：令和7年10月20日（月）
　　　10時00分～12時00分
会場：現地企業
　　（浜松市中央区西山町1370）

当日は、上記企業の取り組みを紹介する他、 実際 の 雇用現場 を 見学します！

〈昨年度の様子〉

 

３　参加者
　企業等で障害のある人に関わる担当者や新たに雇用を検討している企業等の担当者

４　問い合わせ先
　　認定NPO法人オールしずおかベストコミュニティ　就労支援課
　　（静岡県「障害者活躍推進事業」受託者）
　　TEL：054-251-3553
　　ウェブサイト：https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/kigyo/sokushin/1996366/ 

https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/kigyo/sokushin/1996366/


提 供 日 2025/09/03

タイトル 【参加事業者募集】首都圏のスーパーマーケット 
クイーンズ伊勢丹を運営する「エムアイフードス
タイル」様とのオンライン商談会

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

首都圏のスーパーマーケット クイーンズ伊勢丹を運営する

「エムアイフードスタイル」様とのオンライン商談会

（要　旨）

　静岡県では、首都圏での県産品の販路開拓事業に取り組んでいます。この度、本県農林水産物の生産者、加工事業者を対象に、首都圏
のスーパーマーケット クイーンズ伊勢丹を運営する「エムアイフードスタイル」様のバイヤーとのオンライン商談会を開催するため、参加事業
者を募集しています。

２　概要

（１）商 談 先　  株式会社エムアイフードスタイルのバイヤー

（２）対象商品　青果、加工食品、日配、水産、デリカ、畜産、ベーカリーなど

（３）募集期限　令和７年９月17日（水）正午まで

（４）申込み先　下記URLより申込み（QRコードからも申込可能）

　　　　　　　　　https://x.gd/WGRSh

　　※申込みには、事前に「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」

　　　　（https://buyshizuoka-catalog.com/）への商品登録が必要です。

（５）商 談 日　 令和７年10月10日（金）

（６）場　　所　  オンライン開催

（７）参加費用　無料（商談会に係るサンプル代等については参加事業者にて負担）

（８）主　　催　　静岡県

（９）問合せ先　静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課（担当：北川）

　　　　　　　　   電話番号：054-221-3713

　　　　　　　　   メールアドレス：marke@pref.shizuoka.lg.jp

３　今後の予定
令和７年９月30日  （火） 頃  商談対象事業者の決定
令和７年10月10日 （金）  オンライン商談会の開催

https://x.gd/WGRSh
https://buyshizuoka-catalog.com/
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/03

タイトル 【当日取材希望】学生起業コミュニティイベント
「SHIP-CREWS DAY」に知事登壇「SHIP FUTURE 
PITCH 2025Autumn開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

　　学生起業コミュニティイベント「ＳＨＩＰ－ＣＲＥＷＳ ＤＡＹ」に知事登壇
　　　　　　　　　「SHIP FUTURE PITCH 2025Autumn」開催！

１　要　旨
　県が運営するイノベーション拠点「ＳＨＩＰ」では、起業などに挑戦をしたい学生が集まるコミュニティ「ＣＲＥＷＳ」を立ち
上げ、交流イベント「ＳＨＩＰ－ＣＲＥＷＳ ＤＡＹ」を毎月開催しています。　
　９月８日（月）に開催する「ＳＨＩＰ－ＣＲＥＷＳ ＤＡＹ」では、新たな挑戦を行う学生によるピッチイベントを開催し、コ
メンテーターとして知事にご登壇いただきます。

２　イベントの概要

３　取材申込み
　　当日取材を希望される社は、９月５日（金）正午までに上記担当あて御連絡ください。



提 供 日 2025/09/03

タイトル ペットフードなどの寄附をお願いします！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

ペットフード等の寄附を募ります（2025）

～ポッチとニャンチの支援事業～

保護、引取りした犬や猫を県保健所等から譲り受け、譲渡活動を行うボランティアを支援す
るために、ペットフードやミルク、ペットシーツ、猫砂の寄附を募ります。
※余ったものは、保健所や動物愛護センターで使用させていただきます。

１　募集するもの（未使用、未開封のもの）
　　　犬猫用ペットフード、粉ミルク
　　　ペットシーツ(使い捨て）、猫砂

２　募集する期間
      令和７年９月８日（月）　から　10月７日（火）　まで

３　受付けられないもの
　　　現金、商品券、郵券等
　　　処方食など用途が特殊なため、使用が限られるフード
　　　開封済みのもの、医薬品等

４　寄附方法
　　　　          　  　 
　　　１ 寄附申込み→申込書受領→２ 物品寄附

（１） 寄附申込書に記載の上、衛生課にメールかFAXで送付してください。
（メールの場合には、件名に必ず「寄附」とお書きください）
〈健康福祉部生活衛生局衛生課〉
　　電話番号：054-221-2347
　　FAX番号：054-221-2342
　　メール：eisei@pref.shizuoka.lg.jp
（２） 物品は、静岡県動物愛護センターへ送付してください。
　（送料はご負担ください）
　　〈静岡県動物愛護センター〉（受付時間：月～金（祝日を除く）の9時～17時）
　　　　住所：〒417-0801　富士市大渕2158
　　〈お問い合わせ先〉
　　　衛生課動物愛護班
　　　　電話番号：054-221-2347

mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/03

タイトル 県内高等学校にて「あいのうた短歌ワークショッ
プ」を開催します

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

県内高等学校にて
「あいのうた短歌ワークショップ」を開催します！

１　概要
　家族や身近にいる大切な人への思いをテーマに短歌を作ることを通して、家族や身近にいる人の大切さ
に気付く機会を創出するとともに、詠まれた短歌を通じて家族や身近にいる大切な人への思いにふれること
で、将来の結婚や子育て等を前向きに捉えることのできる機会を提供する。

２　内容
　(1)過去のあいのうた受賞作品等、家族や身近にいる大切な人への思いを詠んだ短歌作品にふれる。
　 (2)家族や身近にいる大切な人への思いをテーマとした短歌づくりの方法について学ぶ。

３　講師
　田中　章義氏（歌人、あいのうた審査員）

４　実施日時・会場
　日時：令和７年９月10日（水）10時55分～11時45分
　会場：静岡県立藤枝北高等学校（藤枝市郡970）　
　対象：２、３年生（36名）

取材いただける場合は、開催日の前日までに下記連絡先へ御連絡ください。

５　問合せ・連絡先
　静岡県健康福祉部こども若者局こども未来課
　電話番号：054-221-3546　
　Eメール：kodomo-m@pref.shizuoka.lg.jp

６　参考
　【第21回「大切なあなたへ～メッセージフォーユー～」におけるあいのうた短歌部門について】
　募集作品：家族や身近にいる大切な人への思いをテーマとした短歌作品
　募集期間：９月１日（月）から10月24日（金）まで　※必着
　受賞作品発表：12月21日（予定）
　県公式ＨＰ：https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040724/1022197 .html

第20回「大切なあなたへ～メッセージフォーユー～」あいのうた短歌部門　受賞作品について
　
最優秀賞
こんなママごめんねと笑う私はね世界で一番の幸せ者だよ/山本 幸奈（静岡県立沼津城北高等学校２年）

優秀賞（２作品）
生活は点毎日を繋げたら星座のような愛になってた/須藤　薫（熊本県熊本市）
百歳の姑は写真の自分を忘れ訪ねし我等を覚えておりぬ/野島　幸子（静岡県静岡市）

その他の受賞作品はこちら↓
　県HP：https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040724/1068295 .html

mailto:kodomo-m@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040724/1022197.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040724/1068295.html


提 供 日 2025/09/03

タイトル 【中止】知事が牧之原市の百歳の方を訪問し、お
祝いします

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

※御本人から辞退の申出があったことから訪問を中止します。（9月9日　14時変更）

１　概　要
　　敬老の日を記念して、多年にわたり社会の進展に寄与してきた高齢者を地域
　全体で敬愛し、その長寿を祝うため、今年度百歳を迎える方を、知事が訪問し
　寿詞の贈呈等を行います。

２　訪問日時
　　 令和 ７ 年 ９ 月15 日 （ 月 ・ 祝 ） 午前10 時30 分 から 午前11 時 まで
　　御本人から辞退の申出があったことから、訪問を見合わせる。　

３　訪問対象の方
　　今村　ヨネ子（いまむら　よねこ）さん（女性・牧之原市）
　　（大正14年９月10日生まれ　満100歳）

４　内　容
　　・県知事からの寿詞の贈呈
　　・内閣総理大臣からの祝状及び記念品の伝達等

５　現地取材等
　　・現地での取材が可能です。
　　・取材を希望される場合は、以下のとおりメールにて御連絡ください。
　　　件　名　【取材希望】知事百歳訪問
　　　本　文　所属、氏名（ふりがな）連絡先（当日連絡の取れる電話番号等）
　　　　　　　車の台数
　　　送付先　fukushi-chouju@pref.shizuoka.lg.jp
　　　期　限　令和７年９月11日（木）午後３時　

６　留意事項
　　訪問先が和室のため、三脚等使用時に畳の保全について御配慮願います。

　※県内の祝百歳者、百歳以上長寿者の状況については、９月12日に厚生労働省の
　　発表に合わせて公表予定

mailto:fukushi-chouju@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/03

タイトル 特別展「大御所時代　富士山絵画の頂からみる徳
川家斉の半世紀」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産セン

ター企画総務課

連 絡 先 静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

TEL 0544-21-3776

特別展「大御所時代　富士山絵画の頂からみる徳川家斉の半世紀」を開催します！

１　要旨
　静岡県富士山世界遺産センターでは、 特別展 「 大御所時代 　 富士山絵画 の 頂 （ いただき ） からみる 徳川家斉 の 半世紀 」 を 開催 します。

　本展では、将軍政治そして江戸文化のピークを築いた11代将軍徳川家斉（いえなり）の治世について、葛飾北斎や谷文晁（ぶんちょう）、酒
井抱一（ほういつ）そして狩野（かのう）家の御絵師たちなど、富士山を描いた同時代に生きた画家たちによる富士山絵画を通して回顧しま
す。

２　特別展概要　　
主　催 静岡県富士山世界遺産センター

会　期 令和７年10月４日(土)～令和７年11月９日（日)
9:00～17:00（最終入場16:30）開催中の休館日：10月21日（火）

会　場
静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室
(静岡県富士宮市宮町５-12)

観覧料 一般700円、団体600円、70歳以上200円、大学生以下・障がい者等 無料(証明書
をご提示ください) ※観覧料で常設展・シアターもご覧いただけます。

関連
イベント

【トークイベント】
　スペシャルトーク「天下泰平－徳川の平和」(定員100名、要事前申込)
  日時：令和７年10月５日(日)13:30～14:30
  会場：富士宮駅前交流センターきらら（富士宮市中央町５－７）
  講師：德川家広氏（德川宗家第19代当主／德川記念財団理事長）
　　　　松島仁（富士山世界遺産センター教授／德川記念財団特別研究員）

司会：宮城嶋遥加氏（俳優・静岡県舞台芸術センター(SPAC)所属）

【公開講座】
　富士山絵画から読みとく「べらぼう」の時代(定員30名、要事前申込)
  日時：令和７年10月19日(日)14:00～15:00
  会場：静岡県富士山世界遺産センター１階研修室
  講師：松島仁（富士山世界遺産センター教授／德川記念財団特別研究員）

【展示解説】
　担当研究員によるギャラリートーク（事前申込不要）

開催日時や詳細は、随時ホームページ等でお知らせいたします。

３　報道機関向け内覧会
　報道機関向けに、令和７年10月３日(金)10:30～内覧会を開催します（事前申込不要）。御都合つかない方は事前に御相談ください。
　当日、センター２階企画展示室前にお越しください。御入館の際に、受付スタッフに企画展内覧の旨、お申し出ください。

■静岡県富士山世界遺産センター公式ＨＰ

 
https://mtfuji-whc.jp

chirashi.pdfchirashi.pdf

https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2025/09/03

タイトル 稲　璃岬（空手）選手による知事表敬

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

日本空手協会静岡県本部の稲璃岬選手が、第67回内閣総理大臣杯全国空手道選手権大会の優勝報告のため知事を表敬訪問する。

１　日　時　　令和７年９月１０日（水）13時00分から13時20分まで

２　会　場　　県庁東館5階　知事室

３　訪問者　　稲(いな)　璃岬(りみ)　選手
　　　　　　  紅林(くればやし)　健吾(けんご)　日本空手協会静岡県本部長
　　　　　　  甲地(こうち)　邦宏(くにひろ)　日本空手協会静岡県本部事務局長
　　          稲(いな)　樹里(じゅり)　        日本空手協会静岡県本部理事
              鈴木(すずき)　澄美(すみよし)  　日本空手協会静岡県本部　会長
                                              静岡県議会議員

４　次　第　　(1) 訪問者の紹介
　　　　　　　(2) 優勝報告
　　　　　　　(3) 懇談
　　　　　　　(4) 記念撮影



提 供 日 2025/09/03

タイトル 消防職員初任教育初任科（第96期）実科査閲

担　　当 危機管理部 消防学校教務課

連 絡 先 山口　知宏

TEL 054-369-1190

                            消防職員初任教育初任科（第96期）実科査閲
                 ～全力で挑んだ教育訓練の成果を披露～

　本年４月に入校した138人の初任科第96期学生は、消防技術を錬磨し、体力・気力を錬成するため、連日の厳しい訓練に励んで
います。
　このたび、初任教育の集大成として、訓練成果を各消防本部の消防長に披露する「実科査閲」を以下のとおり実施します。

１　日時　
　　令和７年９月10日（水）午後１時から４時まで
　　（予備日:９月12日（金）同時刻）

２　場所　
　　静岡県消防学校　屋外訓練場（静岡市清水区谷津町１丁目577－１）　
                                                                                        
３　式次第
（１）開式
（２）国旗に対する敬礼
（３）消防殉職者に対する敬礼
（４）学校長挨拶
（５）静岡県危機管理監代理挨拶
（６）静岡県消防長会会長挨拶
（７）訓練礼式
（８）機器取扱訓練
（９）消防活動訓練
（10）消防活動応用訓練
（11）救助訓練
（12）一斉放水
（13）学校長講評
（14）閉式

４　取材について
　　取材を希望される場合は、９月８日（月）までに本校に御連絡願います。
   （中止・延期については、事前に御連絡いただいた方のみにお知らせします。）

５　問い合わせ先
　　静岡県消防学校教務課　山口・高村
　　電  話：054-369-1190
　　メール：fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp

　　　　　　 ＜消防活動訓練＞

               ＜一斉放水＞

mailto:fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp


　　　　　　　 ＜救助訓練＞



提 供 日 2025/09/03

タイトル 第176回ふじのくに防災学講座を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7101

           　　　　　　　　第176回ふじのくに防災学講座
　 　　　　想定される南海トラフ地震の津波シミュレーション

　静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。第176回の講座は下記のとおりです。多
くの方の聴講をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　 令和７年９月20日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
 　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３　 テーマ
　 想定される南海トラフ地震の津波シミュレーション 

４　講　師
 　東海大学 海洋研究所 特別研究員　原田 靖 氏

５　講演概要　　
　静岡県は現在、南海トラフ巨大地震の第4次被害想定ケース１、２、６、７、８、９と元禄型関東地震の浸水域を重ね合わせ、海岸、河川堤防が破壊される
という仮定で計算された静止画の浸水深マップを公開しています。この図では第１波、第２波等の時間変動が分からず最善の避難経路の選択に支障が
生じる可能性もあります。本講演ではより現実的な数値計算を実施し、その津波アニメーションを公開します。併せて1854年安政東海地震時の浸水域図
とその計算結果も比較します。

６　その他
　・対　 象　   どなたでも
　・受講料　   無料
　・開催方法  会場受講およびZoom配信

7　問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp
　　
　　　詳細は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰはこちら↓
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1077123.html

(過去の開催の様子)

　　

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1077123.html


提 供 日 2025/09/03

タイトル 【県内初開催】　しずぎん相談ラウンジで「わた
しの避難計画」作成講座を開催します！

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班

TEL 054-221-3596

【県内初開催】　しずぎん相談ラウンジで「わたしの避難計画」作成講座を開催します！

１　要旨
・多くの方に防災に関心をもっていただけるよう、楽しいイベントの中で、防災講座を開催します。
・今回は、しずぎん相談ラウンジで開催されるＳＢＳ学苑主催の「出張ワークショップ」に合わせて「わたしの避難計画」ブース
を出展し、来場者に「わたしの避難計画」を作成してもらいます。

　
２　開催概要
（１）日　時

令和７年９月13日（土）午前10時から午後３時　※参加無料・予約不要

（２）会　場
しずぎん相談ラウンジ東静岡（静岡県静岡市駿河区曲金６丁目８番５－１）

（３）出展者
　　　静岡県危機政策課

　　　
３　開催内容
・ブース来場者に、漫画（※別添チラシ）を用いて「わたしの避難計画」の必要性を理解してもらいます。
・その後、スマートフォン等で、県職員と一緒に「わたしの避難計画」を作成します。
・来場者には、玄関ドアや冷蔵庫に貼って、いつでも避難計画が確認できるよう、「わたひなマグネット」（限定400枚）をプレ
ゼント！

【参考】ＳＢＳ学苑出張ワークショップ
　　しずぎん相談ラウンジで毎月開催される、地域住民向けの「出張ワークショップ」で、９月13日（土）は、手形アートや肌ス
コープ診断を実施。
　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（わ
たひなマグネット）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　サイズ（縦７cm、横10cm）



提 供 日 2025/09/03

タイトル 上海のテレビ局が県内の中学校で上海文化セミ
ナーを開催

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 静岡県中国駐在員事務所

 地域外交課海外交流班

TEL 054-221-2572

上海のテレビ局が県内の中学校で上海文化セミナーを開催

１　要旨

中国最大級のメディアである上海メディアグループが、現地で日本の魅力を紹介する番組　『中日新視界』において、静岡県を紹介す

る特番（約30分）を制作します。この１コーナーとして静岡県内の中学生を対象に、上海文化セミナーを開催します。

２　開催者・番組概要

（１）上海メディアグループ（ＳＭＧ：上海文化広播影視集団有限公司）について

上海市を拠点とする中国最大級のメディアグループで、新聞、雑誌、インターネットメディア、音楽映像、出版、スポーツ事業等を運営

しています。

（２）中日新視界について　

内　　容　上海現地で日本の魅力を紹介する日本語番組

※本番組で静岡県を紹介する特番（約30分）を制作予定

視聴率　 平均15％（上海市人口2,480万人×15％＝372万人が視聴）

３　セミナー概要

日　時　2025年９月８日（月）

場　所　城南静岡中学校（静岡市駿河区南八幡町１番１号）

対　象　３年生１クラス（約15名）

内　容　13:00～13:10　歓迎挨拶（学生代表）、上海メディアグループ挨拶

13:10～１３:25　学生による歓迎パフォーマンス

　　　　　　　　　　　　（校内移動）

13:３５～１４:１５　上海文化セミナー

１４:１５～14:４５　中国伝統文化体験（中国結び）

14:４５～１５:00　記念撮影等

１５：００～１５:１５　図書室への書籍寄贈『魔都新発見（上海文化紹介）』

　　　　　　 ※10月下旬頃に放送予定の静岡特番で５分程度のコーナーとして放送

(お問い合わせ先)

・本事業に関すること

　静岡県地域外交課（青木）　電話054－221－2572

　静岡県上海事務所（石川）　携帯＋86－１５６－１８１６－7760（当日連絡先）

・取材先への車両乗り入れに関すること

城南静岡中学校　電話054－２８５－6156



提 供 日 2025/09/03

タイトル 静岡県台湾事務所、「世界で最も美しい湾クラ
ブ」の澎湖県で静岡観光セミナー開催　台湾離島
での開催は初

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、「世界で最も美しい湾クラブ」の澎湖県で
静岡観光セミナー開催　台湾離島での開催は初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、９月13日、澎湖県政府および西伊豆町と
合同で「静岡・澎湖旅行 文化交流会」と題した観光セミナーを行います。　　　　　　　　
・台湾の離島において当事務所が観光セミナーを開催するのは、今回が初となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜概要＞
日　時　2025年９月13日（土）14時～16時30分（受付：13時30分～14時）
会　場　澎湖生活博物館（澎湖県馬公市新生路327号）
主催者　澎湖県、静岡県台湾事務所、西伊豆町
参加者　澎湖県の行政、教育、経済関係者およびメディアなど　約100名
内　容　14時00分～　開会、各者代表挨拶（澎湖県政府、当事務所、西伊豆町）
           14時20分～　澎湖県の魅力紹介（澎湖県政府）
           14時50分～　静岡県（西伊豆含む）の魅力紹介（当事務所）
           16時00分～　参加者による交流会

＜開催の経緯＞
・澎湖県には台湾で唯一「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟している澎湖湾があるほか、
澎湖本島の東部にある奎壁山（けいへきざん）では、干潮時に陸地と島をつなぐ砂州が現れる「トンボロ現象」が見られます。
・静岡県は澎湖湾と同様「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟している駿河湾を有しており、かつ台湾に駐在員事務所を構えていることから、
澎湖県政府から当事務所に、静岡県と共に海洋文化や観光スポットを紹介するセミナーを行いたい旨の相談がありました。
・当事務所から、「トンボロ現象」が縁となって澎湖県との友好交流提携書に調印している西伊豆町に打診をしたところ、３者でのセミナー開催
が決定しました。

＜参考：澎湖県について＞
・台湾海峡に浮かぶ澎湖諸島に位置し、台湾本島から西約50kmの位置にあります。
・マリンレジャーが楽しめる繁忙期（４月～９月）と、強い季節風が吹く閑散期（10月～３月）にはっきりと分かれており、閑散期は島を離れて旅
行を楽しむ住人も多数います。

●本講座において、 メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします。
 セミナー 開催後 の 素材提供の御希望も承ります。
御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先を以下問合せ先までお知らせください。
　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2025/09/03

タイトル 次世代エアモビリティ(eVTOL)の社会実装に向けた
ヘリコプターによる外国人モニターツアーの実施

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-3679

次世代エアモビリティ(eVTOL)の社会実装に向けた

ヘリコプターによる外国人モニターツアーの実施について

　県では、次世代エアモビリティ（eVTOL）の社会実装を目指し、令和６年12月に策定したロードマップに基づく取組を進めてい
ます。

　このたび、事業者がサービス参入を検討する際の材料となる利用者のターゲット層や適正な利用料金などを探る需要調査の一環
として、ヘリコプターを活用した外国人モニターツアーを下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日時

　　令和７年９月６日（土）午前９時30分～午後４時45分

２　場所

　　清水港日の出ふ頭２号岸壁

３　遊覧ルート
　　清水港・三保・日本平周遊ルート（10分間）

４　搭乗者
　　外国人モニターほか（事前申込制・受付終了済み）

５　取材における注意点

　　○安全管理の観点から、取材を希望される方は、

　　　９月５日（金）午前10時までに以下連絡先まで御連絡ください。

　　○当日の取材可能時間は、午前９時30分～午後０時30分です（予定）。

　　○当日は、清水マリンターミナル内の受付にお越しください。　

　　○外国人モニターへの取材時に通訳はいません。

　　　あらかじめ御承知おきください。

　　○車でお越しの場合は、近隣の駐車場を御利用ください。

　　　（駐車スペースの用意はありません。）

＜連絡先＞

　　　企画部　デジタル戦略課（電話　054-221-3679）



提 供 日 2025/09/04

タイトル 【開催中止】裾野高校が、STACKING　BOX（スタッ
キング ボックス）で高さに挑みます！

担　　当 教育委員会 静岡県立裾野高等学校

連 絡 先 副校長　大石　友美

TEL 055-992-1125

裾野高校が、
STACKING BOX（スタッキング ボックス）で高さに挑みます！

～「発泡スチロール」の有用性についてニッチローさんと考えます～

裾野高校では、地球環境問題に対して「発泡スチロール」がどのように貢献しているかの知見を深めるため、発泡スチロール協会が催す 
STACKING　BOX（スタッキング ボックス） にチャレンジします！

当日は、日本を代表するニセモノアスリート（モノマネ芸人）かつ STACKING  BOX（スタッキング ボックス）の世界一を目指すニッチローさ
んが来校します。

※荒天が予想されるため、開催を中止します。（９月４日14：00変更）

１　日　時
　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午後 １ 時 から ３ 時20 分 まで　開催中止
　　

２　会　場
　　静岡県立裾野高等学校　体育館及び記念ホール
　　（裾野市佐野900-１）

３　内　容
　（１）STACKING　BOX（スタッキング ボックス）とは

　　　　　　　　　発泡スチロール業界では日常に行われている「高く積み上げる」技をエンターテイン
　　　　　　　　　メント性のあるゲームにしたものです。

  (２) ゲーム内容（HAKOZUMI　ハコヅミ）
　　　　　　　　　発泡スチロールの箱をどこまで高く積み上げられるかに挑戦し、積み上に成功した段
　　　　　　　　　数が記録となります。

４　参加者
　　本校１年生　114人
　　スペシャルゲスト　ニッチロー

５　その他
　　STACKING BOX公式ウェブサイト（主催：発泡スチロール協会）
　　https://www.stacking-box.com/
　　
６　問合せ先
　　静岡県立裾野高等学校
　　担当　副校長　大石　友美
　　電話　055-992-1125
　　メール　susono-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.stacking-box.com/
mailto:susono-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/04

タイトル 第75回 静岡県商業科実務競技会を開催します

担　　当 教育委員会 静岡県立島田商業高等学校

連 絡 先 教頭　菊地　博和

TEL 0547-37-4167

第75回　静岡県商業科実務競技会を開催します

島田商業高等学校で、商業分野の知識や技術を競う、第75回 静岡県商業科実務競技会(静岡県商業教育研究会主催)が開催されます。
県内18校から316人の生徒が参加予定で、珠算や電卓、ワープロ、情報処理など８種目で競います。
成績上位者は、11月に浜松で行われる東海大会に出場します。

１　日　時
　　令和７年９月６日（土）午前10時～午後０時20分
    　 ＊競技の前後に開会式、表彰式があります。 
　　

２　会　場
　　静岡県立島田商業高等学校（島田市祇園町8707番地）

３　内　容
　　9:30～10:00　 開会式（優勝旗返還等）
　 10:00～12:20　 珠算・電卓・簿記・英文ワープロ・ワープロ・情報処理Ａ・情報
                         処理Ｂ・商業デザインの８種目の競技
　 13:00～　　　　  各競技種目会場ごとの表彰式

４　参加者
　　県内18校、生徒316人

５　その他
　　競技中の取材については、一部制限があります。詳細は、担当までお問合わせくだ
  さい。

６　問合せ先
　　静岡県立島田商業高等学校
　　担当　教頭　菊地　博和　
　　電話番号　0547-37-4167
　　メール    shimada-ch@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:shimada-ch@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/04

タイトル 「高校生が地域のお年寄りに元気を届ける！」～
科学技術高校で敬老会を開催します～

担　　当 教育委員会 静岡県立科学技術高等学校　静岡県立

静岡高等学校 

連 絡 先 科学技術高等学校  副校長　田中　学

TEL 054-267-1100

  「高校生が地域のお年寄りに元気を届ける！」
　  ～科学技術高校で敬老会を開催します～

静岡市内の長沼５町敬老会と地域の県立高等学校がコラボして、敬老会を開催します。
地域の方に元気を届けられるように、吹奏楽部の演奏や応援指導部による演舞・エール、マンドリン部による演奏などが行われます。
会場の提供だけではなく、高校生と触れ合うことで、地域のお年寄りを元気づけるユニークな催しです！

１　日　時
　　令和７年９月７日（日）　午前10時から正午まで

２　会　場
　　静岡県立科学技術高等学校　（静岡市葵区長沼500-１）
　　
３　内　容
　　・静岡県立科学技術高等学校　吹奏楽部による演奏
　　・静岡県立科学技術高等学校　応援指導部による演舞・エール
　　・静岡県立静岡高等学校　マンドリン部による演奏　等

４　参加者　
　　長沼５町敬老会の皆様　約100人
　　静岡県立科学技術高等学校吹奏楽部、科学技術高校応援指導部
　　静岡県立静岡高等学校マンドリン部

５　問合せ先
　　静岡県立科学技術高等学校
　　担当　副校長　田中　学
　　電話番号　054-267-1100
　　メール　kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/04

タイトル 掛川工業高等学校「校章モニュメント」の設置

担　　当 教育委員会 静岡県立掛川工業高等学校

連 絡 先 教　頭　小林　礼治

TEL 0537-22-7255

掛川工業高等学校「校章モニュメント」の設置
出前授業で３Ｄプリンタを用いて制作した

モルタル製の「校章モニュメント」を設置します
　

株式会社若杉組が、本校の「校章モニュメント」を制作してくださいました。多くの来校者の方に目にしていただくために、本校の正門付近
に設置することになりました。

なおこのモニュメントは、今年６月に行われた、建設分野における最新の技術や機器を体験する出前授業の中で制作されたものです。

１　日　時
　　令和７年９月11日（木）午後２時25分から２時50分

２　会　場
　　掛川工業高等学校　正門周辺（掛川市葵町15-１）

３　内　容
(１)設置
(２)記念撮影

４　参加者
（１）株式会社若杉組
（２）掛川工業高等学校　（校長、副校長、教頭、事務長、建築設備工学科長、
　　 建築設備工学科職員６人、建築設備工学科２年40人）

５　出前授業について
　　未来の建設業界を担う若い世代に対し、最先端の技術に触れる機会を提供し、実践的な知識と技能の習得を促進することを目的とし、株
式会社若杉組の協力を得て６月19日に実施しました。当日は建築設備工学科の２年生が参加しました。「3Dプリンタ」「測量」「ドローン」を
テーマに、それぞれの役割や仕組みについて詳しい解説がありました。「3Dプリンタ」の実習の中で、今回設置する「校章モニュメント」が制作
されました。

６　その他
　　掛川工業高校公式 　Instagram

　　

７　お問合せ先
　　静岡県立掛川工業高等学校
　　教　頭　小林　礼治
　　建築設備工学科長　新野　弥
　　電話番号　0537-22-7255

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/09/04

タイトル ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：
沼津特別支援学校愛鷹分校）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

　ドリーム・プロジェクトを実施します（沼津特別支援学校愛鷹分校）

＜愛鷹分校の企画＞

　〇場所：餃子の一番亭　沼津東名インター店（沼津市岡宮1246-19）

　〇日時：令和７年９月11日（木）午前９時00分〜12時30分

　〇内容：プロの指導を受け、オリジナルのカップラーメン作りを通じて、カップラーメンの構造理解や調理の楽しさを知る。10月の学校見学会で参加中
学生に配付する。

＜ドリーム・プロジェクトとは＞

（趣旨）

変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダー

シップを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。

（対象）

原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒

（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営

・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

＜参考：ドリーム・プロジェクト2025　企画一覧（13校13企画）＞
番号 学校名 開催日 タイトル 内容 概要

1 沼津商業高校  9/3～9/24(事前学
習)

　R8/1/23(金)(発表)

10年後も社会にとって必要とされる沼津商業
高校に向けて～東部唯一の単独商業高校と
して、静岡県の商業教育の拠点を担う唯一無
二の学校へ～

イベント 高校生による中学生への出前授業を通じて、高校の魅力を発信し、
10年後の沼津商業高校の発展につなげる。

2 沼津特別支援学校
愛鷹分校

9/11日(木)
10月(作品配付)

世界にひとつだけのカップラーメンを作ろう！ 体験活動 オリジナルのカップラーメン作りを通して、カップラーメンの構造理解や
調理の楽しさを生徒に知ってもらう。

3 天竜高校 9/23(火・祝)
※8/5(火)交流会

こどもと描く未来の街
～キッズ建築プロジェクト in クローバー通
り～

イベント 建築に興味がある小中学生からアイデアを募り、天竜区役所等と協力
し、天竜地区の活性化につなげる。

4 科学技術高校 10/1(水) 放課後ラグビー10周年記念
～リーチ・マイケル氏・佐藤幹夫氏から目標
設定と努力の大切さについて学ぶ～

講演会 ラグビー日本代表主将のリーチ・マイケル氏を招き、講演と実演を通じ
て努力を続ける大切さなどを学ぶ。

5 静岡農業高校 10/4(土) 可能性は ∞ 竹バイオエタノール作り イベント 地域住民などに、放任竹からバイオエタノールを作り、ガソリンの代替
品として活用できることを実演する。

6 御殿場高校 10/25(土)
11/29(土)
12/20(土)

ＳＤＧｓ～ビジネスを身近に感じてみよう～
（Ｓ：商業を　Ｄ：大好きになろう　Ｇ：御殿場　
ｓ：strategy　作戦）

イベント 商業にまつわるイベントを開催し、ビジネス体験をテーマとしたＳＤＧｓ
に貢献できる機会を作る。

7 裾野高校 11/1(土)
11/24(月・祝)

静岡県スポーツ～知る・見る・学ぶ・体験す
る～
地元スポーツを応援しよう！

イベント 県内のプロスポーツチームを招き、静岡県のスポーツの認知度を上
げ、スポーツを通して静岡県を盛り上げる。

8 ふじのくに国際高校 11/3(月・祝) Always Creative Tale 
～若者の個性を活かす演劇～

イベント 著名な俳優を招き、演劇を創作して披露する。また参加者とトークセッ
ションを行い、地域貢献の機会を創出する。

9 焼津水産高校 11/22(土) i see tail を広めよう！ イベント マグロの尻尾は食材として潜在価値が高いため、マグロの尻尾を新た
に商品化し、焼津の地場産業を盛り上げる。

10 静岡商業高校 11/24(月・祝) 静商絆フェス～静岡ってこんなに素晴らし
い！～

イベント 高校生によるサッカーや野球などの各大会の開催や、体操教室の実
施を通じてスポーツの素晴らしさを伝える。

11 清水南高校 12/6(土) 静岡でHYGEEを知ろう！
身近なところで幸せを感じてみませんか。

イベント デンマーク語の「HYGEE（時間の過ごし方）」に触れ、日本人に合う居心
地の良い時間や幸せな人生について考える。

12 湖西高校 12月中旬以降
完成予定

湖西市の魅力あるヒト・モノ・コト・バショ その他 湖西市の魅力を取材してまとめたものを一冊の本に仕上げて、市内外
の関係各所や市内小中学校に配布する。

13 沼津東高校 12/27(土)
11月～1月
（2回実施）

地域と中高生をつなぐ芸術
～感動と舞台をみんなに～

イベント 介護施設の入居者向けの音楽会やレクリエーション、未就学児や低学
年児童向けの様々な楽器の音楽会を開催する。

＜問い合わせ先＞　沼津特別支援学校愛鷹分校（055-943-5177）までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2025/09/04

タイトル 【変更】令和７年度静岡県庁仕事スタディツアー
[専門・技術職員と行く現場見学]申込受付中！
～１８職種(心理、児童福祉、建築、薬剤師等)の
ツアー参加募集～

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

令和７年度静岡県庁仕事スタディツアー

[専門・技術職員と行く現場見学]開催決定！
～１８職種(心理、児童福祉、建築、薬剤師等)のツアー参加募集～

※9/5（金）開催予定のスタディツアー現場見学編（農業土木）　は、台風による荒天が予想されており、交通機関の運休や緊急公務対応など
の可能性があるため、開催を延期します。（延期日程は調整中）（９月４日14時変更）

１ 概要
　　　県の専門・技術職員の仕事に興味のある大学生及び大学院生等を対象に、
　　　実際に働く現場を見ることで県の仕事の魅力ややりがいを伝える現場見学
      ツアーを実施する。

２ 対象
　　県の専門・技術職員の仕事に興味のある学生等
　
３ 開催予定職種
＜８月下旬～10月上旬開催＞　
 ※ 申込期間 　 ７ 月10 日( 木) ～ 開始

保健師、土木（１回目）、 農業土木、職業訓練指導員（１回目）、林業、
建築、心理・児童福祉（１回目）

＜10月下旬～11月中旬開催＞　
 ※ 申込期間 　 ８ 月 １ 日( 金) ～ 開始

　工業・研究＊（１・２回目）、獣医師、電気・機械、土木（２回目）、
  薬剤師、心理・児童福祉（２回目）、職業訓練指導員（２回目）、水産

＊「工業・研究」の対象職種　
　：工業化学、機械（研究）、電気（研究）、工業デザイン、金属材料

４ 参加受付　
　　参加申込は、各職種の申込期間に、ふじのくに電子申請サービスで受付予定。
　　（申込者多数の場合は抽選とする。）

５ 開催日程
　　令和７年８月～11月開催予定（別添一覧表のとおり）

６　申込方法等
　ふじのくに電子申請サービス（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/）
　から申し込む（各ツアーごと申込受付期間は異なる）。

７　その他
・各ツアーの詳細内容は、静岡県職員採用情報のホームページに掲載されている　　
「説明会情報」を御確認ください。

　　▼https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/index.html
　

　　

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/index.html


提 供 日 2025/09/04

タイトル 静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型
構造物）改定委員会の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 橋梁班

TEL 054-221-3011

　 静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造物）改定委員会の開催

　静岡県では、インフラメンテナンスの更なる効率化・高度化を推進するため、橋梁及び大型構造物の長寿命化計画の改定作業を
進めており、静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造物）改定委員会（第２回）を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１ 開催日時　
　　令和７年９月８日（月）　14：30～17：00

２ 開催場所
　　静岡県庁別館７階第４会議室

３ 議事事項
　　（１）　現行計画の評価
　　（２）　点検（修繕）結果の考察
　　（３）　予防保全型管理の深化
　
４ 委員会メンバー
　　学識委員
　　　委員長　名古屋大学大学院　工学研究科　土木工学専攻
　　　　　　　教授　舘石　和雄
　　　委員　　山梨大学大学院　総合研究部　工学域　土木環境工学系
　　　　　　　教授　斉藤　成彦
　　　　　　　横浜国立大学大学院　都市イノベーション研究院
　　　　　　　教授　藤山　知加子
　　　　　　　一般社団法人日本建設機械施工協会　施工技術総合研究所
　　　　　　　部長　小野　秀一

５ 傍聴について
　　（１）　委員会の傍聴を希望される方は、開催時刻までに開催場所に
　　　　　　お越しください。
　　（２）　受付後は、事務局の指示により着席してください。
　　（３）　委員会は公開ですが、委員会での撮影は、開会から委員長
　　　　　　挨拶が終了するまでの間（約10分）となります。それ以降
　　　　　　の撮影は御遠慮ください。
　　　　　（その後はペン取材のみとなります。）

６ 参考
　　本計画の改定は2026年３月を予定しています。



提 供 日 2025/09/04

タイトル 地元企業の魅力を発見！工科短大で就職ガイダン
ス「企業研究」を開催！！

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス教務課

TEL 054-345-2033

地元企業の魅力を発見！工科短大で就職ガイダンス「企業研究」を開催！！

１　概　要
　静岡県立工科短期大学校静岡キャンパスでは、学生の円滑な就職活動を支援するため、就職ガイダンス「企業研究」を開催しま
す。
　本ガイダンスは、学生が企業を知る第一歩であり、日頃から学生の福利厚生等を支援していただいている「協力会」の会員企業
と直接、意見交換・情報交換することで、就職に対する理解・認識を深めることを目的としています。

２　日　時
　　令和７年９月11日（木）　13時10分～16時10分

３　場　所
　　静岡県立工科短期大学校静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

４　対　象
　　１年生　46名（機械・制御技術科16名、電気技術科19名、建築設備科11名）

５　内　容
　　・各科１～３名のチームの学生が各企業のブースに行き、採用担当者と意見交
　　　換・情報交換を行う。
　　・１社あたり20分とし、７社を回る。
　　・企業は32社が参加予定。

６　協力会について
  (1) 目　的
　  県立工科短期大学校の業務に協力し、校の円滑な運営と発展を図るとともに、ものづくり人材の育成、労働力の確保、地域
産業基盤の発展を目的とする。

(2) 会　員
　  令和７年８月末現在会員数：82企業・団体
   
(3) 活動概要

　    会員からの会費により、学修奨励金の支給や企業実習参加への支援、学生の福利厚生に資する物品の購入等、本校学生に対
する様々な支援を実施している。



提 供 日 2025/09/04

タイトル 【中止】森林・林業を支える新技術を紹介
～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-3618

森林・林業を支える新技術を紹介

～令和７年度静岡県森林・林業技術研究発表会～

※台風接近に伴い、中止します。
　今後の対応については改めてお知らせします。（9月4日（木）14：00変更）

県内の森林・林業関係者が、日頃の取組の成果を発表し、森林との共生に向けた技術の向上を図る「静岡県森林・林業技術研究発
表会」を開催します。森林の未来を支える技術や知見に触れる機会として、多くの方々のご参加をお待ちしています。

１　日　時　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ）　 ９ 時20 分 （ ９ 時受付開始 ）～16 時30 分　中止

２　場　所　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」６・７階大ホール

　　　　　　 （静岡市駿河区馬渕１丁目17－１）

３　内　容
部門 発表件数 概要
発表 11 森林・林業部門(６件)、治山・林道部門（５件）の計11件

・志太榛原農林管内における「森の力」の回復状況についての一考察
・治山事業における大型ドローンを活用した資材運搬の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

報告 ５ ・静岡県東部地域デジタル林業推進コンソーシアムにおける取組
・オーストリアの林業についての研修報告　ほか３件

※プログラム・発表概要等は、添付資料を御確認ください。

４　主　催　　静岡県　

５　後　援　　公益社団法人静岡県山林協会、静岡県森林土木建設協議会
　　
６　参加者　　森林・林業関係者、建設業者など約200人

７　参加費　　無料

８　その他　　事前申込みは不要です。直接会場へお越しください。
　　　　　　
９　事務局　　静岡県経済産業部森林・林業局林業振興課　
　　　　　　　林業振興班（担当：原）



提 供 日 2025/09/04

タイトル 世界小児がん啓発キャンペーン月間

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-2921

世界小児がん啓発キャンペーン⽉間
〜９⽉の夜空をゴールドに〜

１　概要
・９⽉は「世界小児がん啓発キャンペーン⽉間」です。
・小児がんへの理解、支援を呼びかけるキャンペーンが展開されます。
・本キャンペーンに合わせ、県内施設においてゴールドのライトアップが実施されます。
・この機会に小児がん患者とその家族のことを知り、支援について考えてみませんか。

２　主催等
　　主催︓日本小児がん研究グループ
　　　　　　（県内ライトアップについては、構成員である県⽴こども病院が実施）
　　共催︓一般社団法⼈旭くん光のプロジェクト、特定⾮営利活動法⼈ぷくぷくばるーん

３　ライトアップ予定施設
施設 日程

１ 韮山反射炉
（伊⾖の国市） 9/10（⽔）〜9/17（⽔）

２ 富士山世界遺産センター
（富士宮市） 9/6（土）

３
富士川サービスエリア
⼤観覧⾞フジスカイビュー
（富士市）

9/1（⽉）〜9/30（⽕）
※9/23〜9/25を除く

４
静岡市役所静岡庁舎本館
あおい塔
（静岡市葵区）

9/1（⽉）〜22日（⽉）
※9/4〜9/10を除く

５ 静岡県⽴こども病院
（静岡市葵区） 9/1（⽉）〜9/30（⽕）

４　「世界小児がん啓発キャンペーン」
・「国際小児がん学会」が全世界で推進し、日本は2021年から参加
・毎年9⽉に小児がんについての理解や支援を呼び掛けるため、世界各地の名所やシンボルをゴールドにライトアップするほか、ゴールドのリボンを

掲げる

（参考）「世界小児がん啓発キャンペーン」ウェブページ（日本小児がん研究グループ）
　　https://www.g-gsc.com/

https://www.g-gsc.com/


提 供 日 2025/09/04

タイトル 県内最高齢者のご逝去について

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

 県内最高齢者 のご 逝去 について

（要　旨）
　
　県内最高齢者の遠藤　ひで（えんどう　ひで）さんが、令和７年９月１日（月）に逝去されました。

１　遠藤　ひでさんについて
　
　【生年月日】非公表　（112歳　女性）

　【住　　所】静岡市清水区

　　【死亡年月日】令和７年９月１日（月）

   ・令和７年５月21日に、それまで県内最高齢者であった 井　ます（うすい　ます　114歳
　　　女性）さん（小山町）が、お亡くなりになって以来、県内最高齢者であった。
   

 ２　新たな県内最高齢者について
　　
  　 新たな県内最高齢者は以下のとおりで、氏名等の公表については、御家族の了解を得ている。
　　なお、御家族への取材は御遠慮いただきたい意向。

【氏　　名】森谷　よし（もりや　よし）さん

【生年月日】大正２年３月18日　(112歳　女性)

【住　　所】伊豆市

（参　考）県内男性の最高齢者
　 
   【氏　　名】水野　清隆（みずの　きよたか）さん
 　
   【生年月日】大正３年３月14日（111歳）
 
 　【住　　所】磐田市



提 供 日 2025/09/04

タイトル ～令和７年は終戦80周年　戦争の記憶と記録を次
世代へ～御自身の体験や地域に残る戦争の記憶を
語ります

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 援護恩給班

TEL 054-221-2318

～令和７年は終戦80周年　 戦争の記憶と記録を次世代へ～

御自身の体験や地域に残る戦争の記憶を語ります

終戦80周年を迎える本年、戦争の記憶と記録及び平和の尊さを次世代に継承するため、県では、戦没者遺族などの戦争を体
験された方が自身の体験や平和への思いなどを語る姿、そして地域の方が地域の慰霊碑や戦跡地について語る姿を撮影し、
戦争体験を次世代に継承するための動画を作成します。

第４回及び第５回の撮影を、以下のとおり行います。

《第４回》

１　 日時：令和７年９月８日(月曜日)午前９時30分から午後４時

２　 撮影対象（※午後の２箇所の撮影開始時刻は、前後する場合があります。）

予定時刻 撮影対象 場所 説明者

午前９時30分から 忠魂碑
島田市川根５４９

天王山公園内
島田市川根遺族会会長

午後１時から
菊川市在住遺族
横穴式防空壕

菊川市加茂・平尾 菊川市遺族会会長

午後３時から 陸軍遠江射場観的所 御前崎市池新田 ふるさとの自然をまもり隊代表

《第５回》

１　 日時：令和７年９月１２日(金曜日)午前９時30分から午後５時

２　 撮影対象（※午後３箇所の撮影開始時刻は、前後する場合があります。）

予定時刻 撮影対象 場所 説明者

午前９時３０分から
浜松市在住

遺族２人
浜松市在住

遺族２人

午前１１時から
慰霊碑・戦跡地

説明収録

浜松復興記念館
浜松市中央区利町304-2

午後１時３０分から 掩体壕 浜松市中央区豊岡町４４１

午後３時から 陸軍墓地跡
住吉墓苑平和祈念公園内

浜松市中央区住吉４-23-23

午後４時から
昭和天皇閲兵の

碑
和地山公園内

浜松市中央区和地山３-１０-1

浜松市遺族会
会長・副会長

○当日の連絡先：県地域福祉課（電話：０５４－２２１－２３１８）

○留意事項

・撮影時間は、１人当たり40～50分程度を予定しております。

・県による撮影時間中のマスコミの撮影は可能ですが、カメラのシャッター音やスタッフの話し声など、音の出る行為は撮影の妨
げとなりますので御遠慮ください。

・各撮影対象者に対するマスコミの取材は、それぞれの撮影終了後30分以内でお願いします。

○その他

・作成した動画は、県ホームページで順次公開する予定です。

・今後の撮影は、１０月２日及び９日を予定しています。（戦争体験者４人、県内の慰霊碑１箇所及び戦争遺構１箇所の撮影
を予定、別途記者提供予定）



提 供 日 2025/09/04

タイトル 【変更】地震による住宅の倒壊から身を守る「防
災ベッド」を展示します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

※開催始期の変更等をお知らせします。（９月９日（火）14：00変更）

※台風15号による荒天予報のため、9/5(金)は「防災ベッド」の展示を取り止めます。
　開催始期等については別途お知らせします。（９月４日（木）14：00変更）

地震による住宅の倒壊から身を守る「防災ベッド」を展示します！

１　概　要
　県では、費用面等の理由により耐震化に踏み出せない世帯に対して、地震により住宅が倒壊しても
命を守ることのできる「減災化」の取組として、「防災ベッド」等の設置を呼び掛けています。
　このたび、県内４か所で、市町のイベントに合わせ「防災ベッド」を展示します。

２　日程等

No 期間 会場 参考（イベント名等）

１
9/5( 金)

 延期 （ 日程 は 調整中 ）

9/10(水)～9/23(火)

川根本町文化会館
(川根本町東藤川909-1)

合併20周年記念式典
文化団体発表会

２ 10/15(水)～10/19(日) 下田市民文化会館
(下田市四丁目1-2)

下田市ふれあい広場

３ 11/25(火)～12/2(火) 菊川市役所１階ロビー
(菊川市堀之内61)

地域防災訓練に伴う
防災資機材等の展示会

４ 12月頃 県東部の市町 （調整中）

３　防災ベッドとは
・地震による住宅の倒壊から身を守り、安心して就寝していただくため、ベッドにフレーム等を設置するものです。

４　展示する防災ベッド
・ニッケン鋼業　ベッド型シェルター『防災ベッド』

５　その他
・取材を希望される場合は、前日までに標記担当に御連絡ください。

　 ・ ９ 月 ５ 日 は 、 14：30 ～ 15：30 に 現地 にて 当課職員 が 取材対応 いたします 。



提 供 日 2025/09/04

タイトル 性暴力被害者支援センターＳＯＲＡ「公開講座」
の開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

　　　　　　性暴力の被害に遭われた方への支援について理解を深める

　　　　性暴力被害者支援センターSORA　公開講座を開催します

　県では、性暴力被害者支援センターＳＯＲＡ（そら）を運営し、性暴力の被害に遭わ
れた方への支援を行っています。
　より多くの方に、性暴力及びその被害者への支援について理解を深めていただ
くため、公開講座を開催します。

１　日　時
　　令和7年９月10日（水）　１３：３０～１６：１５（13：00開場）
　　※後日、WEB配信も行います（申込者限定配信）。

２　場　所
札の辻クロスホール
（所在地：静岡市葵区呉服町１丁目３０　札の辻クロス６階）

３　内　容
（１）講演　　１３：３５～１５：０５

　　佐藤　陽子氏（成蹊大学　法学部　教授）

　　『2023年の刑法改正で性犯罪規定はどう変わったか』

　　　～不同意の意味と未成年者保護の強化について～

（２）講演　　１５：１５～１６：００

　　宇田　公美子氏（NPO法人リプロダクティブヘルス研究会　代表）

　　『あなたにとってのリプロダクティブ・ヘルス/ライツ』

　

（３）くらし交通安全課行政説明　１６：００～１６：１０

　　　「静岡県性暴力被害者支援センターＳＯＲＡについて」

４  出席者

　  支援団体、学校関係者、福祉関係者、行政関係者、警察　等

５  取材に際してのお願い

　  会場内の撮影の際、参加者の個人が特定できる顔等の撮影はしないでください。

　  講師及び会場後方からの撮影は可能です。



提 供 日 2025/09/04

タイトル 交通安全功労者表彰(内閣府特命担当大臣表彰)の
受賞者決定！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

※内閣府でも、本件を含めた全体表彰の決定について、上記解禁日時同様に記者提供しております。
　　１　交通安全功労者表彰

　　交通安全思想の普及又は交通安全の確保に顕著な功績があった個人・団体に対して授与される
　交通安全功労者表彰(内閣府特命担当大臣(交通対策本部長)表彰)において、
　個人の部で「栗原薫氏（三島市）」、団体の部で「御殿場市交通指導員会」の受賞が決定した。

２　受賞者・団体の概要

　　　

　３　表彰式
　(1)　日時：令和７年９月11日（木）午後３時30分から午後４時まで
　(2)　会場：中央合同庁舎８号館　１階　講堂（東京都千代田区永田町１－６－１）

　４　過去の県内受賞状況
受　賞　者

年度

安全功労者
表彰

（内閣総理大
臣）

交通安全
功労者表彰

（特命担当大
臣）

個　人 団　体

令和３ － ○ 河村 禎二 （吉田町） －

令和４ － ○ 木下 廣行 （長泉町） 函南町交通指導員会

○ － － 湖西市交通指導隊
令和５

－ ○ 曳地 千賀良（函南町） 下田市交通指導員協
議会

令和６ － ○ 杉山 章夫 （御殿場市） －



提 供 日 2025/09/04

タイトル 第73回静岡県統計グラフコンクール審査会を実施
します！

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2298

　　第73回静岡県統計グラフコンクール
　　　　　審査会を実施します!
　
　小・中学生などが、夏休みの自由研究として自分で調べた統計データをグラフに
表現する『統計グラフコンクール』の審査会を９月11日（木）に開催します。
　応募のあった作品の中から、県知事賞や奨励賞などの優秀作品を部門ごと
に選考します。
　なお、入賞者は、令和８年２月５日（木）に「県男女共同参画センターあざれ
あ」（静岡市駿河区馬渕）において開催する、静岡県統計功労者表彰式にて表彰
します。

１　審査会
（1）日　　　時　令和７年９月11日（木）
　　　第１次審査　午前10時～12時　　　部門ごとに入賞作品（約90点）を選考。
　　　第２次審査　午後１時30分～３時　部門ごとに入賞作品の中から県知事賞や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奨励賞などの優秀作品（36点）程度を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選考。
（2）会場
　　　　県教育会館（すんぷらーざ）４階大会議室（静岡市葵区駿府町１－12）
（3）部門
　　　第１部（小学校１～２年生）
　　　第２部（小学校３～４年生）
　　　第３部（小学校５～６年生）
　　　第４部（中学生の手描きの部）
　　　第５部（小中学生のＰＣの部）
　　　第６部（高校生以上の手描き・ＰＣの部）
（4）優秀作品
　　　　特別賞（県知事賞、県教育委員会教育長賞、県統計協会会長賞、
　　　　　　　　県教育研究会会長賞、県教育会館理事長賞）
　　　　　　　　各賞とも各部１点以内
　　　　奨励賞（杏林堂薬局賞、コサウェル賞、静岡教育出版社賞、
　　　　　　　　タキスポーツショップ賞、タリーズコーヒー富士市中央公園
　　　　　　　　店賞、フューチャーイン賞）各部から概ね１点
（5）審査員
　　　　審査員長　小泉　憲明（県教育研究会美術教育研究部長）
　　　　審 査 員　小中学校教諭、静岡県統計活用課職員等　統計教育関係者　19人

２　主催
　　　静岡県、静岡県統計協会、静岡県教育研究会

３　後援
　　　静岡県教育委員会、一般財団法人静岡県教育会館、
　　　公益財団法人統計情報研究開発センター、静岡県私学協会
　　　静岡第一テレビ、中日新聞東海本社、テレビ静岡
        
４　協賛
　　　株式会社杏林堂薬局、株式会社コサウェル
　　　株式会社静岡教育出版社、タキスポーツショップ　　
　　　タリーズコーヒー富士市中央公園店、株式会社フューチャーイン



提 供 日 2025/09/04

タイトル 第９回中央日本四県サミットを長野県で開催しま
す

担　　当 企画部 知事政策課

連 絡 先 知事政策班

TEL 054-221-3769

第９回中央日本四県サミットを長野県で開催します
静岡県知事が出席します

（要旨）
　静岡県、新潟県、山梨県、長野県の四県の知事が、直面している地域課題等にか
かる情報共有や事業連携について意見交換を行うため、サミットを開催します。

（内容）
１　日　時
　　令和７年９月11日（木）13時15分から16時50分まで

２　会　場
　　現地視察：LAKEHOOD OKAYA（長野県岡谷市湊1-5933-7）
　　　　　　　諏訪市原田泰治美術館（長野県諏訪市渋崎1792-375）
　　知事会議：ホテル鷺乃湯（長野県諏訪市湖岸通3-2-14）

３　日　程
　　13:15～13:40　現地視察（LAKEHOOD OKAYA）
　　13:55～14:40　現地視察（諏訪市原田泰治美術館）
　　15:00～16:30　知事会議
　　16:30～16:50　記者会見・記念撮影

４　出席者
　　静岡県知事、新潟県知事、山梨県知事、長野県知事

５　主な議題
　　「アウトドアを活かした観光推進」

６　取材について
　　　取材を希望される場合は、別紙１「取材要領」をご確認の上、９月９日
    （火）までに、以下の取材申込フォームからお申し込みください。

　　【取材申込フォーム】
      https://forms.office.com/r/16ncbBNFhF?origin=lprLink

【取材問合先】
　長野県企画振興部総合政策課　小口、竹内
　　メールアドレス：chijikai@pref.nagano.lg.jp
　　TEL：026-235-7018 FAX：026-235-7471

https://forms.office.com/r/16ncbBNFhF?origin=lprLink
mailto:chijikai@pref.nagano.lg.jp


提 供 日 2025/09/05

タイトル 【開催延期】第73回 静岡県西部高等学校定時制通
信制生徒生活体験発表大会の開催

担　　当 教育委員会 静岡県立浜松工業高等学校

連 絡 先 定時制教頭　鮎京　正憲

TEL 053-401-0221

第73回 静岡県西部高等学校定時制通信制

生徒生活体験発表大会の開催

※荒天のため開催日を変更します。（９月５日15時変更）

西部地区高等学校定時制通信制課程に学ぶ生徒が日常の生活の中で体験したことをもとに、自分自身の成長や今後の抱負などを熱く語
る発表会です。

上位入賞者５名は、10月５日（日）アイセル21で開催される県大会に出場します。

１　日　時
　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午後 ６ 時 から 午後 ８ 時45 分 まで　※開催延期

　　令和７年９月８日（月）午後６時から午後８時45分まで

２　会　場
　　浜松工業高等学校　生活館（浜松市中央区初生町1150）

３　発表者等
　　【発表者】西部地区定時制通信制高等学校６校の代表者13名
　　【参加者】発表する高校の教員、発表者の応援者、浜松工業高校定時制の生徒

４　お問合せ先
　　静岡県立浜松工業高等学校定時制
　　担　当　教頭　　鮎京　正憲
　　電　話　053-401-0221
　　メール　hamamatsu-th@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:hamamatsu-th@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/05

タイトル 「おためし地域留学」による地域体験留学を開催
－全国から希望した５人の中学生が土肥留学を体
験します－

担　　当 教育委員会 静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校

連 絡 先 副校長　佐々木　亮

TEL 0558-98-0211

「おためし地域留学」による地域体験留学を開催　
－全国から希望した５人の中学生が土肥留学を体験します－

”日本一の夕日”に包まれながら海と山の暮らしを体験

伊豆市の土肥分校を舞台に、１泊２日の「おためし地域留学」が開催されます。対象は全国から参加を希望する５人の中学２、３年生で
す。土肥分校オープンキャンパスの参加、土肥分校生と交流、宿泊体験、釣り体験、まち歩きワークショップ等を通じて、自然と人のつなが
りを肌で感じることができるプログラムになっています。

地域での学びと出会いを気軽に体験できる絶好の機会です。「地域でゆっくり学んでみたい」そんな中学生の思いに応える、新たな一歩
がここにあります。

１　日　時
　　 令和７年９月13日（土） 11:00　～　14日（日）15:00 （１泊２日）
                                   
２　会　場（場　所）

　　 13日（土）　静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校（伊豆市土肥870-１）
                     伊豆の温泉宿　土肥ペンション（伊豆市小土肥1613）
　　 14日（日）　フィッシングパークＴＯＩ(伊豆市八木沢47)他

３　内  容 
　　　　　 一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム　主催の

「静岡県伊豆市　土肥　おためし地域留学」による中学生５人の体験留学

４　参加者
　　全国から参加を希望する中学２、３年生　５人
　　一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム　職員
　　伊豆市地域づくり課　職員、土肥ペンション経営者
　　土肥分校　生徒、職員　20人程度

５　その他
　　「静岡県伊豆市　土肥　おためし地域留学」
　　https://otameshi-202509-toi.peatix.com/
　　　
　　　「おためし地域留学体験」とは、日本全国150以上の高校と連携しながら地域の枠を超えて学校生活を送ることができる「地域みらい留

学」をプチ体験できるプログラムです。
　　　土肥分校は、伊豆市と協働して「地域・教育魅力化プラットフォーム」に参画しており、生徒の全国募集活動を行っています。現在、県外

中学校の出身者は４人在籍し、どの生徒も自然豊かな土肥地区で充実した学校生活を送っています。

６　問合せ先
　　静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校 
　　担当　副校長　佐々木　亮
　　電話番号 0558-98-0211 　
　　メール　toi-b@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://otameshi-202509-toi.peatix.com/
mailto:toi-b@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/05

タイトル 静岡県立工科短期大学校令和７年度オープンキャ
ンパス

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先

TEL 054-345-2032,055-925-1073

静岡県立工科短期大学校
令和７年度オープンキャンパスを開催します！

　
　本校は、「現場に立って、自ら考え、行動できる人材を育成」を基本理念と
し、高度なものづくり人材を育成しています。
　オープンキャンパスでは、各キャンパスの施設見学や授業の体験ができます。
　今月は、下記のとおり実施を予定しています。

１　開催会場・日時
【静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）】令和７年９月13日（土）10時～
【沼津キャンパス（沼津市大岡4044-24）】令和７年９月20日（土）10時～
　　※所要時間：２時間程度

２　対象者
　　本校の見学を希望される方、進学検討をされている方及びその保護者

３　内容
　　学校紹介、キャンパスツアー、授業内容紹介・実演、入試案内、進路や進学に
　関しての個別相談

４　申込方法
　　パソコン・スマートフォンから本校Ｗｅｂサイトにアクセスし申し込み
　　申込ページ　https://scot.ac.jp/opencampus/

５　問合せ先
　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）
　　沼津キャンパス教務課（055-925-1073）

６　今後の予定
静岡キャンパス 沼津キャンパス

令和７年11月８日（土）10時～ 令和７年11月15日（土）10時～
令和８年１月31日（土）10時～ 令和８年１月24日（土）10時～日

時 令和８年３月14日（土）10時～ 令和８年３月18日（水）10時～

【参考】静岡県立工科短期大学校の概要
　グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校・沼津技術専門校の教育内
容を高度化し、令和３年４月に新たに開校しました。
　静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科

https://scot.ac.jp/opencampus/


提 供 日 2025/09/05

タイトル 令和７年度森林・林業先端技術セミナーを開催～
ドローンや獣害対策などの先端技術を有する19社
が出展～

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画班

TEL 054-221-2613

令和７年度森林・林業先端技術セミナーを開催
～ドローンや獣害対策などの先端技術を有する19社が出展～

　県では、森林の公益的機能の発揮や林業・木材産業によるグリーン成長の実現、新たな産業の創出を図るため、森林・林業分野
のイノベーションを進めています。
　今回はその一環として、林業関係者の関心が高いドローンや獣害対策などの先端技術に関するセミナーを開催します。
　今年度は、次代の森林・林業を担う学生の皆さんも参加しやすいように、初めて県立農林環境専門職大学で開催します。

１　開催日時　令和７年９月９日（火）10:00～15：30

２　会　  場  県立農林環境専門職大学（磐田市富丘678-1）
 
３　出展企業  19社（添付の出展者リストを御参照ください。）

４　対　  象  県内林業事業体、森林所有者、国・県・市町職員、大学生等

５　そ の 他　・参加費は無料です。
　　　　　　　・静岡県ＨＰにも案内を掲載しています。　

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/shinrinkeikaku/1003268/1047016/1075892.html

（参考）昨年度の開催状況

　 　
 技術プレゼンテーション　　　 　 屋外実演　　　　　  　　屋内展示

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/shinrinkeikaku/1003268/1047016/1075892.html


提 供 日 2025/09/05

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（8/29～9/4）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報(第607報)
＜野生イノシシの豚熱検査結果(8/29～9/4)結果判明分＞

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

　新たに検査結果が判明したのは、下表の59頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

　平成30年９月以降、18,641頭（死亡390頭、捕獲18,251頭）の検査を実施し、

625頭の陽性（死亡171頭、捕獲454頭）を確認しています。



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/09/05

タイトル 【開催中止】令和７年度第１回国民健康保険運営
協議会の開催

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

※台風接近に伴い、開催を中止します。
　今後の対応については改めてお知らせします。（９月５日（金）11：00変更）

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を開催します

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を以下のとおり開催します。
国民健康保険の安定的な財政運営や、事務の共同化・効率化の取組などを定めた
「静岡県国民健康保険運営方針」の2024年度取組状況評価について審議していただ
きます。

１　日　時
　　 令和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午後 ３ 時30 分 から 午後 ５ 時 まで （ １ 時間30 分程度 ）
　　※開催中止

２　場　所
　　静岡県庁別館７階　第二会議室Ａ　
　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　内　容
　　静岡県国民健康保険運営方針の2024年度取組状況評価

４　出席者
(1) 委員 (11人)
　 ア 被保険者代表(国保の加入者である県民) ３人
　 イ 保険医又は保険薬剤師代表(医師、歯科医師、薬剤師) ３人
　 ウ 公益代表(大学教員等の国保制度に専門知識のある者) ３人
　 エ 被用者保険等保険者代表(企業の従業員等が加入する健康保険団体代表) ２人
(2) 県
　 健康福祉部健康局長　ほか

５　傍　聴（報道関係者を除く。）
(1) 定員
　 ５人
(2) 手続
・傍聴を希望される方は、当日午後２時45分から午後３時15分までに受付で手続
 （氏名、住所、連絡先の記入）を行ってください。
・傍聴は先着順としますので、定員になり次第受付を終了します。
・発熱又は風邪のような症状のある方は来場をお控えください。

※ 報道関係者席は別に用意します。



提 供 日 2025/09/05

タイトル 令和７年度感染症媒介蚊定点モニタリングの結果
について（８月分）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

１　要旨
　平成26年にデング熱が一部の地域で流行したことから、本県では平成27年から、 蚊 の
 生息状況 やウイルス 保有 の 定期調査 を 実施しています。
　デング熱及びジカウイルス感染症は、感染者を刺した媒介蚊（日本国内ではヒトス
ジシマカのメスのみ）が、別の人を刺すことで感染が広がります。
　令和７年度も、６月～10月の間、県内４地点（賀茂・東部・中部・西部の各地区１
地点）で、感染症媒介蚊の定点モニタリングを行い、ヒトスジシマカの増減及びウイ
ルス保有状況の確認を、月１回実施します。 ヒトスジシマカのメス

(県環境衛生科学研究所撮影)
　令和７年８月に実施した、各地点における第３回調査結果については、２（２）のとおりであり、 デングウイルス 及 びジカウイ
 ルスとも 、 全 て 「 陰性 」でしたので、お知らせします。

２　調査について
（１）調査方法

公園全体を３区画に分け、各区画内の３地点、計９地点で８分間ずつ、網で捕獲。（１か所に１人が立ち、寄ってきた蚊を網
で捕獲）
ヒトスジシマカのメスの数を数える。
ヒトスジシマカのメスに対し、デングウイルス、ジカウイルスの遺伝子の検出検査を県環境衛生科学研究所で実施。

（２）調査結果
（単位：匹）

６月 ７月 ８月 累計
蚊の数 蚊の数 蚊の数 蚊の数

メス メス メス メス
地　点

陽性 陽性 陽性 陽性
笹原公園

（賀茂郡河津町） 10 8 0 5 4 0 0 0 0 15 12 0

愛鷹広域公園
（沼津市） 16 5 0 9 6 0 12 7 0 37 18 0

吉田公園
（榛原郡吉田町） 10 6 0 29 21 0 1 1 0 40 28 0

小笠山総合運動公園
（袋井市） 11 4 0 1 1 0 0 0 0 12 5 0

合　計 47 23 0 44 32 0 13 8 0 104 63 0

３　今後の結果公表
　今後も毎月実施し、結果が判明次第、公表します。
（10月まで月１回、計５回予定）



提 供 日 2025/09/05

タイトル 救急電話相談県民アンケート結果の公表

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2348

　県では、こどもが急に体調を悪くした際に電話で相談できる「静岡こども救急電話相談(#8000)」と、概ね15歳以上の方が急な病気
やけがをした際に電話で相談できる「救急安心電話相談(#7119)」を設置・運用しています。
　広聴広報課で実施した#8000及び#7119に関する県政インターネットモニターアンケートの結果を、９月９日の「救急の日」及び９月
７日～13日の「救急医療週間」に先立って、公表します。
　※#8000、#7119ともに、昨年度より認知度等の数値が向上しました。

１　事業概要
区分 相談窓口の機能 開設時間

静岡こども救急電話相談
(#8000)
※概ね15歳未満を対象

・医療機関の受診に関する助言
・家庭看護(応急処置等)の方法
・救急車の利用に関する助言
・医療機関案内　　　　等

令和４年８月より
24時間に拡充

救急安心電話相談
(#7119)
※概ね15歳以上を対象

・医療機関の受診に関する助言
・救急車の利用に関する助言
・医療機関案内　　　　等

令和７年４月より
24時間に拡充

２　県政インターネットモニターアンケート
　＜結果の概要＞
　(1) 静岡こども救急電話相談（♯8000）
　〇 15歳未満と同居している方の84.9％が「知っている」と回答
　　　（全体の認知度は、昨年度から2.1ポイント上昇し、50.2％）
　〇 15歳未満と同居している方の46.2％が「利用したことがある」と回答

　回答内容 令和６年度 令和７年度
#8000を知っている（全体） 48.1% 50.2%
#8000を知っている（15歳未満と同居） 84.1% 84.9%
#8000を利用したことがある（15歳未満と同居） 41.1% 46.2%

　(2) 救急安心電話相談（♯7119）
　〇 回答された方の28.5％が「知っている」と回答（昨年度から20.2ポイント上昇）
　〇 40.4％が「救急車を呼ぶべきかどうか判断に迷ったことはある」と回答

３　「救急の日」及び「救急医療週間」について
　 厚生労働省は、救急業務及び救急医療に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急医療関係者の意識高揚を図ることを
目的に、９月９日を「救急の日」と定め、この日を含む一週間（日曜日から土曜日まで）を「救急医療週間」としています。
　 県内の各消防本部等では、この期間に救急の日に関連したイベントを予定しています。（詳細は県ＨＰより御確認ください。）
 　 ※県ＨＰのURL:https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/1040768/1024103.html 

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/1040768/1024103.html


提 供 日 2025/09/05

タイトル 「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェク
ト」発表会及び表彰式を開催します！

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

　「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェクト」
発表会及び表彰式を開催します！

こども・若者たちのこえ（意見・思い・願いなど）を県の事業や施策へ反映する取組の

一環として募集した提案の発表会及び表彰式を開催します。
  
　１　発表会及び表彰式の概要

　 （１) 日 　時  令和７年９月13日（土）  午後１時00分から４時30分まで 

　 （2） 場   所  静岡県庁別館20階第一会議室Ａ（静岡市葵区追手町９-6）

   （3） 内   容  各部門の提案者からの発表、審査、表彰等

   （４） 出席者

　　　ア　発表者　１４名

                       個人部門（小学生部門、中高生部門、若者部門）　各３名

　　　　　　　　　　　 団体部門　５名  

　　　イ　審査委員

　　　　　永倉みゆき審査委員長（静岡英和学院大学 特例教授）ほか４名

　 （５） 募集テーマ

　　　　テーマ１：未来に希望を持てる静岡県にするための提案

　　　　テーマ２：子育てしやすい静岡県にするための提案

   (6) 応募状況

個人部門

区　分
小学生部門 中高生部門

若
者
部
門

団体部門 計

応募数 50件 51件

1
8
件 17件 136件

　 （7） 表彰等

　　　　 個人部門 最優秀賞：各部門最大１件、優秀賞：各部門最大２件

　　　　 団体部門 最優秀賞：最大２件、優秀賞：最大３件

　 （8） その他

　　　　 県が最優秀賞を受賞した提案の事業化を検討

　

　２ 　問合せ先

　　　 静岡県健康福祉部こども若者局こども政策課  電話番号：054－２２１ー2037

　　　※取材にお越しいただく際には、９月11日（木）午後５時までに上記電話番号に

　　　　　御連絡ください。



提 供 日 2025/09/05

タイトル 【取材依頼】認知症の人と家族の会　静岡地区会
つどいを開催します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

認知症の人と家族の会　静岡地区会つどいを開催します！

１　概　要
　（公社）認知症の人と家族の会静岡県支部（石田友子代表）の中部地区の支部（静岡支部）の活動として、認知症の人（若年性
認知症の方を含む）及び家族同士が悩み事を語りあい、相談したり情報交換を行うつどいを県庁内で開催する。

２　日　時
　令和７年９月11日（木）　9：30～11：30
　（毎月第２木曜日に定例開催）

３　場　所
　・県庁　東館2階　喫茶ぴあ～（一部　貸し切り）

４　参加者
　・静岡市近辺にお住まいの方（認知症の御本人と御家族）約10人
　・（公社）認知症の人と家族の会静岡県支部役員（世話役）
　・若年性認知症支援コーディネーター
　・健康福祉部職員

５　その他
　・可能な限り参加者お一人あたり１ドリンクを注文（300円程度）
　（パンやふじのくに福産品などの購入や会終了後昼食も可能）
　・参加状況によって、御本人と家族と分かれて語りあう場とする



提 供 日 2025/09/05

タイトル 令和７年台風第15号等に伴う災害に係る災害救助
法の適用について【第２報】

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 静岡県危機報道官

TEL 054-221-2072

　県は、令和７年台風第15号等に伴う災害により、多数の者が生命又は身体に危害を受け、又は受けるおそれが生じていることか
ら、以下の市 町に災害救助法施行令第１条第１項第４号による災害救助法の適用を決定しました。

１　適用市町
　　 静岡市 、 伊東市 、 島田市 、 焼津市 、 掛川市 、藤枝市、 御前崎市 、 菊川市 、
　　牧之原市及び 榛原郡吉田町

２　適用年月日
　　令和７年９月５日

※下線部：前報からの追加箇所



提 供 日 2025/09/05

タイトル 静岡県第４回公募公債（３年）の発行

担　　当 財務部 財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2033

・市場公募債のうち、シンジケート団（シ団）方式による定例発行とは別に、
　主幹事方式により発行する３年債の発行条件を決定しました。

  ・本日午後、格付投資情報センター（R&I）からAA+、ムーディーズからA1の個別
　　債務格付けが付与される予定です。

銘柄名 静岡県第４回公募公債（３年）

発行額 ６００億円

表面利率 １．０３０％

発行額
（100円につき）

１００円００銭

応募者利回り １．０３０％

払込（発行）日 令和７年９月２２日（月）

償還方法
（最終償還日）

３年満期一括償還
（令和１０年９月２０日（水））

引受会社
　　　　　　　　野村證券株式会社　　　　　３４％
　　　　　　　　大和証券株式会社　　　　　３３％
　　　　　　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社　３３％



提 供 日 2025/09/05

タイトル ～インバウンド客を静岡県へ～
「第2回三島駅インバウンド誘客検討会」を開催し
ます

担　　当 総務部 東部地域局地域課

連 絡 先 地域課

TEL 055-920-2139

～インバウンド客を静岡県へ～

「第２回三島駅インバウンド誘客検討会」を開催します

　県では、インバウンド客の県内誘致拡大に向けた方策等について議論する場として「三島駅インバウンド誘客検討会」を設置し
ました。
　第２回検討会は委員を追加し、以下のとおり開催。多角的に議論してまいります。

１　概要
　　日　時：令和７年９月12日（金）10時から
　　会　場：プラサヴェルデ　４階402会議室（沼津市大手町１－１－４）
　　出席者：静岡県、観光団体、 観光事業者、 金融機関（全９名）
　　　　　　＊下線部の委員（４名）を追加

２　内容（予定）
　(1)　調査結果報告
　(2)　課題整理・意見交換
　(3)　その他

３　目的
近年、訪日外国人観光客（インバウンド）の延べ宿泊数は、日本全体で新型コロナ禍以前の水準に戻っていますが、本県では
約８割にとどまっています。
こうした中、ＪＲ三島駅に着目すると、多くのインバウンドの姿が見られますが、その多くが東京・関西や、河口湖、箱根な
どの観光地に向かっているように見受けられます。
検討会では、この点に鑑み、関係機関等の協力のもと、今後の本県へのインバウンド誘客拡大に向け、上記の要因・課題を明
らかにするとともに、有意な事項を検討していきます。

４　これまでの開催状況
　・第１回　令和７年６月13日



提 供 日 2025/09/08

タイトル 土砂災害に関する出前講座を静岡市立清水小島小
学校で開催します。

担　　当 交通基盤部 静岡土木事務所企画検査課

連 絡 先 企画班

TEL 054-286-9322

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しみず　おじま

土砂災害に関する出前講座を静岡市立清水小島小学校で開催します。

 土砂災害 の 現象 や 被害 を 防 ぐための 対策 について 学 びます 。

記

１　日　時　令和７年９月12日（金）午前９時30分～11時20分

２　場　所　静岡市立清水小島小学校
（住所：静岡市清水区小島町619番地）

３　参加者　清水小島小学校児童122名
（1・2年生36名、3・4年生40名、5年生27名、6年生19名）

４　内容　　土砂災害に関する講義の実施

５　問合せ　静岡県　静岡土木事務所　企画検査課
TEL：054-286-9322、E-mail：shizudo-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp
※当日の取材を希望される場合は、メールまたは電話で事前申込みをお願いします。

６　その他　
駐車場が必要な方は、事前申込み時にその旨お伝えください。

参考　静岡市立清水小島小学校は土砂災害警戒区域内に位置し、静岡県による急傾
　　　  斜地崩壊対策事業を行っています。

　　

mailto:shizudo-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


会 見 日 2025/09/08

遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用提案公
募の結果

（概要）
　提案公募の結果、期限の令和７年９月５日までに７者から提案があり、今後提出される２者と合わせ、提案
者数は９者となる。

（内容）
１　提案事業者（業種）
　・建設、設計、管理運営、不動産・開発、その他

２　提案概要
　提案範囲
　・施設単体、公園全体
　メイン野球場
　・基本計画の３タイプを前提としたコスト縮減対策
　公園への導入機能
　・多目的屋根付き施設、屋外運動施設等

３　今後の予定
　・提案者にヒアリングを行い内容確認する。
　・ヒアリング結果を踏まえ提案を整理し、浜松市と調整していく。

４　その他
　・公募では、民間事業者から幅広く提案を求めるため、利益保護の
　　観点から、実施要領では提案者の同意なしに公表しないと規定
　　していた。今後、公表の可否を確認していく。

担当 ： 交通基盤部 都市局公園緑地課

連絡先 ： 公園緑地班　TEL 054-221-3626



提 供 日 2025/09/08

タイトル 土砂災害に関する絵画・作文の募集期間を延長し
ます！（10月10日（金）まで）

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3044

「⼟砂災害防⽌に関する絵画・作⽂」を募集期間を延⻑します︕（10⽉10⽇（⾦）ま
で）

 国⼟交通省及び静岡県では、別添の要領及びチラシにより、県内の⼩学⽣及び中学⽣を対象に「⼟砂災害防⽌に関する絵画・作⽂」を募集
しています。 このたび 、 募集期間 を10 ⽉10 ⽇ （ ⾦ ） まで 延⻑ しますので 、 是非 ご 応募 して 下 さい 。
 なお、優秀作品については、静岡県知事賞等を授与するほか、国⼟交通省の中央審査へ推薦します。また、応募者全員に県から参加賞を贈
呈します。

１ 募集期間
  令和７年６⽉１日〜10⽉10⽇まで
２ 送り先
  〒420-8601 静岡市葵区追⼿町９番６号
   静岡県庁砂防課「⼟砂災害防⽌に関する絵画・作⽂募集」担当あて
  ※住所、氏名、年齢、作品名、電話番号、学校名、学年をご記⼊ください。
３ 募集作品
  【絵画の部】⼟砂災害及びその防⽌対策について（サイズ、表現⽅法は⾃由）
  【作⽂の部】⼟砂災害及びその防⽌対策について（⽂字数制限あり）
  ※詳細は別添の要領をご確認ください。
４ 審査・表彰
  ◎国の表彰
   全国から集まった作品の中から優秀な作品について表彰されます。
   ・最優秀賞（国⼟交通⼤臣賞）・・・・絵画、作⽂（⼩学⽣・中学⽣）各部門１点
   ・優秀賞（国⼟交通事務次官賞）・・・絵画、作⽂（⼩学⽣・中学⽣）各部門15点程度
   ◎ 県 の 表彰
   県内から集まった作品の中から優秀な作品について表彰します。
    表彰者 には 賞状 、 副賞 （QUO カード5,000 円 、 粗品 ） を 贈呈 します 。
   ・県知事賞・・・・・・・・・・・・・県内の全応募作品の中から１点
   ・交通基盤部⻑賞・・・・・・・・・・県内の全応募作品の中から１点
   ・全国治水砂防協会静岡県⽀部⻑賞・・県内の全応募作品の中から２〜４点程度
   ◎ 参加賞
     応募者全員 に 県 から 参加賞 （ 防災 に 役⽴ つ 調光 ライト ） を 贈呈 します 。

yoryo.pdfyoryo.pdf

chirashi01.pdfchirashi01.pdf



提 供 日 2025/09/08

タイトル 静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習
施設（愛称：ウォット）次期指定管理者の募集

担　　当 経済産業部 水産・海洋技術研究所

連 絡 先 経済産業部水産・海洋技術研究所総務課

TEL 054-627-1815

「静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習施設(愛称：ウォット)」では、今年度末で現在の指定管理者の指定管理期間が
終了するため、次期指定管理者の募集を開始します。

（募集の概要）
１　対象施設
　　静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習施設
　　（浜松市中央区舞阪町弁天島5005-3）

２　指定期間
　　令和８年４月１日から令和13年３月31日まで（５年間）

３　募集要項の配布
　　配布期間：令和７年９月８日（月）から９月30日（火）
　　配布場所：静岡県水産・海洋技術研究所（焼津市鰯ケ島１３６－２４）

　　　　　　　静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場
　　　　　　　（浜松市中央区舞阪町弁天島５００５－３）

　　※募集要項は県のホームページでもご覧になれます。
　　　(https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1066717/1067652.html)

４　現地説明会
　　日時　令和７年９月16日（火）午後１時30分から　
　　場所　静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場　２階研修室

５　申請の受付
　　令和７年９月24日（水）から令和７年10月３日（金）

（問合せ先）
　　静岡県水産・海洋技術研究所総務課
　　　〒425-0032　焼津市鰯ケ島１３６－２４
　　　電話　054-627-1815
　　　ファクシミリ　054-627-3084
　　　電子メール　suigi-soumu@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1066717/1067652.html
mailto:suigi-soumu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/08

タイトル 令和７年台風第15号に伴う被害に係る「農林水産
業災害対策資金」の発動

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 担い手育成・支援班

TEL 054-221-2629

令和７年台風第15号により、被害を受けた県内の農林水産業者の経営安定等を支援するため、令和７年９月８
日から農林水産業災害対策資金を発動します。

１　農林水産業災害対策資金の概要

対象災害 令和７年台風第15号に伴う大雨や突風等による災害

対象者

以下の１又は２に該当する者
１　被災後１月間に農林水産業による総収入額（以下「農業等
収入額」という）が、被災前５年間の各年の被災後１月間に相
当する期間における農業等収入額について、最大及び最小の年
を除いた各年の農業等収入額の合計額を３で除して得た額と比
較して10パーセント以上減少した者
２　農林水産業に係る被害額が20万円以上の者

対象地区 全県
資金使途 ・経営安定のための運転資金　・生活維持に必要な資金

融資利率

2.0％（令和７年８月19日現在）
（通常金利3.25％に対し、県等の利子補給率1.25％）
＊県の利子補給承認時と融資機関の貸付実行時を比較して低い
方の利率を適用

償還期限 ５年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額 ・運転資金　　　　個人1,000万円　　法人2,000万円
・生活維持資金　　個人300万円

取扱金融機関 静岡県信用農業協同組合連合会、県内の農業協同組合
東日本信用漁業協同組合連合会静岡支店

償還方法 元本均等年賦償還
取扱期間 令和７年９月８日から令和８年3月31日まで　

 

２　問い合わせ先

農業：農業ビジネス課054-221-2629　水産業：水産振興課054-221-2694　

林業：林業振興課054-221-3618

静岡県経済産業部農業ビジネス課HP

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003299/1027147.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003299/1027147.html


提 供 日 2025/09/08

タイトル 台風第15号に伴う災害に係る制度融資
「中小企業災害対策資金」の発動

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 商工金融班

TEL 054-221-2525

※続報は9月9日の提供資料をご覧ください。（9月9日14時）

（要旨）

　 令和７年台風第15号に伴う災害により、県内10市町（※）に災害救助法が適用されたことから、県制度融資「中小企業災害対策資金」及び

同保証料補助制度を発動し、中小企業者に緊急的な金融支援を行う。

（今回の災害に対するSN４号発動については、現在、関東経済産業局に確認中。）
※静岡市、伊東市、島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御前崎市、菊川市、牧之原市、榛原郡吉田町

　 本資金の発動により、中小企業者に対する円滑な資金供給を行うことで、災害の影響を受けた中小企業者の事業継続を支援する。

○メリット

　・直接被害に対して、信用保証料を県が補助(セーフティネット保証４号利用時は全額補助)(発動は確認中)

・既存の県制度融資とは別枠で利用可能

・県が10年間、金利の0.47％を補助することで、事業者負担を軽減

○資金の活用例

　　　・浸水による機械設備の買換え（直接被害）

・操業停止に伴う当面の運転資金の確保（間接被害）

「中小企業災害対策資金」

○資金の対象区域

  10市町に限らず県内の広範で直接又は間接の影響が想定されることから、県内

 全域を対象とする。

○融資対象者

県内において、６か月以上継続して同一事業を営んでいる中小企業者、組合であって、令和７年台風第15号に伴う災害により、直接被

害又は間接被害を受けたもの

  ○融資条件等

　



提 供 日 2025/09/08

タイトル 一粒のごちそう “極上”を味わう贅沢なひとと
き。南アルプス市産「シャインマスカット」販売
会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

一粒のごちそう　“極上”を味わう贅沢なひととき。

南アルプス市産「シャインマスカット」販売会を開催します！

（要　旨）

　○静岡県・山梨県の連携事業の一環として、９月13日(土)、14日(日)の２日間、静岡伊勢丹にて、南アルプス市の特産品である

「シャインマスカット」の販売会が行われます。

　○販売会開催にあたり、９月13日（土）午前中に南アルプス市農業協同組合（JA南アルプス市）中澤豊一組合長が、トップセー

ルスを実施します。

＜南アルプス市産「シャインマスカット」販売会の概要＞

　   開 催 日  令和７年９月13日(土)・14日(日)の２日間（各日午前10時から午後３時まで）
 ※無くなり次第終了。

    開催場所  静岡伊勢丹（静岡市葵区呉服町１－７）　１階正面玄関入口前
     主 催 者  （一社）南アルプス市観光協会、（株）静岡伊勢丹
　   後　　援  静岡県、南アルプス市

　   内　　容  ・南アルプス市産「シャインマスカット」の販売
 ・南アルプス市の観光情報の提供

　　販売商品

＜シャインマスカット＞
 （１）１房袋入り　1,800円（税込）から

 （２）２房箱入り　3,000円（税込）　

 ※１房袋入りは、サイズによって値段が変動
 ※天候や生育状況によっては、購入制限をする可能性があります。

     備　　考
 南アルプス市農業協同組合（JA南アルプス市）中澤豊一組合長によるトップ
セールス実施
 （９月13日（土）午前10時から11時まで（予定））

    当日取材
 前日までに株式会社静岡伊勢丹下記担当へ連絡をお願いします。
 株式会社静岡伊勢丹　営業統括部　営業戦略担当　販売促進　山川・柴

 TEL:054-273-4606



会 見 日 2025/09/08

令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の
募集

令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の募集

※続報は9月9日提供の第２報をご覧下さい。（9月9日14時）

　令和７年台風第15号により、被災された方々へお届けする義援金の募集を、静岡県、
日本赤十字社静岡県支部及び静岡県共同募金会において、次のとおり実施します。
　なお、この義援金は、税制上の優遇措置の対象となります。

１　義援金の名称 「令和７年台風第１５号災害静岡県義援金」

２　受付期間　　　令和７年９月９日（火）～12月８日（月）

３　受付方法等
　指定金融機関への振込及び窓口受付（日本赤十字社静岡県支部又は各市区町の日赤
窓口、社会福祉法人静岡県共同募金会）とし、現金書留による受付は行いません。

（１）静岡県あて
金融機関 支店名 口座番号 口座名
静岡銀行 本店営業部 普通 1819741 静岡県災害義援金
＊ 静岡銀行本・支店の窓口及びATMでの振込手数料は無料。
＊ 静岡銀行以外の金融機関からの振込の場合、手数料あり。

（２）日本赤十字社静岡県支部あて
金融機関 支店名 口座番号 口座名
静岡銀行 本店営業部 普通 0138027 日本赤十字社静岡県支部義援金口
＊ 静岡銀行本・支店の窓口及びATMでの振込手数料は無料。
＊ 静岡銀行以外の金融機関からの振込の場合、手数料あり。

（３）社会福祉法人静岡県共同募金会あて
　　・指定金融機関の受付については準備中。決定次第別途お知らせします。

（４）その他
　・救援物資・物品は受け付けません。
　・金融機関の振込票控え等は、寄附金控除申請の際に証明書類として利用できます。

４　配分の範囲及び配分方法
（１）配分の範囲　県内全域
（２）配分方法　  静岡県災害義援金募集・配分委員会において、各市町の被害状況に応
                  じて配分し、市町から被災者へお届けします。

５　問合せ先
団体名 問合せ先 備考

　静岡県  054-221-2844
（平日）午前９時～午後５時

　健康福祉部福祉長寿局
　福祉長寿政策課

　日本赤十字社静岡県支部  054-252-8131
（平日）午前９時～午後５時

　〒420-0853
　静岡市葵区追手町44-17

　社会福祉法人
　静岡県共同募金会

 054-254-5212
（平日）午前９時～午後５時

　〒420-0856
　静岡市葵区駿府町1-70

担当 ： 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連絡先 ： 福祉長寿政策班　TEL 054-221-2844



提 供 日 2025/09/08

タイトル 「令和７年度富士山ごみ減量大作戦（山麓・中
期）」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

「令和７年度富士山ごみ減量大作戦（山麓・中期）」を開催します！

いつまでも美しい富士山の景観を維持するために、富士山麓周辺の道路沿いでボランティアによる清掃活動「富士山ごみ減量大作戦」を
開催し、世界に誇る日本のシンボルとして、富士山を後世に引き継いでいきます。

年に３回開催し、令和７年度第２回目となる今回は裾野市で開催します。

１　内容
　(1) 主　　催 　　 裾野市、静岡第一テレビ24時間テレビチャリティー委員会、ふじさんネット
　　 （共  　催） 　　ワーク、静岡県（４者共催）
　(2) 日　　時  　　令和７年11月１日(土)午前９時30分から11時30分まで
             　    　　（少雨決行、荒天中止）※中止の場合は、前日午後に連絡します。
　(3) 活動場所　　裾野市須山の国道469号沿い等
　(4) 集合場所  　裾野市立富士山資料館グラウンド（第２駐車場向かい側）
　(5) 集合方法　　自家用車又は無料送迎バス
　　　　　　　　　　　（送迎バスはＪＲ三島駅北口を午前８時30分に発車予定）
　(6) 参  加  者　　ボランティア40名程度（先着順）

２　参加者募集
　(1) 申込方法　　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、無料送迎バス利用の有無を御
                     　記入のうえ、郵便、FAX又は電子メールによりお申し込みください。
　(2) 申 込 先 　　【住所】〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　 　 　　静岡県庁 自然保護課 富士山・南アルプス保全班
　　　         　　　　【電話番号】　054-221-3498　　【FAX番号】　054-221-3278
　　　        　　　　 【電子メール】　shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
　(3) 申込資格  　小学生以上でボランティアとして御参加いただける方

（小学生は保護者同伴）
　(4) 定　　　員　　40名程度（先着順）
　(5) 募集期限　　令和７年10月17日（金）まで
　(6) そ の 他   　 ・応募は１団体10名までとしてください。
　　　　　　　　　　　・自家用車における交通費は各自で御負担願います。
                     　 ・参加者の傷害保険は主催者側で加入します。
　　　　　　　　　　　・主催者のほか、報道機関による取材が入る場合があります。

【報道機関各社へ】
　・当日の取材を御希望の場合は、前日午後５時までに上記連絡先まで御連絡ください。中止の場合に御連絡します。
　・報道機関の皆様の集合場所、受付時間は参加者同様です。

 ○ 参加者募集告知　　・　　 ○ 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/08

タイトル 新設住宅着工統計令和７年７月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和７年７月の主な動向

＜総戸数＞

令和７年７月の新設住宅着工戸数は、1,662戸（対前年同月比1.5％増）。前年同月と比較して、持家・貸家住宅で減少したが、給与・分譲

住宅で増加したため、全体で増加となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 745 790 △5.7％

民間資金 659 698 △5.6％
公的資金 86 92 △6.5％
うち機構融資 ※１ 9 8 12.5％

貸家 609 656 △7.2％
民間資金 523 547 △4.4％
公的資金 86 109 △21.1％

給与住宅 ※２ 6 5 20.0％
分譲住宅 302 187 61.5％
うちマンション 40 0 　皆増

合計 1,662 1,638 1.5％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 501 476 5.3％
中部 489 529 △7.6％
西部 672 633 6.2％
合計 1,662 1,638 1.5％

＜直近６ヶ月間の推移＞
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

前年着工戸数 1,552 1,598 1,750 2,078 1,409 1,638
直近着工戸数 1,381 1,525 1,412 1,174 1,364 1,662

対前年同月増減比 △11.0％ △4.6％ △19.3％ △43.5
％

△3.2％ 1.5％

＜資金別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,463 1,419 3.1％
公的資金 199 219 △9.1％
うち機構融資 10 17 △41.2％

合計 1,662 1,638 1.5％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 1,002 1,025 △2.2％
プレハブ工法 287 272 5.5％
枠組壁工法 373 341 9.4％
合計 1,662 1,638 1.5％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 1,171 1,180 △0.8％
非木造 491 458 7.2％
合計 1,662 1,638 1.5％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 61,409 68,021 △9.7％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

0908gekkansuii.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


会 見 日 2025/09/08

インド・グジャラート州訪問団の本県訪問

インド・グジャラート州訪問団の本県訪問

１　要　旨
昨年12月に本県と友好協定を締結したインド・グジャラート州の訪問団が、 協定締結後初 めて本県を訪問し、知事を

表敬訪問します。

２　概　要

（１）訪問者

　・マムタ・ヴェルマ　グジャラート州産業鉱業省次官

　・ムケシュ・パテル　グジャラート印日友好協会会長　ほか約30名

（２）日時及び取材可否

　令和７年９月12日（金）

　・知事表敬訪問：11:00～11:30（30分間）→取材可

　　※前半15分は産業鉱業省次官を筆頭とする州政府職員のみ、

　　　後半15分は訪問団全員が参加（いずれも日・英通訳あり）

　・歓迎昼食会：11:30～13:00 （90分間）→頭録りのみ（乾杯まで）

（３）場　所

　ホテルアソシア静岡　４階カトレア

＜参考＞主なスケジュール（9/12（金））

　県議会日印友好議員連盟面会、知事表敬、歓迎昼食会、大学との意見交換、県内企業視察（午後、浜松市に移動）
担当 ： 企画部 地域外交課

連絡先 ： 地域外交戦略班　TEL 054-221-2309



提 供 日 2025/09/09

タイトル 浜松特別支援学校高等部農耕班が、さつまいもの
販売会を開催します！

担　　当 教育委員会 静岡県立浜松特別支援学校

連 絡 先 教諭　森髙　陽子

TEL 053-427-1307

浜松特別支援学校高等部農耕班が、

さつまいもの販売会を開催します！

ヤタロー地産地消工場店（店舗の入口付近）をお借りして、農耕班が作業学習で育てたさつまいもの販売会を開催します！
販売会を通して、地域の方々と触れ合い、自分たちが育てた農作物の評価を直接いただくことで、働く意欲と地域で生きる力を高めます。
なお、９月11日（木）、16日（火）の午前中、販売会に向けた準備・収穫に取り組みます。見学可能です。

（事前準備の場所等、詳細については「６　問合せ先」までご連絡ください）

１　販売会開催日時
　　令和７年９月17日（水）午前10時40分～11時40分
　　

２　会　場
　　ヤタロー地産地消工場店（浜松市中央区上西町1013-1）

３　内　容
　　高等部生徒が作業学習で取り組んだ農作物(さつまいも)の販売

４　参加者
　　農耕班生徒　５人、教員　２人
　　
５　その他
　　浜松特別支援学校ホームページ
　　https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
　　公式Instagram
　　https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/

６　問合せ先
　　静岡県立浜松特別支援学校
　　担当　高等部　森髙　陽子　
　　電話番号　053-427-1307（高等部直通）
　　メール    hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/
mailto:hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/09/09

タイトル 県議会富士山保全・適正活用推進特別委員会　県
外視察の実施

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会　富士山保全・適正活用推進特別委員会の県外視察を実施します。

　今年５月に設置された「富士山保全・適正活用推進特別委員会」では、これまで３回の委員会を開催し、富士山の保全・活用と
オーバーツーリズム対策に関して調査を行ってきました。
　８月の県内視察に続き、今回、山梨県側の富士登山に対する取組を確認するために、富士スバルライン五合目の現地調査を行い
ます。

日時：令和７年９月１２日（金）午後２時１５分～午後３時１５分

場所：富士スバルライン五合目（山梨県富士吉田市）

※視察時間は予定であり、交通状況により前後する可能性があります。

※委員長への取材は、現地調査終了後にお願いいたします。

＜参考＞
視察全体の行程は別紙のとおりです。
取材いただくことができるのは、富士スバルライン五合目のみです。



発 表 日 2025/09/09

タイトル 令和７年地価調査結果の概要

担　　当 交通基盤部 都市局土地対策課

連 絡 先 土地対策班

TEL 054-221-2223

国土利用計画法施行令第９条の規定に基づき、令和７年７月１日を基準日とした県内610地点の基準地についての地価調査の結果を公表します。

１　地価の動向
県内の地価は、住宅地は下落したものの５年連続で下落率が縮小し、商業地は２年連続、工業地は４年連続で上昇した。住宅地は、過疎化の進行する地域等で下

落が続く一方、住環境や利便性の良い地域等では上昇している。商業地は、観光客でにぎわう地域や顧客の回遊性の高い地域、工業地は、交通利便性の良い物流
施設需要が見込まれる地域を中心に需要が堅調で、上昇傾向となっている。

２　結果の概要
(1) 平均価格、平均変動率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位:円/平方メートル、％)

平均価格 平均変動率 調査地点数(継続)

区　　　分
令和７年 令和６年 令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

令和７年
地方圏

平均変動
率

令和７年
全国

平均変動
率

住　宅　地 64,600 64,300 ▲0.1 ▲0.3 410(409) 410(410) 0.1 1.0

商　業　地 145,600 142,600 0.7 0.3 149(148) 149(149) 1.0 2.8

工　業　地 46,800 46,400 0.8 0.6 26( 26) 26( 26) 2.4 3.4

全　用　途　　 84,500 83,500 0.1 ▲0.1 585(583) 585(585) 0.4 1.5

林　　　地 413 418 ▲0.9 ▲1.0 25( 25) 25( 24) （未公表） ▲1.0

○「平均価格」とは、全調査地点の価格の合計を調査地点数で割った数字、「平均変動率」とは、継続調査地点の対前年変動率の合計を継続調査地点数で割った
数字のこと。地方圏とは、三大都市圏（東京圏、大阪圏、名古屋圏）を除く地域をいう。

○平均変動率について、住宅地は17年連続の下落、商業地は２年連続の上昇、工業地は４年連続の上昇となり、全用途は17年ぶりの上昇となった。林地は34年連
続の下落となった。

○昭和62年を100とした指数は、住宅地が76.8、商業地が46.6である。

(2) 平均変動率の市町順位　※市町名右の(　)内は継続地点数

上位（全用途） 下位（全用途）

順位 市 町 名 平均変動率(％) 順位 市 町 名 平均変動率(％)

１ 熱 海 市（11）  2.7 １ 川根本町（５） ▲2.9 

２ 三 島 市（14）  1.6 ２ 伊 豆 市（11） ▲2.1 

３ 静 岡 市（100)  1.1 ３ 松 崎 町（３） ▲2.0 

４ 長 泉 町（５） 0.8 ４ 西伊豆町（５） ▲1.8 

５ 藤 枝 市（22） 0.7 ５ 伊豆の国市（10） ▲1.5 

○上昇地点　：住宅地144地点（前年:134）、商業地73地点（前年:64）、工業地18地点(前年:18)
横ばい地点(変動率0％)：住宅地77地点(前年:85)、商業地27地点（前年:29）、工業地８地点(前年:８)
下落地点　：住宅地188地点(前年:191)、商業地48地点(前年:56)、工業地０地点(前年:０)

○平均変動率上位は、首都圏に近く新幹線駅のある熱海市及び三島市、生活利便性の良い住宅地や繁華性、ブランド力の高い商業地の上昇が続く静岡市、JR三
島駅に近い長泉町、駅周辺での土地需要が旺盛な藤枝市となっている。

○平均変動率下位は、過疎地域や沿岸部地域を含む市町が占めている。

(3) 市町別最高価格地点の順位　

住宅地 商業地

価格 変動率 価格 変動率
順位 市町名(基準地番号)

(円/平方メートル) (％)
順
位

市町名(基準地番号)
(円/平方メートル) （％）

１ 静岡市( 葵 －７) 328,000 3.5 １ 静岡市( 葵 ５－10) 1,480,000 2.1

２ 三島市(三島－２) 179,000 4.1 ２ 浜松市(中央５－７) 651,000 4.5

３ 浜松市(中央－11) 166,000 0.0 ３ 三島市(三島５－４) 346,000 3.0

４ 沼津市(沼津－１) 153,000 0.7 ４ 熱海市(熱海５－１) 294,000 17.1

５ 長泉町(長泉－３) 143,000 1.4 ５ 沼津市(沼津５－７) 276,000 0.0

　　○住宅地は静岡市の「葵－７」が37年連続、商業地は静岡市の「葵５－10」が27年連続の1位。
　　○住宅地は昨年と同順位で、商業地は熱海市と沼津市の順位が入れ替わった。

<静岡県土地対策課ＨＰ>　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1003451/1003588/1029741 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1003451/1003588/1029741.html


提 供 日 2025/09/09

タイトル 【取材案内】令和７年度 第１回静岡県事業評価監
視委員会の開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3190

【取材案内】令和７年度　第１回静岡県事業評価監視委員会の開催

（要 旨）
　　第１回静岡県事業評価監視委員会を開催し、再評価対象事業（47事業）及び事
　後評価対象事業（９事業）の審議を行います。

（概 要）
　１　日　時
　　　　令和７年９月12日（金）13時30分から16時15分まで
　
　２　会　場
　　　　県庁別館８階　第１会議室AB
　　　　　
　３　議事内容
　　　・再評価対象事業（47事業）の審議
　　　・事後評価対象事業（９事業）の審議
　
　４　会議の一般傍聴について
　　（１）傍聴定員　10人
　　（２）傍聴手続　
　　　　　県庁別館８階第１会議室ABの前で13時10分から受付を行います。
　　　　　定員を越えた場合、受付された方の中から抽選で傍聴者を決定します。
　
　５　その他
　　　ペーパーレス会議として実施します。
　　　紙資料の配布については対応できない場合もあります。
　

（目 的）
　　静岡県では、公共事業の効率性や事業実施過程における透明性の一層の向上を
　図るため、事業評価（継続事業に対する「再評価」及び完了事業に対する「事後
　評価」）を実施しています。
　　事業評価の実施にあたり、学識経験者等第三者で構成する「静岡県事業評価監
　視委員会」を設置し、審議を行います。

＜取材について＞
　　受付までお越しください。



提 供 日 2025/09/09

タイトル 【SN４号情報更新】台風第15号に伴う災害に係る
制度融資「中小企業災害対策資金」の発動

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 商工金融班

TEL 054-221-2525

※SN４号の情報を更新しました。（９月８日15時16分 関東経済産業局より確認）

（要旨）

　 令和７年台風第15号に伴う災害により、県内10市町（※）に災害救助法が適用されたことから、県制度融資「中小企業災害対策資金」及び

同保証料補助制度を発動し、中小企業者に緊急的な金融支援を行う。

 （ 今回 の 災害 に 対 するSN ４ 号発動 については 、 現在 、 関東経済産業局 に 確認中 。）
県内10市町へ適用※近日中に告示

※静岡市、伊東市、島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御前崎市、菊川市、牧之原市、榛原郡吉田町

　 本資金の発動により、中小企業者に対する円滑な資金供給を行うことで、災害の影響を受けた中小企業者の事業継続を支援する。

○メリット

　・直接被害に対して、信用保証料を県が補助(セーフティネット保証４号利用時は全額補助)( 発動 は 確認中)（10市町）

・既存の県制度融資とは別枠で利用可能

・県が10年間、金利の0.47％を補助することで、事業者負担を軽減

○資金の活用例

　　　・浸水による機械設備の買換え（直接被害）

・操業停止に伴う当面の運転資金の確保（間接被害）

「中小企業災害対策資金」

○資金の対象区域

  10市町に限らず県内の広範で直接又は間接の影響が想定されることから、県内

 全域を対象とする。

○融資対象者

県内において、６か月以上継続して同一事業を営んでいる中小企業者、組合であって、令和７年台風第15号に伴う災害により、直接被

害又は間接被害を受けたもの

　○融資条件等



提 供 日 2025/09/09

タイトル 令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の募集
【第２報】

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和７年台風第１５号災害静岡県義援金の募集

　（社会福祉法人静岡県共同募金会の義援金募集口座決定）

　令和７年台風第15号により、被災された方々へお届けする義援金の募集を、静岡県、日本赤十字社静岡県支部及び静岡県共同募金会におい
て、次のとおり実施します。
　なお、この義援金は、税制上の優遇措置の対象となります。

１　義援金の名称 「令和７年台風第１５号災害静岡県義援金」

２　受付期間　　　令和７年９月９日（火）～12月８日（月）

３　受付方法等
　指定金融機関への振込及び窓口受付（日本赤十字社静岡県支部又は各市区町の日赤窓口、社会福祉法人静岡県共同募金会）とし、現金書留
による受付は行いません。

（１）静岡県あて
金融機関 支店名 口座番号 口座名
静岡銀行 本店営業部 普通 1819741 静岡県災害義援金
＊ 静岡銀行本・支店の窓口及びATMでの振込手数料は無料。
＊ 静岡銀行以外の金融機関からの振込の場合、手数料あり。

（２）日本赤十字社静岡県支部あて
金融機関 支店名 口座番号 口座名
静岡銀行 本店営業部 普通 0138027 日本赤十字社静岡県支部義援金口
＊ 静岡銀行本・支店の窓口及びATMでの振込手数料は無料。
＊ 静岡銀行以外の金融機関からの振込の場合、手数料あり。

（３）社会福祉法人静岡県共同募金会あて
　　 ・ 指定金融機関 の 受付 については 準備中 。 決定次第別途 お 知 らせします 。

金融機関 口座番号 口座名
ゆうちょ銀行  00920-6-335963 静岡県共同募金会台風第15号災害義援金

＊ ゆうちょ銀行・郵便局の窓口からの払込手数料及び「ゆうちょ通帳アプリ」からの払込手数料は無料。
＊ 窓口へ「料金免除口座への寄付金（義援金）の払込み」とお伝えください。 

（４）その他
　・救援物資・物品は受け付けません。
　・金融機関の振込票控え等は、寄附金控除申請の際に証明書類として利用できます。

４　配分の範囲及び配分方法
（１）配分の範囲　県内全域
（２）配分方法　  静岡県災害義援金募集・配分委員会において、各市町の被害状況に応じて配分し、市町から被災者へお届けします。

５　問合せ先
団体名 問合せ先 備考

　静岡県
 054-221-2844
（平日）午前９時～午後５時

　健康福祉部福祉長寿局
　福祉長寿政策課

　日本赤十字社静岡県支部
 054-252-8131
（平日）午前９時～午後５時

　〒420-0853
　静岡市葵区追手町44-17

　社会福祉法人
　静岡県共同募金会

 054-254-5212
（平日）午前９時～午後５時

　〒420-0856
　静岡市葵区駿府町1-70



提 供 日 2025/09/09

タイトル 【中止】知事が牧之原市の百歳の方を訪問し、お
祝いします

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

※御本人から辞退の申出があったことから訪問を中止します。（9月9日　14時変更）

１　概　要
　　敬老の日を記念して、多年にわたり社会の進展に寄与してきた高齢者を地域
　全体で敬愛し、その長寿を祝うため、今年度百歳を迎える方を、知事が訪問し
　寿詞の贈呈等を行います。

２　訪問日時
　　 令和 ７ 年 ９ 月15 日 （ 月 ・ 祝 ） 午前10 時30 分 から 午前11 時 まで
　　御本人から辞退の申出があったことから、訪問を見合わせる。　

３　訪問対象の方
　　今村　ヨネ子（いまむら　よねこ）さん（女性・牧之原市）
　　（大正14年９月10日生まれ　満100歳）

４　内　容
　　・県知事からの寿詞の贈呈
　　・内閣総理大臣からの祝状及び記念品の伝達等

５　現地取材等
　　・現地での取材が可能です。
　　・取材を希望される場合は、以下のとおりメールにて御連絡ください。
　　　件　名　【取材希望】知事百歳訪問
　　　本　文　所属、氏名（ふりがな）連絡先（当日連絡の取れる電話番号等）
　　　　　　　車の台数
　　　送付先　fukushi-chouju@pref.shizuoka.lg.jp
　　　期　限　令和７年９月11日（木）午後３時　

６　留意事項
　　訪問先が和室のため、三脚等使用時に畳の保全について御配慮願います。

　※県内の祝百歳者、百歳以上長寿者の状況については、９月12日に厚生労働省の
　　発表に合わせて公表予定

mailto:fukushi-chouju@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/09

タイトル ～令和７年は終戦80周年　戦争の記憶と記録を次
世代へ～地域に残る戦争の記憶を伝えます

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 援護恩給班

TEL 054-221-2318

～令和７年は終戦80周年　 戦争の記憶と記録を次世代へ～

地域に残る戦争の記憶を伝えます

終戦８０年を迎えた本年、戦争の記憶と記録及び平和の尊さを次世代に継承するため、県では地域に残る戦争遺構などを

取材し、戦争の記憶と記録を次世代に継承するための動画を作成します。

第７回の撮影を、以下のとおり行います。

１　 日時：令和７年１０月９日(木曜日)午前１０時００分から及び午後２時００分から

２　 当日の連絡先：県地域福祉課（電話：０５４－２２１－２３１８）

３　 撮影対象

撮影時刻 撮影対象 撮影場所 説明者

午前１０時から

午前１１時

　 ・祖母から聞いた芙蓉部隊の思い出

　 ・焼津市御遺族、芙蓉部隊関係者等による献花

　 航空自衛隊静浜基地

　 焼津市上小杉１６０２
芙蓉部隊研究家

午後２時から

午後３時３０分

　 緑十字機関連

　 (1)説明収録

　 (2)緑十字機不時着の碑

　 (1)磐田市長野交流センター

　 　 磐田市小島３７４

　 (2)磐田市鮫島海岸

　 　 （浜松シーサイドGC付近）

緑十字機不時着を

語り継ぐ会　 会長

４　 航空自衛隊静浜基地内の取材について

・撮影当日、基地内での取材を希望される場合は、自衛隊との事前調整が必要となります。

必ず９月１１日（木）午後５時までに県地域福祉課援護恩給班にメールで御連絡ください。

メール送信先：chifuku@ pref .shizuoka.l g.jp

件名は、「（報道機関名）静浜基地内取材希望」 としてください。

・連絡のあった報道機関に「基地内取材（許可）申請書」 をお送りします。９月１７日（水）午後５時までに御提出ください。

・申請書受領後、自衛隊担当者の連絡先をお伝えします。必ず自衛隊担当者と連絡を取り、取材時の注意事項等を確認し

てください。

５　 留意事項

・県による撮影時間中のマスコミの撮影は可能ですが、カメラのシャッター音やスタッフの話し声など、音の出る行為は撮影の

妨げとなりますので御遠慮ください。

・各説明者に対するマスコミの取材は、それぞれの撮影終了後３０分以内でお願いします。

６　 その他

・作成した動画は、県ホームページで順次公開する予定です。

　 ・今後の撮影は、９月１２日及び１０月２日を予定しています。（９月１２日撮影分は９月４日に記者提供済。１０月２日撮影
分は別途記者提供予定。）

mailto:chifuku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/09/09

タイトル 伊豆半島ユネスコ世界ジオパークの再認定が決定

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2858

伊豆半島ユネスコ世界ジオパークの再認定が決定

　令和７年９月８日、ユネスコは、令和７年９月５日から６日に開催されたユネスコ世界ジオパーク・カウン
シルの審議結果を公表し、その結果、 伊豆半島 ユネスコ 世界 ジオパークの 再認定 が 決定した。
　
１　ユネスコ世界ジオパーク・カウンシルの審議結果

区　分 概　要

　

再認定

　伊豆半島ユネスコ世界ジオパーク（静岡県）

　糸魚川ユネスコ世界ジオパーク（新潟県）

　島原半島ユネスコ世界ジオパーク（長崎県）

　隠岐ユネスコ世界ジオパーク（島根県）

２　参考資料
　・日本ジオパーク委員会発表資料
　　第10回ユネスコ世界ジオパーク・カウンシルの結果について
　・一般社団法人美しい伊豆創造センター記者提供資料
　　伊豆半島ユネスコ世界ジオパークの再認定が決定



提 供 日 2025/09/09

タイトル 小中学生を対象に出前授業を行います！～デフリ
ンピック学校観戦～

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

＼ 東京2025デフリンピックを観戦しよう！ ／

学校観戦参加校を対象に出前授業を行います

１　概要

　今年11月に日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）で自転車競技が開催される東京2025デフリンピックについて、県では開催地周辺の小

中学校や特別支援学校を対象に観戦招待を行います。

　観戦に先立ち、デフリンピックやデフスポーツ、ろう者など障害への理解促進のため、学校観戦参加校のうち希望校を対象に地元ろう者等

による出前授業を行います。

２　出前授業

日程 学校 受講者数 内容

9⽉16日(⽕)

13:35〜15:15

韮山南小学校

住所:伊⾖の国市中

817-1

教室:視聴覚室

４年⽣

57⼈

講師︓中目光⼦⽒（ろう者、伊⾖の国市）

土屋桂⼦⽒（手話通訳、伊⾖の国市）

13:35〜14:20　デフリンピック概要、ろう者の理解

14:30〜15:15　手話講座、サインエールについて

9⽉22日(⽉)

10:00〜12:00

沼津特別

支援学校

住所:沼津市⼤塚823-1

教室:高等部棟２階　学習室

高等部

２年⽣

24⼈

講師︓中川みゆき⽒（ろう者、三島市）

佐久間寿恵⽒（手話通訳、函南町）

10:00〜11:00　デフリンピック概要、ろう者の理解

11:10〜12:00　手話講座、サインエールについて

（参考１）７月に実施した出前授業の様子

　　　　　　７月３日(木)土肥小中一貫校　　　　　　　　７月10日(木)伊豆中学校

　　　　　 　　

3　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を各授業日の２日前までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

４　授業実施予定（終了分も含む）

授業日 授業時間 学校名 対象者 ⽣徒数

6⽉12日(⽊) 10:20〜12:00 ⼤仁北小学校 ４年⽣ 37

幼稚部〜高等部

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


6⽉17日(⽕) 9:00〜12:30 沼津聴覚特別支援学校
幼稚部保護者有

24

7⽉3日(⽊) 13:45〜15:35 土肥小中一貫校 １〜９年⽣ 93

7⽉3日(⽊) 13:05〜14:55 韮山中学校 ２年⽣ 173

7⽉10日(⽊) 13:20〜15:10 伊⾖中学校 １〜３年⽣ 445

9⽉16日(⽕) 13:35〜15:15 韮山南小学校 ４年⽣ 57

9⽉22日(⽉) 10:00〜12:00 沼津特別支援学校 高等部２年⽣ 24

10⽉3日(⾦) 13:45〜15:25 修善寺東小学校 ４〜６年⽣ 46

11⽉4日(⽕) 10:30〜12:10 天城小学校 ４〜６年⽣ 94

合計 993

※10月以降の授業についても、順次別途記者提供予定

５　観戦事業について

　・ロード競技平日開催種目に対し会場周辺市町の小中学校や特別支援学校を観戦招待

・各学校から競技会場まで県がバスを手配する。

・観戦予定者：全11校1,287人（うち児童・生徒1,167人、引率者120人）

（参考２）東京2025デフリンピックについて

・４年に１度開催されるきこえない、きこえにくい人のための国際総合スポーツ競技大会

・開催期間：2025年11月15日（土）～26日（水）（12日間）

・全21競技のうち、自転車競技（ロード・ＭＴＢ）の２競技が日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）にて開催されます。



提 供 日 2025/09/09

タイトル 【変更】地震による住宅の倒壊から身を守る「防
災ベッド」を展示します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

※開催始期の変更等をお知らせします。（９月９日（火）14：00変更）

※台風15号による荒天予報のため、9/5(金)は「防災ベッド」の展示を取り止めます。
　開催始期等については別途お知らせします。（９月４日（木）14：00変更）

地震による住宅の倒壊から身を守る「防災ベッド」を展示します！

１　概　要
　県では、費用面等の理由により耐震化に踏み出せない世帯に対して、地震により住宅が倒壊しても
命を守ることのできる「減災化」の取組として、「防災ベッド」等の設置を呼び掛けています。
　このたび、県内４か所で、市町のイベントに合わせ「防災ベッド」を展示します。

２　日程等

No 期間 会場 参考（イベント名等）

１
9/5( 金)

 延期 （ 日程 は 調整中 ）

9/10(水)～9/23(火)

川根本町文化会館
(川根本町東藤川909-1)

合併20周年記念式典
文化団体発表会

２ 10/15(水)～10/19(日) 下田市民文化会館
(下田市四丁目1-2)

下田市ふれあい広場

３ 11/25(火)～12/2(火) 菊川市役所１階ロビー
(菊川市堀之内61)

地域防災訓練に伴う
防災資機材等の展示会

４ 12月頃 県東部の市町 （調整中）

３　防災ベッドとは
・地震による住宅の倒壊から身を守り、安心して就寝していただくため、ベッドにフレーム等を設置するものです。

４　展示する防災ベッド
・ニッケン鋼業　ベッド型シェルター『防災ベッド』

５　その他
・取材を希望される場合は、前日までに標記担当に御連絡ください。

　 ・ ９ 月 ５ 日 は 、 14：30 ～ 15：30 に 現地 にて 当課職員 が 取材対応 いたします 。



提 供 日 2025/09/10

タイトル 条例改正案検討委員会における検討結果の議長報
告

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

静岡県民の歯や口の健康づくり条例改正案検討委員会の検討結果を議長へ報告します。

　平成21年の「静岡県民の歯や口の健康づくり条例」の制定から15年が経過し、この間、「歯科口腔保健の推進に関する法律」が
制定されたほか、オーラルフレイル等の新たな概念が導入されるなど、歯科口腔保健を取り巻く状況の変化に着実に対応すること
を目的とした「静岡県民の歯や口の健康づくり条例改正案」の協議・調整が終了したため、委員会の正副委員長が議長に検討結果
を報告します。

１　委員会の名称
　「静岡県民の歯や口の健康づくり条例改正案検討委員会」

２　条例改正案の名称
　「静岡県民の歯や口の健康づくり条例の一部を改正する条例」

３　日　時
　　令和７年９月17日（水）午前10時00分から

４　場　所
　　議長室（県庁本館３階）

５　報告者
　　委員長　　鈴木　澄美　（自民改革会議）
　　副委員長　四本　康久　（ふじのくに県民クラブ）



提 供 日 2025/09/10

タイトル 静岡県議会令和７年９月定例会議事日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　令和７年９月10日(水)の議会運営委員会において、令和７年９月定例会の会期、議事日程及び
質問者が次のとおり決定されました。

１　会　　期 令和７年９月17日から10月９日まで　23日間
２　開議時刻 午前10時30分
３　日　　程

月　日 曜 議　　　　　　　　　　　事 備　　　考

９月17日 水

開　会
本会議　　１　会議録署名議員の指名
　　　　　２　諸般の報告
　　　　　３　会期の決定
　　　　　４　閉会中の継続調査の報告
　　　　　５　知事提出議案及び令和６年度決算の審議
　　　　　　　（上程、説明）

議会運営委員会

18日 木 　　休　　　会 　

19日 金
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：加藤祐喜(自改)、曳田卓(ふ県）

議会運営委員会

20日 土 　　休　　　会 　
21日 日 　　休　　　会 　

22日 月
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：牧野正史(公明)、遠藤行洋(無所属)、市川秀之(自改）

議会運営委員会

23日 火 　　休　　　会 　

24日 水
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：河原﨑全(自改)、松井優介(ふ県）、天野多美子(自改) 議会運営委員会

25日 木
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：小沼秀朗(自改)、相坂摂治(自改)
　　　　　良知駿一(ふ県)、中沢公彦(自改)

議会運営委員会

26日 金
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：野田治久(自改)、和田篤夫(自改)
　　　　　田口章(ふ県）、植田徹(自改)

議会運営委員会

27日 土 　　休　　　会 　
28日 日 　　休　　　会 　
29日 月 　　休　　　会 　
30日 火 　　休　　　会 　

10月１日 水 常任委員会 　
２日 木 常任委員会 　
３日 金 常任委員会 　
４日 土 　　休　　　会 　
５日 日 　　休　　　会 　
６日 月 　　休　　　会 　
７日 火 　　休　　　会 　
８日 水 　　休　　　会 議会運営委員会

９日 木
本会議　　知事提出議案の審議
　　　　 （上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）
閉　会

議会運営委員会

知事提出議案 　第126号～第146号
報　　　　告 　第25号～第34号
決　　　　算 　令和６年度一般会計、特別会計、公営企業



提 供 日 2025/09/10

タイトル 県議会全員協議会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議事課

TEL 054-221-2555

　県議会では、９月定例会開会日の本会議散会後に全員協議会を開催します。
全員協議会では、静岡県総合計画（案）について、関係部長から説明を受けます。

■　日　時　令和７年９月17日（水）本会議散会後

■　場　所　静岡県庁本館　県議会議場

■　出席者

　　○県議会議員

■　説明者
　　 
　　○企画部長

■　次　第　

　（１）開会
　（２）静岡県総合計画（案）の説明
　（３）閉会

■　その他

　（１）会議は、公開で行います。
　（２）県当局に対する質問等は行いません。



提 供 日 2025/09/10

タイトル 10月５日（日）「小さな自然再生」現地研修会
in庵原川　参加者募集

担　　当 交通基盤部 静岡土木事務所都市計画課

連 絡 先 中村　晃久

TEL 054-286-9336

「小さな自然再生」現地研修会ｉｎ庵原川を開催します！
～石倉カゴでつながる地域連携による多自然鰻川づくり～

　全国で川や水辺の自然再生活動に取り組む「小さな自然再生※１」研究会が、市民や行政等が協働でニホンウナギ保全を行う庵原川（静
岡市清水区）で現地研修会を行うことになりました。
　地域や大学生、行政等が協働で行う自然再生の取組や多自然川づくり※２に興味がある方はぜひお越し下さい。

１日　時 令和７年10月５日（日）９時から16時30分（8時30分から受付）
２会　場 横砂自治会館（静岡市清水区横砂本町26-18）及び庵原川一葉橋上流
３対　象 庵原川での小さな自然再生に興味・関心のある方々（年齢：中学生以上）
４定　員 50名（先着順）
５参加

費
無料（昼食のお弁当は有料）

６内　容 ・現地研修（午前）
－石倉カゴモニタリング調査体験（庵原川一葉橋上流）
・座学研修（午後）
－庵原川でのニホンウナギの生息環境保全活動の取組紹介
（伏見直基：いはらの川再生PJ会）
－小さな自然再生の方法と効果-今までの研究からわかった幾つかのこと
（萱場祐一：名古屋工業大学社会工学科環境都市分野）
－市民主導の川づくりが生み出す地域創造
（坂本貴啓：金沢大学人間社会研究域地域創造学系）
－庵原川でできることを考える（意見交換会）
※詳しくはチラシまたは下記ホームページをご覧ください。
http://www.collabo-river.jp/events/29thjrrntraining20251005/

７申込
み
問合
せ

日本河川・流域再生ネットワーク（ＪＲＲＮ）事務局（担当：和田・佐藤）にメールで申込
E-Mail：info@a-rr.net　TEL：03-6228-3861
記載事項はチラシを確認。令和７年10月1日（水）17時締切　

８主　催 いはらの川再生ＰＪ会、「小さな自然再生」研究会、
日本河川・流域再生ネットワーク

９協　力 静岡県静岡土木事務所、東海大学海洋学部水棲環境研究会、横砂自治会、
静岡市環境局環境共生課、公益財団法人リバーフロント研究所

※１小さな自然再生
－コストや時間を掛けず、小規模に生き物の棲み家を再生すること
詳しくはこちらを参照　http://www.collabo-river.jp/

※２多自然川づくり
－河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、 河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環
境及び多様な河川景観を保全・創出するために、 河川管理を行うこと 
詳しくはこちらを参照　https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/tashizen/index.html

1005.pdf1005.pdf

http://www.collabo-river.jp/events/29thjrrntraining20251005/
mailto:info@a-rr.net
http://www.collabo-river.jp/
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/tashizen/index.html


提 供 日 2025/09/10

タイトル 私は未来をモノにする！工科短期大学校第１回選
抜試験（令和８年度入学生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス

TEL 054-345-2033

私は未来をモノにする！工科短期大学校第1回選抜試験（令和８年度入学生）の実施

　ものづくりに興味関心があり、地域の産業や社会の発展に貢献する技術者の育成を目指す本校の令和８年度入学生の第１回選抜試験(学校長推薦選抜１・２、事業主
推薦選抜）を実施します。詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)をご覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第１回
学校長推薦選抜
　　　１・２
事業主推薦選抜

令和７年
９月17日(水)～10月１日(水)

令和７年
10月11日(土)

令和７年
10月22日(水)

２　募集学科及び募集人員等
募　集　人　員

推薦選抜キャンパス名 学　科 定　員
学校長推薦選抜

１・２
事業主推薦選抜

機械・制御技術科 30名 22名程度

電気技術科 20名 15名程度静岡キャンパス

建築設備科 20名 15名程度

機械・生産技術科 20名 15名程度

電子情報技術科 20名 15名程度沼津キャンパス

情報技術科 20名 15名程度

３　試験科目　　面接

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

＜参考（第２回以降の予定）＞
回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第２回
学校長推薦選抜１
事業主推薦選抜
一般選抜

令和７年
11月19日(水)～12月３日(水)

令和７年
12月13日(土)

令和７年
12月22日(月)

第３回 一般選抜
令和８年
１月14日(水)～１月28日(水)

令和８年
２月７日(土)

令和８年
２月16日(月)

※推薦選抜及び一般選抜毎の募集定員に達した学科は、以降の試験は実施しません。

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2025/09/10

タイトル 第２回海業推進セミナーを開催します！
海や漁村の魅力で地域を活性化

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連 絡 先 経済産業部水産・海洋局水産振興課

TEL 054-221-2744

第２回海業推進セミ ナーを開催します！
海や漁村の魅力で地域を 活性化

静岡県海業推進本部（会長：東海大学 李銀姫准教授）では、漁協や漁業者の所得向上を目的とし、海業に関する情報発信や関係
者の意識醸成に取り組んでいます。

今回のセミナーでは、海業推進の位置づけや漁港管理者の意識醸成をテーマとして、各地域において海業を具体的に推進するため
に必要な知識を身につけることを目的とします。

《日　時》令和７年９月12日（金）　午後２時から

《会　場》月の栖 熱海聚楽ホテル（熱海市田原本町２－19）

《対象者》漁港管理者（県土木、市町）、市町水産課、漁協、県水産関係部局、他

《内　容》
項目 内容 ポイント
開会 挨拶（李会長） 静岡県海業ロゴマークを発表します。
海業制度紹
介

海業制度の解説
（静岡県港湾企画課　宮内主事）

漁港管理の法制度について、改正されたポイント等を分か
りやすく解説します。

事例紹介 １網代港
（静岡県港湾企画課　宮内主事）
２西伊豆町
（西伊豆町役場　松浦係長）
３神奈川県
（神奈川県水産課　石橋副技幹）

既に海業に取り組んでいる地区から、漁港管理者としての
課題や解決法など、具体的な事例を紹介します。

情報発信 １補助事業紹介
（静岡県水産振興課　中村主査）
２海業マッチング
（（株）フィッシャーマンジャパンマーケティング　鈴木
氏）

海業を進めるうえでの補助制度やサービスを紹介します。

ワーク
ショップ

進行（李会長）
海業の取組を具体化するためのワークショップ

地域で行う取組について、実現するための課題や問題点、
その解決方法を参加者がグループワークで議論していきま
す。

■「海業」とは、海や漁村に関する地域資源の魅力を活用して所得向上を図る取組です。



提 供 日 2025/09/10

タイトル 目指せ技能日本一！技能五輪全国大会・全国アビ
リンピック静岡県選手団結団式の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班　三井

TEL 054-221-2954

　目指せ技能日本一！技能五輪全国大会・全国アビリンピック
静岡県選手団結団式の開催

10⽉17日から愛知県で開催される「第63回技能五輪全国⼤会」、「第45回全国障害者技能競技⼤会（全国アビリンピック）」に出場する本県選手団の結
団式を開催します。

１　結団式の概要
　（１）日時　令和７年９⽉17日（⽔）午後４時から５時まで
　（２）会場　県庁別館21階展望ロビー（⻄側）
　（３）内容
　　　○　選手団⻑及び選手紹介
    　 　技能五輪選手団⻑（静岡県職業能⼒開発協会⻑）
　　　 　同　選手　30⼈
　　　 　アビリンピック選手団⻑((独)高齢・障害・求職者雇⽤支援機構静岡支部⻑)
　　　　 同　選手　12⼈
　　　○　県旗授与　 授与者　平⽊副知事
　　　　　　　　　　　　　受領者　技能五輪︓建具職種　武藤　萌絵　選手

　　 　　　　アビリンピック︓データベース種目　武⽥　禎⾏　選手
　　　○　選手宣誓

　　技能五輪︓電⼯職種　渡邊　望帆　選手
　　　　　　　アビリンピック︓喫茶サービス種目　高塚　航平　選手　　

　　　○　選手団⻑挨拶
　　　○　平⽊副知事からの激励の⾔葉
　　　○　来賓挨拶　静岡県議会議⻑　⽵内　良訓 様　
　　　○　来賓紹介
　　　○　写真撮影

２　今回⼤会の概要

⼤会名 第63回技能五輪全国⼤会 第45回全国障害者技能競技⼤会
（全国アビリンピック）

日程 　令和７年10⽉17日（⾦）から
　　　　　　　10⽉20日（⽉）まで

　令和７年10⽉17日（⾦）から
　　　　　    10⽉19日（日）まで

会場 愛知県国際展示場　他14会場 愛知県国際展示場
出場選手 42職種約1000⼈(本県　10職種30⼈) 25種目428⼈(本県　12種目12⼈)

前回⼤会の
本県選手成績

　　　　　出場︓11職種　32⼈
　　　　　⼊賞︓ ９職種　16⼈

　　　　　　出場︓11種目　11⼈
　　　　　　⼊賞︓ ３種目  ３⼈



提 供 日 2025/09/10

タイトル 令和５年市町別「お達者年齢」を公表します

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2336

令和５年市町別「お達者年齢」を公表します

（要旨）
 県では、令和６年度（令和４年分）から、国及び国保中央会が算出している市町別「平均自立期間」をとりまとめて「お達者年
齢」として公表している。
 このたび、令和５年分「お達者年齢」をとりまとめたので公表する。

１　県の結果
　　令和５年の県全体の「お達者年齢」は、男性80.2年、女性84.3年である。

２　市町の結果
　　お達者年齢が最も長い市町は、男性は川根本町で82.1年、女性は湖西市で85.5年であった。

　＜「お達者年齢」が長い市町トップ５位＞

３　「お達者年齢」が長い市町の取組
市町名 順位 取組

川根本町 男性１位
各地区サロンの年間計画に介護予防事業を組み入れ、地域包括支援
センターや健康福祉課が出向いている。住民全世代対象（認知症の
方、要介護者を含む）のケアラーズカフェを開催。

湖西市 男性３位
女性１位

『湖西市に元気な高齢者を増やす』を目指す姿とし、➀社会参加促
進、➁フレイル予防、➂認知症予防の３本柱で、高齢者の通いの場
運営や栄養面・運動面・こころの面を意識した各種予防事業を展
開。介護認定に至る高齢者が少ないことも特徴。

菊川市 男性２位

出張健康相談事業「茶ちゃっと！出張健康チェック」、各種教室や
講座の開催、脳の健康チェック、ご当地体操（きくがわ体操、菊川
いきいき体操）の周知啓発、介護予防ボランティアの養成、シニア
クラブ活動支援等を行っている。

御前崎市 女性２位
おたっしゃ健康チェックリストの活用、おまえざき介護予防運動指
導士養成、ボランティアポイント制度、おまえざき体良教室、おま
えざき体良体操のYouTube配信等を行っている。

磐田市 男性３位
女性４位

保健師による健康教育や健康相談、まちの保健室を実施。いきいき
百歳体操による運動、口腔、認知機能の維持・向上、様々な分野の
専門職による短期集中予防事業等を行っている。高齢者人口あたり
の「通いの場」の数が県内４位（R5）。

三島市 女性３位
あらゆる分野に健康の視点を取り入れ、人もまちも産業までも健康
で幸せなまちを目指した「スマートウエルネスみしま」の推進。介
護予防事業として講座の開催や「みしまるっと体操」を普及。

裾野市 男性５位

寄り道ウォーキング、寄り道試食会、ナイトフィットネス等の実
施。全国に先駆け、平成22年に「裾野市民の歯や口腔の健康づくり
条例」を制定し、生涯にわたる健康と生活の質向上を目指してい
る。

島田市 女性５位
TE・Aプロジェクト、しまトレ推進事業、eスポーツ教室事業、しま
だ健幸マイレージ、健幸アンバサダー養成講座、健幸アンバサダー
フォローアップ講座、地域ふれあい事業等の実施。

森町 女性５位
健康マイレージ事業、介護支援ボランティアポイント制度、各種講
座の開催。「元気もりもりかわせみ体操」等の制作・普及、フレイ
ル予防のための「おたっしゃ横町」の開催等を行っている。

浜松市 女性５位

「ささえあいポイント事業」による生きがいづくりと介護予防、
「はままつ　食de元気応援店」でのフレイル予防の啓発、「栄養は
なまる弁当」の開発・販売（スマートミール認証取得）等を実施。
令和４年、「ウエルネス推進事業本部」を設置。

４　県の取組
　・お達者年齢の延伸に向け、生活習慣病等の疾病予防・重症化予防対策事業を市町と連携し進めている。
　・健康長寿の研究として、特定健診のデータ分析や結果の提供を行うとともに、特定健診、がん検診の受診率向上に取り組んで
いる。
　・通いの場を中心として地域活動への参加を促進することで、高齢者の介護予防、フレイル対策等を推進している。
　・研修会等を通じて、市町の関係者に好事例や先進事例を紹介している。

〈参考〉



・「平均自立期間（＝お達者年齢）」は、０歳の人が、あと何年、自立（＝要介護２未満）でいられるかの平均。
・ 当該市町の自立割合、人口当たり死亡数、全国の平均寿命の値を用いて算出。



提 供 日 2025/09/10

タイトル 県内企業・団体の社員・職員様向け「一人一品運
動協力隊」を募集します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-2328

県内企業・団体の社員・職員様向け「一人一品運動協力隊」を募集します！
　～障害のある方々がひとつひとつ丁寧に作った製品をお届けします！！～

　県では、障害のある人の収入の増加のため、「一人一品運動協力隊」と銘打ち、県内企業・団体の社員・職員を対象に、「ふじ
のくに福産品（授産製品の愛称）」のセット商品の受注販売を行っています。
　ＳＤＧｓに関する取組でもあるこの運動を県民全体で推進するため、昨年度に引き続き趣旨に賛同いただける企業・団体を募集
します。

(概要)
１　コース内容
コース 金額 コース内容(主な商品)

A 1,500円 お手軽ティータイムセット(焼き菓子、コーヒー等)
B 3,000円 贅沢なティータイムセット(焼き菓子、コーヒー、ハーブティ等)
C 3,000円 ちょっと気になるフードセット(レトルトカレー、にんにくみそ、

ポップコーン等)
D 7,500円 福産品大満足セット（上記のＡ+Ｂ+Ｃコースに季節のジャムが付い

てきます）

２　申込（振込）期限・納品時期
回次 申込（振込）期限  納品時期

第１回 令和７年10月15日（水） 令和７年11月中旬頃

第２回 令和７年11月14日（金） 令和７年12月中旬頃

第３回 令和８年１月16日（金） 令和８年２月中旬頃

３　応募方法
　　社内で取りまとめの上、申込用紙(県ＨＰに掲載)を(特非)オールしずおかベス
　トコミュニティあてメールにて提出。
　＜ＨＰアドレス＞

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/shuroshien/1040127/1003000/1023645.html

４　支払方法
　以下のいずれかの口座に代金をお振込ください。
　・ゆうちょ銀行　○八九支店　当座　135396　トクヒ）オールシズオカベストコミュニティ
　・静岡銀行　本店営業部　普通　1529519　トクヒ）オールシズオカベストコミュニティ
　※振込手数料は、当方で負担いたします。合計代金から手数料を引いた金額をお振り込
　　みください。
　

５　問合せ先
【募集・申込・納品に関すること】
　(特非)オールしずおかベストコミュニティ　
　電話番号:054-251-3515
　メールアドレス：ippin@all-shizuoka.or.jp

【一人一品運動協力隊全般に関すること】
　静岡県健康福祉部障害者政策課　
　電話番号:054-221-2328
　メールアドレス：shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/shuroshien/1040127/1003000/1023645.html
mailto:ippin@all-shizuoka.or.jp
mailto:shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


その他 ９９ １，４１５ １９．３％

合計 ４６４ ７，３４３ １００％

４　感染症別の発生状況について

（1） 新型コロナウイルス感染症　　
・新型コロナウイルス感染症については、感染者発生施設数及び総感染者数のいずれも８割が高齢者福祉施設で発生した。

　（単位：施設、人）
区分 高齢者福祉施設 障害者福祉施設 児童福祉施設 その他施設※ 社会福祉施設計

感染者発生施設数 ２６４ ４２ １９ ２ ３２７
構成比

（施設数） ８０．８％ １２．８％ ５．８％ ０．６％ １００％

総感染者数 ３，６２７ ６３６ １７４ ４９ ４，４８６
構成比

（総感染者数）
８０．８％ １４．２％ ３．９％ １．１％ １００％

平均 １３．７ １５．１ ９．２ ２４．５ １３．７
最小 ３ １０ ４ ３１ ３一施設当たり

感染者報告数
最多 １２４ ５３ ４１ ４９ １２４

※その他施設の２件は、救護施設。

（2） インフルエンザＡ型・Ｂ型
・インフルエンザＡ型・Ｂ型については、感染者発生施設数及び総感染者数のいずれも８割が児童福祉施設で発生した。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　（単位：施設、人）
区分 高齢者福祉施設 障害者福祉施設 児童福祉施設 その他施設 社会福祉施設計

感染者発生施設数 ２７ １４ １７３ ２１４
構成比

（施設数） １２．６％ ６．５％ ８０．９％ １００％

総感染者数 ３８２ ２０９ ２，３６２ ２，９５３
構成比

（総感染者数）
１２．９％ ７．１％ ８０．０％ １００％

平均 １４．１ １４．９ １３．７ １３．８
最小 １０ １１ ７ ７一施設当たり

感染者報告数
最多 ６９ ５３ ８５

発生の報告
なし

８５

（3） その他
・他に、手足口病、感染性胃腸炎、ノロウイルス、ヘルパンギーナ、ＲＳウイルス感染症について、以下のとおり感染報告があった。
・手足口病については、児童福祉施設において、主に７月～11月にかけて感染者が多数（100人以上）発生した。

　（単位：施設、人）

感染症 施設種別 感染症発生施設数 総感染者数

手足口病 児童福祉施設 １６１ ３，０７５

高齢者福祉施設 ８ ９６

障害者福祉施設 １ １８感染性胃腸炎

児童福祉施設 ３１ ４９１

高齢者福祉施設 １２ １２０
ノロウイルス

児童福祉施設 ５ ４８

ヘルパンギーナ 児童福祉施設 ７ ７３

高齢者福祉施設 １ ８
RSウイルス感染症

児童福祉施設 ５ ３８

【　静岡県公式ホームページ　】
「令和６年度　社会福祉施設等における感染症等発生情報（年報）」へのリンクはこちら↓
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/1077319/1071957.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/1077319/1071957.html


提 供 日 2025/09/10

タイトル 令和６年度社会福祉施設等における感染症等発生
動向

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉指導課

連 絡 先 法人児童指導班

TEL 054-221-2039

１　概要

　令和６年４月１日から令和７年３月30日までに、県が社会福祉施設等から報告を受けた感染症等発生情報について、感染症等発生動向とし
てまとめたので公表する。
　社会福祉施設等は、国通知に基づき、同一の感染症等が10人以上又は利用者の半数以上発生した場合には、行政機関に報告することと
なっている。

２　令和６年度の発生動向について

　施設種別毎の感染症発生総数は以下のとおり、総感染者数及び施設毎の構成比のいずれも令和５年度と大きな変化はなかった。
（単位：施設、人）

年度 区分 高齢者福祉施設 障害者福祉施設 児童福祉施設 その他施設 社会福祉施設計

感染者発生施設 ３３０ ５８ ４６４ ２ ８５４
構成比

（施設数） ３８．７％ ６．８％ ５４．３％ ０．２％ １００％

総感染者数 ４，４７９ ８７３ ７，３４３ ４９ １２，７４４
Ｒ６

構成比 ３５．１％ ６．９％ ５７．６％ ０．４％ １００％

感染者発生施設 ２９５ ７３ ４２１ ０ ７８９
構成比

（施設数） ３７．４％ ９．２％ ５３．４％ ０％ １００％

総感染者数 ４，５８５ １，０５９ ６，９０５ ０ １２，５４９
Ｒ５

構成比
（総感染者数） ３６．５％ ８．５％ ５５．０％ ０％ １００％

３　施設種別毎の感染症発生動向について

（1） 高齢者福祉施設
・高齢者福祉施設では、330施設4,479人の感染報告があった。
・高齢者福祉施設の総感染者数合計の81.0％が新型コロナウイルス感染症、8.5％がインフルエンザＡ型、2.7％がノロウイルスによる感染で
あった。

（単位：施設、人）

感染症 感染症発生施設数 総感染者数 構成比（総感染者数）

新型コロナウイルス ２６４ ３，６２７ ８１．０％

インフルエンザA型 ２７ ３８２ ８．５％

ノロウイルス １２ １２０ ２．７％

その他 ２７ ３５０ ７．８％

合計 ３３０ ４，４７９ １００％

（2） 障害者福祉施設
・障害者福祉施設では、58施設873人の感染報告があった。
・障害者福祉施設の総感染者数合計の72.9％が新型コロナウイルス感染症、23.9％がインフルエンザＡ型による感染であった。

（単位：施設、人）

感染症 感染症発生施設数 総感染者数 構成比（総感染者数）

新型コロナウイルス ４２ ６３６ ７２．９％

インフルエンザA型 １４ ２０９ ２３．９％

感染性胃腸炎 １ １８ ２．１％

その他 １ １０ １．１％

合計 ５８ ８７３ １００％

（3） 児童福祉施設
・児童福祉施設では、464施設7,343人の感染報告があった。
・児童福祉施設の総感染者数合計の41.8％が手足口病、32.2％がインフルエンザＡ型・Ｂ型による感染であった。
・また、ヘルパンギーナ、ＲＳウイルス感染症、伝染性紅斑等による感染者が、一定程度発生した。 

（単位：施設、人）

感染症 感染症発生施設数 総感染者数 構成比（総感染者数）

手足口病 １６１ ３，０７５ ４１．８％

インフルエンザA型・B型 １７３ ２，３６２ ３２．２％

感染性胃腸炎 ３１ ４９１ ６．７％



提 供 日 2025/09/10

タイトル 富士山静岡空港でのビジネスジェット
体験搭乗会に参加します

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港管理課

連 絡 先 大澤、安藤

TEL 054-221-3701

富士山静岡空港でのビジネスジェット体験搭乗会に参加します

　９月16日（火）、富士山静岡空港でビジネスジェット事業を展開するフジビジネスジェット株式会社が施設見学会と
体験搭乗会を開催します。
　体験搭乗会には、経済界からの参加者とともに、知事、静岡県議会副議長等が参加します。

（概要）

１　開催日　令和７年９月16日（火）

２　主　催　フジビジネスジェット株式会社

３　協　力　静岡県

４　場　所　フジビジネスジェット株式会社　富士山静岡空港ラウンジ
　　　　　（牧之原市坂口3520番地11　静岡空港内）

５　スケジュール
　（１）報道向け施設見学会 10:45～11:45
  （２）体験搭乗会    
        　12:00～13:50 富士山静岡空港発～関西国際空港着
　　　　　13:55～14:45 関西空港ビジネスジェット専用施設「玉響」見学
 　　　 ※悪天候時は、静岡空港発着の周遊フライトに変更　

６　取材について
　　  本日付けで、主催者から配布される報道関係者向けの御案内に記載されてい
　　る手続きに従い、取材申し込みをお願いします。
　　　（取材申込締切：９月12日（金）正午）



提 供 日 2025/09/10

タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニ
ング
(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

～高齢者の自転車事故防止に向けた講習も拡充して実施～

令和６年中の県内における高齢ドライバーによる人身交通事故は4,437件と、全体の約４分の１を占めています。
県では、高齢ドライバー事故を抑止するため、参加体験型研修「危険予測トレーニング（ＫＹＴ）研修」を次のとおり開催しま
す。
なお、今年度の研修では、自転車の交通事故を防止するために、交通ルールや罰則についての確認、自転車が関係する事故の特
徴、乗車用ヘルメットの効果などについて理解を深める講習も実施します。

＜９月の開催計画＞
　午前・午後の部の各回定員20名(募集済)で開催します。

取材を希望される場合は、撮影条件等について市町に確認するため、取材日直近の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願い
します。



提 供 日 2025/09/10

タイトル 令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練
第２回全体会議

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

災害に負けない志太のチカラ
～　自助、共助とあらゆる手段で駆けつける公助による防災力の強化　～

～令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練

第２回全体会議開催～

１　要　旨
令和７年度の総合防災訓練（実動訓練）は、令和７年10月19日（日）に、県と焼津市、藤枝市との共催により実施します。
この訓練を実施するに当たり、県・市と防災関係機関、自主防災組織等が各訓練会場における最終的な訓練内容を確認するため、第２

回全体会議を以下のとおり開催します。

２　日　時
令和７年９月17日（水）　13時00分から16時00分まで

　　
３　場　所
　　藤枝市生涯学習センター（藤枝市茶町１丁目５－５）

４　内　容
（１）開会（13時00分から）　
（２）訓練場所別会議（13時10分から）

　　　　　市別に分かれ、各訓練会場ごとに調整を行います。
　　　（３）機能別会議（14時30分から）

　　 航空、物資、医療救護及び海上ごとに分かれて調整を行います。

５　主　催
静岡県、焼津市、藤枝市

６　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、

消防、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機関、土木・建築関係機関、ボラン
ティア団体、自主防災組織ほか　計約80団体

＜問合せ＞

【総合防災訓練（実動訓練）全般及び第２回全体会議に関すること】
・静岡県危機管理部危機対策課　梶、吉田

　　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県中部地域局危機管理課　中島、柴田

　　　　　電話０５４－６４４－９１０４　ＦＡＸ０５４－６４４－９１０８

　　【焼津市が計画する訓練に関すること】
・焼津市防災部地域防災課　山下、鈴木

　　　　　電話０５４－６２３－２５５４　ＦＡＸ０５４－６２５－０１３２

　　【藤枝市が計画する訓練に関すること】
・藤枝市危機管理センター地域防災課　松井、山本

　　　　　電話０５４－６４３－２１１０　ＦＡＸ０５４－６４５－３０５０



提 供 日 2025/09/11

タイトル 浜名特別支援学校高等部 軽スポーツ部と湖西高等
学校サッカー部が合同練習をします！ 

担　　当 教育委員会 静岡県立浜名特別支援学校

連 絡 先 副校長　山本　恭子

TEL 053-594-5658

浜名特別支援学校高等部 軽スポーツ部と
湖西高等学校 サッカー部が合同練習をします！

浜名特別支援学校高等部軽スポーツ部は、学区内の高等学校との交流を目的として、湖西高等学校に出向き、サッカーの合同練習を行
います。１学期には２回、実施しました。湖西高等学校のサッカー部の監督や同年代の生徒から、技術や戦術を学び、技能の向上を図ること
も期待できます。

12月には、「第26回わかふじスポーツ大会」と来年１月の「ジュビロチャレンジドカップ」の出場を控えており、さらなる成長を目指します！

１　日　時
　　令和７年９月18日（木） 午後４時から４時45分（小雨決行）
　　　　　　
２　場　所
　　静岡県立湖西高等学校（湖西市鷲津1510-２）

３　内　容
　　サッカー部の合同練習

４　参加者
　　本校生徒　12人、湖西高等学校生徒　10人

５　問合せ先
　　静岡県立浜名特別支援学校
　　担　当　副校長　山本　恭子
　　電　話　053-594-5658

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/09/11

タイトル 令和７年度未来の扉を開く！小中高生プログラミ
ング講座

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和７年度未来の扉を開く！小中高生プログラミング講座 
プログラミング２Ｄａｙｓ ワークショップ

未来の経済発展を支える次世代人材育成の一環として、ワークショップを下記の通り開催いたします。２日間でアプリやWebサイトの開発に
挑戦。同世代の仲間たちと楽しみながら、自分だけのオリジナルデジタルプロダクト開発にチャレンジします。

１ 日時 １日目 令和７年９月14日（日）     午前９時30分から午後５時まで 
     　   ２日目 令和７年９月15日（月・祝）午前９時30分から午後３時30分まで 
   
２ 場所 清水テルサ 大会議室（静岡市東部勤労者福祉センター） 
   　　   〒424-0823 静岡市清水区島崎町223 
 
３ 対象 事前に申込した県内在住の小学５、６年生・中学生・高校生　約50人
 
４ 内容 ２日間でアプリやＷＥＢページを開発
　　　　 ・iPhoneアプリ プログラミングコース
　　　　 ・WEBデザインコース （HTML/CSS）

５ スケジュール
(1) １日目：９月14日（日）

9:30 オープニング
10:00 アクティビティ
10:30 プロダクト開発
12:30 昼食休憩
13:30 アクティビティ
14:00 プロダクト開発
17:00 終了・解散

 (2) ２日目：９月15日（月・祝）
9:30 オープニング

10:00 プロダクト開発
12:30 昼食休憩
13:30 成果発表＋体験会
15:00 エンディング
15:30 終了・解散

 ６ その他
取材を希望される場合は、事前に担当まで御連絡ください。

静岡県教育委員会　



提 供 日 2025/09/11

タイトル 「2025静岡県小学生バス無料デー」特設サイトの
公開－バスに乗って、出かけよう－

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3186

「2025静岡県小学生バス無料デー」特設サイトの公開
ーバスに乗って、出かけようー

県内全ての小学生が無料でバスに乗れるバス無料デーを12月13日（ 土） 、 14日（ 日） の２ 日間限定で実施します。全県の小学生
を対象とした無料デーとしては、全国初開催となった昨年度に続き２回目の実施です。特設サイトでは特典が受けられるイベント
やお出かけのモデルコース等を御案内しています。

 １  　  取組 のポイ ント
・路線バスの利用者が減少する中、地域の移動手段である路線バスを維持していくために、小学生やその家族の利用を促進し、「 バ

スに乗っ て育む」 意識を啓発します。
・バス無料デーと合わせ、県内各地で特典やサービスが受けら れるイ ベント を開催します。
・モデルコースでは、おすすめスポッ ト をバス停や時刻表情報と 合わせて紹介しています。
・こ の機会にぜひ、 地域の大切な公共交通であるバスをご利用ください。

 ２  　 2025 静岡県 バス 無料 デーのこ こ に 注目
特設サイ ト の公開 無料になるバス会社や対象路線、家族で楽しめるお得なイベン

ト情報など盛り沢山。情報は随時更新していきます。
https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/freeday2025/

バスの乗り 方・ マナー
が学べる動画

            

小学生の皆さんが学校や家庭で学べる動画「学ぼう！乗ろう！
静岡県のバスのひみつ」を作成しました。静岡県オリジナル
キャラクターバスの妖精「ハッピー」と一緒に学べる動画と
なっています。（上記特設サイトか、以下のURLで視聴いただ
けます）
https://youtu.be/0a1ESYxjII4

タ イ アッ プイ ベント 昨年度に続き、今年もバスでのお出かけをお楽しみいただける
「わくわくイベント」を実施します。
新規施設様も加わり、昨年度から更にバージョンアップして実
施します。イベントは随時更新しますので、特設サイトの「新
しいお知らせ」をご確認ください。（イベント一覧は別添資料
のとおり）

モデルコ ースの紹介 この時期ならではのイルミネーション、動物園・遊園地のモデ
ルコース情報をバス停や時刻表情報と合わせて紹介していま
す。ぜひお出かけの参考にしてください。

 ３  　 2025 静岡県 バス 無料 デーの 実施概要
（１）対象者
　　静岡県内の学校に通う小学生（約168,000人）

（国公立、私立小学校、特別支援学校小学部、外国人学校の全児童）
（２）利用方法
　　運賃を支払う代わりにリーフレットをバス運転士に提示
　　※リーフレットは、11月下旬頃、学校を通じて各家庭に配布
（３）対象路線
　　静岡県内を運行する路線バス、静岡県内のコミュニティバス

※対象外路線：土日運休路線、高速道路を走行する路線、空港アクセス線など

 ４  　  主催 、  協力
主催 ハッピーライドin静岡プロジェクト実行委員会

事務局　静岡県交通基盤部地域交通課（054-221-3186）
　　　　静岡県バス協会（054-255-9281）

構成団体 国、県、市町、（一社）静岡県バス協会、しずてつジャストライン
(株)、遠州鉄道(株)、(株)東海バス、伊豆箱根バス(株)、富士急静岡
バス(株)、富士急シティバス(株)、富士急モビリティ(株)、富士急バ
ス(株)、秋葉バスサービス(株)、山梨交通(株)、(株)大鉄アドバン
ス、日本平自動車（株）

協力企業団体 静岡鉄道(株)、県地球温暖化防止活動推進センター
協賛企業団体 静鉄グループ、（一社）静岡県自動車会議所、（一社）日本自動車販

売協会連合会静岡県支部
特別協賛：静岡ブルーレヴズ(株)

後援 静岡県教育委員会、（公社）静岡県私学協会

https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/freeday2025/
https://youtu.be/0a1ESYxjII4


　
（左：周知用チラシ、右：静岡県のバスの妖精「ハッピー」）

freeday tirashi.pdffreeday tirashi.pdf



提 供 日 2025/09/11

タイトル 県内のスタートアップ関係者によるネットワーキ
ングイベント「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Startup 
Forum in 三島市」開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

　　　　県内のスタートアップ関係者によるネットワーキングイベント
　　　　　「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Startup Forum in 三島市」開催！

１　要　旨
「ふじのくに“SEAs”Startup Forum 」は、県内で活躍するスタートアップやスタートアップ支援の取組を紹介するとともに、地域のスタート

アップと支援者の交流を促すことにより、静岡県内のスタートアップ支援の機運を高めることを目的としたイベントです。
このたび、県内全域を対象とした「ふじのくに“SEAs”Startup Forum in 三島市」を10月９日（木）に開催します。
県内のスタートアップ関係者の皆様、「ふじのくに“SEAs”」のご関心のある企業・団体の皆様、是非御来場ください。

　
２　「ふじのくに“ＳＥＡｓ” Startup Forum in 三島市」の概要



提 供 日 2025/09/11

タイトル 石塚浩司選手（陸上競技）による知事表敬

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

第25回世界移植者スポーツ大会において「やり投げ」で優勝した石塚浩司（いしづかこうじ）選手が、知事を表敬訪問する。

１　日　時　令和７年９月18日（木）13時30分から13時45分まで

２　会　場　県庁　東館５階　知事室

３　訪問者　石塚浩司　選手（第25回世界移植者スポーツ大会金メダリスト、袋井市職員）
　　　　　　中澤通訓　静岡マスターズ陸上競技連盟会長、元静岡県議会議員
　　　　　　伊藤和子　静岡県議会議員

４　次第　（１）訪問者の紹介
　　　　　（２）優勝報告
　　　　　（３）懇談
　　　　　（４）記念撮影

５　大会結果
　・やり投げ　優勝
　・円盤投げ　第４位
　・砲丸投げ　第５位
　・クリケットボール投げ　第７位

（参考）世界移植者スポーツ大会
　　臓器移植を受けた人のための国際スポーツ大会。スポーツを通じて命の力を体現し、
　臓器提供の大切さを世界に発信する機会として1978年に第１回大会が開催された。
　　※第25回は2025年８月17日～24日にドイツで開催



提 供 日 2025/09/11

タイトル 静岡県住宅振興協議会40周年イベント「暮らしを
育てる住まいのカタチ」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3070

静岡県住宅振興協議会40周年記念イベント
「暮らしを育てる住まいのカタチ」を開催します！

１ 要　旨
　静岡県住宅振興協議会は、住まいに関する情報を伝え、県民の皆様のよりよい住
生活並びに文化の向上に資するとともに、住宅建設の促進と住宅建設に関する技術
の向上を図ることにより、住宅産業並びに関連産業の振興に寄与することを目的とし
て昭和60年に設立されました。
　本年をもって40周年を迎えることから、記念イベントを開催します。
　第29回住まいの文化賞表彰式、協議会ロゴマークの発表・表彰のほか、タレントの
北斗晶氏によるトークセッションを行う予定です。
　たくさんの県民の皆様のご来場をお待ちしています！

２　開催概要
（１）日　時

令和７年10月５日（日）午後２時から４時まで
（２）場　所

グランシップ10階1001会議室（静岡市駿河区東静岡２丁目３−１）
（３）内　容

第１部　住まいの文化賞表彰式
第２部　静岡県住宅振興協議会新ロゴマーク発表・表彰
第３部　トークセッション（北斗晶氏×荒木麻里子アナウンサー）

３　申込先
　　　　インターネット専用フォームまたはＦＡＸでお申し込みください。
　　　　インターネット：https://req.qubo.jp/machisen/form/mI94qFyp
　　　　 ＦＡＸ：０５４－２２１－３０８３

４ 問い合わせ先
 　　 　静岡県住宅振興協議会事務局（くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課内）
    　　電話番号：054-221-3070

https://req.qubo.jp/machisen/form/mI94qFyp


提 供 日 2025/09/11

タイトル 令和７年度 静岡県財務部優良建築・設備工事表彰
式（財務部参事（営繕担当）表彰）の開催

担　　当 財務部 建築企画課

連 絡 先 企画第２班

TEL 054-221-3091

令和７年度 静岡県財務部優良建築・設備工事表彰式
（財務部参事（営繕担当）表彰）の開催

　建設技術の向上と適切な施工を推進し、併せて建設業の健全な育成・発展を図るため、財務部総務課、建築工事課、設備課発注
の建築及び建築設備工事の中から、優秀な工事成績を収めた企業や技術者を表彰します。

１　日時
　　令和７年９月18日（木）午後１時30分から

２　場所
　　札の辻「クロスホール」
　　（静岡市葵区呉服町1-30 ６階）

３　内容　
　　【第１部】静岡県優良建築・設備工事表彰式
　　　・財務部参事（営繕担当）表彰　
　　　　　優良工事部門　　２社
　　　　　優良技術者部門　４名
　　　　　働き方改革部門　１社
　　　
　　【第２部】安全管理講習会
　　　・優良建築、建築設備工事　事例発表
　　　・建設業の労働災害における安全講話（静岡労働局労働基準部健康安全課）
　　　・建築・設備工事における工事事故の防止について（静岡県工事検査課）

４　添付資料　
　　表彰式次第

　※取材に関しては事前に担当者へ御連絡ください。
　　問合せ先：建築企画課　企画第２班　岡谷（054-221-3091）

                                  



提 供 日 2025/09/11

タイトル 令和７年台風第15号による被害に係る普通交付税
（11月定例交付分）の繰上げ交付の決定

担　　当 総務部 市町行財政課

連 絡 先 交付税班

TEL 054-221-2098

（要旨）
令和７年台風第15号により被害を受けた市町に対し、総務省は、地方交付税法第16条第２項の規定に基づき、11月に定例交付すべき

普通交付税の一部の繰上げ交付を決定した。

（概要）
１　対象市町名・繰上げ交付額

　　　　　（単位：百万円）
対象市町名 繰上げ交付額

静岡市 2,865
焼津市 345
掛川市 291
牧之原市 170
吉田町 76
合計 3,747

　　 ※繰上げ交付については、災害救助法の適用が決定した10市町のうち、５市町が希望。

２　日程
　　令和７年９月11日（木）交付決定
　　令和７年９月12日（金）現金交付

＜参考＞
○　普通交付税の定例の交付時期は、４月、６月、９月及び11月の年４回(地方交付税法第16条第１項)
○　普通交付税の繰上げ交付は、大規模災害により被害を受けた地方公共団体における資金繰りを円滑にするために、定例の交付時期

を繰上げて交付するもの
　○　繰上げ交付額は、11月定例予定交付額の30％



提 供 日 2025/09/11

タイトル 静岡県総合研修所もくせい会館１階の一部をクー
リングシェルターとして開放しました！

担　　当 総務部 職員厚生課

連 絡 先 福利厚生班

TEL 054-221-2020､2021

１　概要
　　 静岡県総合研修所もくせい会館１階の一部について、静岡市から、「指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）」として指定を受け、９月
10日から開放を始めました。
　厳しい暑さから一時的に避難できる休憩所として御利用ください。
　

２　開放場所
項　目 内　　容

開放場所
もくせい会館１階の一部（元レストラン及びその付近の通路）
静岡市葵区鷹匠３丁目６番１号

用途 クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）※
開放日

時間

令和７年９月10日（協定締結日）～10月22日（第４水曜日）
　【運用期間後も休憩場所等として開放を継続します。】
もくせい会館施設開館日の午前９時から午後５時まで

利用者 県民等　最大許容人数　20人
※熱中症警戒情報が発表されていなくても利用できます。

※　（参考）クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）
・気候変動適応法及び独立行政法人環境再生保全機構法の一部を改正する法律

（令和６年４月全面施行）に規定された指定暑熱避難施設
・ 熱中症特別警戒 アラートが 発表 された 際 に 、 危険 な 暑 さから 避難 できる 場所 として

 市町村 が 指定（登録の際には市町村と協定を締結）
　　・利用者は、特に手続なく自由に利用可能





提 供 日 2025/09/11

タイトル 焼津市オープンデータ地域ワークショップ（マッ
ピングパーティ）を開催します

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2242

＜取材依頼＞

   

 令和7年9⽉15日（⽉曜・祝）にオープンデータ地域ワークショップ（マッピングパーティ）を、焼津市にて開催します。
 今回は、焼津市が公開するデジタルマップサービス「スマートマップ焼津」を活用し、市内をまち歩きして、集めた情報を登録し、秋に港
湾エリアで開催されるイベントで利用できるマップの作成を⾏います。

１ 日 時  令和７年９⽉15日（⽉曜・祝） 午前9時30分 から 午後0時30分 まで 

２ 会 場  焼津市役所1階 会議室1B（静岡県焼津市本町2丁目16-32） 

３ 内 容  マッピングパーティ（焼津市内をまち歩きして情報を集め、デジタルマップに登録、作成及び成果発表） 
 
４ 対 象  学⽣、企業、⼀般など 

５ 参加者  20名（募集終了）

６ 主 催  静岡県、焼津市スマートシティ推進協議会

７ 問合せ  静岡県企画部統計活用課
       電話番号︓054-221-2242
      （当⽇取材いただける場合は、事前に御連絡ください。）



提 供 日 2025/09/12

タイトル 令和７年度 東部地区キャリア教育スクールを開催
します

担　　当 教育委員会 静岡県立富士特別支援学校

連 絡 先 進路指導主事　望月　伸哉

TEL 0545-36-2345

令和７年度 東部地区キャリア教育スクールを開催します

　将来の就労を目指す生徒を対象に、職業生活、職業自立に必要な知識、技能、態度を育成し、一人ひとりの可能性を広げることを目的とし
て、東部地区の特別支援学校12校が合同で開催します。

１　日　時
　　令和７年９月18日（木）午前９時30分から午後２時25分まで

２　会　場
　　ぬまづ健康福祉プラザ　サンウェルぬまづ（沼津市日の出町１-15）

３　内　容
　 ・ 9:30～10:00　 開校式

・10:00～10:50　 講義「『働く』を考える～仕事ってなんだろう～」
　　　　　　　　　　  講師 ：トヨタ自動車東日本株式会社　繁田氏
・11:00～14:00　 作業体験、グループワーク（12:05～12:55　昼休憩）
・14:00～14:25　 活動発表

４　参加者
　　東部地区特別支援学校に通う高等部２年生　103人、教員　50人、計153人
 
５　問合せ先
　　静岡県立富士特別支援学校
　　担　当　進路指導主事　望月　伸哉
　　電　話　0545-36-2345

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/09/12

タイトル クラウン（ピエロ）と仲よくなろう～静岡南部特
別支援学校に「クラウンサーカス」が来ます～

担　　当 教育委員会 静岡県立静岡南部特別支援学校

連 絡 先 教頭　稲木　龍元

TEL 054-285-1633

　　クラウン（ピエロ）と仲よくなろう
　　～静岡南部特別支援学校に「クラウンサーカス」が来ます～

静岡南部特別支援学校に、ＴＥＡＭパフォーマンスラボから「クラウンサーカス」が来ます。ジャグリング、バルーン、パントマイム、マジック、
アクロバット等、パフォーマンス集団の「クラウンサーカス」が会場と一体となって、笑い満載のパフォーマンスをします。クラウン（ピエロ）とのコ
ミュニケーションを通して、皆で笑い、驚き、楽しむ時間を経験します！

１　日　時
　　令和７年９月19日（金）午前10時30分から午前11時30分まで

２　会　場
　　静岡県立静岡南部特別支援学校　体育館
    （静岡市駿河区曲金５-３-30）

３　内　容
　　会場と一体となってサーカスを楽しみます

４　参加者
　　・クラウンサーカススタッフ
　　・本校児童生徒、教職員、保護者
　　・静岡視覚特別支援学校児童生徒、教職員
　　・静岡済生会療育センター令和利用者、職員

５　その他
　　肖像権に配慮が必要な児童生徒等がいるため、当日、教頭が説明・対応します。児童生徒等の写真・動画撮影ができない場合もありま
す。

６　問合せ先
　　静岡県立静岡南部特別支援学校
　　担当　教頭　稲木　龍元
　　電話番号　　054-285-1633

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/09/12

タイトル 静岡県立中央図書館「くずし字解読講座」参加者
募集

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

静岡県立中央図書館「くずし字解読講座」の参加者募集

～初めて古文書に触れる人のために～

　静岡県立中央図書館歴史文化情報センターでは、Webページで公開している「くずし字解読講座」を活用し、初心者向けのくず
し字解読講座を行います。

県内に残る江戸時代の古文書の解読を通じ、くずし字を解読するコツを身につけます。

現在、参加者を募集中です。

１　日　　時　令和７年10月16日(木)、21日（火）、23日（木）、28日（火）

　各回とも13時30分から15時00分まで

２　会　　場　静岡県立中央図書館３階　中集会室

　　　　　　　（静岡市駿河区谷田53-1）

３　講　　師　歴史文化情報センター職員

４　定　　員　20人(先着順、要事前申込）

　　　　　　　全４回すべての講座に参加できる方を対象

５　参 加 費　無料

６　申込方法　・ふじのくに電子申請サービス

　　　　　　　・電話　054-262-1246

　　　　　　　・来館（総合案内カウンターにて受付）

※当館ホームページを御覧ください。
https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/post_203.html

静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/post_203.html


提 供 日 2025/09/12

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業課　鈴木

TEL 054-221-2209

工事請負契約等に係る入札参加停止

独占禁止法違反行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係る
入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

【１】
　１　入札参加停止の内容

　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第４号（独占禁止法違反行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
　　

項目 措置対象業者
商　　　　 号 ＩＨＩ運搬機械株式会社
代表者氏名 代表取締役　赤松　真生
本店所在地 東京都中央区明石町8-1
停 止 期 間 ３か月

　　　

　３　入札参加停止の理由
　　　ＩＨＩ運搬機械株式会社を含む機械式駐車装置メーカーらは、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為を行っていたとし
て、令和７年３月24日、公正取引委員会が違反事実を認定した。なお、ＩＨＩ運搬機械株式会社は、課徴金の減免制度の適用を受けている。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年９月13日から令和７年１２月12日まで

　（参考）　
　
　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第４号

措置要件 措置期間
業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、工事等の契約の相手方として不適当であると認められると
き。

６か月以上24か月以内

　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第４条第３項
　　　知事は、有資格業者について情状酌量すべき特別の事由があるため、別表各号、前２項及び
　　第５条第１項第１号から第３号までの規定による入札参加停止の期間の短期未満の期間を定め
　　る必要があるときは、入札参加停止の期間を当該短期の２分の１まで短縮することができる。



提 供 日 2025/09/12

タイトル 静岡発のアップサイクル製品の開発を支援する
「未利用食材活用トライアル拠点」を初開設しま
す！

担　　当 経済産業部 工業技術研究所食品科

連 絡 先 渡瀨、松野

TEL 054-278-3026

　　　　　　　　　　静岡発のアップサイクル製品の開発を支援する

　　　　　　　　　　「未利用食材活用トライアル拠点」を初開設します！

１　要　旨
　静岡県では、令和７年４月に開始した静岡ウェルネスプロジェクトの一環として、工業技術研究所に未利用食材を活用した新た
なアップサイクル製品の開発を支援する「未利用食材活用トライアル拠点」を９月29日（月）に初開設します。
　このたび、トライアル拠点の開設に併せて、アップサイクル製品の開発促進に向けた企業交流、マッチング等を図るため、オー
プニングセレモニー・キックオフセミナーを開催します。

２　開催概要
区　分 内　容
日　時  令和７年９月29日（月）　13時30分から17時00分まで
場　所  工業技術研究所　講堂 （静岡市葵区牧ケ谷2078）
参加者  食品・ウェルネス関連産業等に関心のある企業、大学等の研究機関　ほか

次　第

 １　オープニングセレモニー
  (1)挨拶　
　　 静岡県経済産業部　部長　齊藤卓己
　(2)未利用食材活用トライアル拠点の紹介
     静岡県工業技術研究所　所長　鈴木敬明　
　(3)看板上掲

 ２　キックオフセミナー
　(1) 講演
　・「過熱蒸煎機による『かくれフードロス』削減への挑戦」
　　　ASTRA FOOD PLAN株式会社　代表取締役社長　加納千裕氏
　・「未利用資源を原料とした発酵アップサイクル技術」
　　　株式会社ファーメンステーション　CTO　杉本利和氏
　(2) 試食会・ネットワーキング
      講演２社が開発したアップサイクル製品の試食　ほか
　(3) 拠点見学会
　　  新たに整備した加工機器を含む工業技術研究所の食品関連装置を見学

３　取材・問い合わせ先
 　取材等を希望される場合には、事前に工業技術研究所 食品科へ御連絡の上、開始時刻までに会場へお越しください。
　　
    〇 未利用食材活用トライアル拠点、キックオフセミナー等に関すること

工業技術研究所　食品科　（担当：渡瀨、松野）
電話番号：054-278-3026　E-Mail：sk-syokuhin@pref.shizuoka.lg.jp

　　〇 静岡ウェルネスプロジェクトに関すること
経済産業部産業革新局　新産業集積課　新産業集積第２班（担当：柳）
電話番号：054-221-2985　E-Mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

 　 〇 参加申込先
　　　　キックオフセミナー等への参加を希望される場合には、以下の専用申込
　 フォームから令和７年９月19日（金）17時までにお申し込みください。
　　 ＜参加申込みURL、二次元コード＞
　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17284
　　

　  

４　未利用食材活用トライアル拠点の概要
項　目 内　容

目　的 アップサイクル製品の試作・品質評価等の支援拠点を整備し、県内企業の未
利用食材を活用したアップサイクル製品等の研究開発を推進

役　割

・技術相談（未利用食材の活用方法）
・加工・試作支援（未利用食材の加工方法の検討）
・評価・研究（加工品の品質評価、企業との共同研究）
・広報・共創支援（企業向けセミナー、研究会等の開催）

新規整備
機器

装置名 主な用途

低温除湿乾燥機 低温（５～45℃）で未利用食材を乾燥させ、
香りや有効成分を保持した素材が得られる

食品用ボールミル 未利用食材を粉砕することで、素材として使
いやすい粉末やペーストが得られる

発酵培養機 精密な温度制御下で未利用食材を発酵させる
ことで、有用なエキスを回収できる

運用開始 　令和７年９月29日（月)

mailto:sk-syokuhin@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17284


提 供 日 2025/09/12

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（9/5～9/11）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報(第608報)
＜野生イノシシの豚熱検査結果(9/5～9/11)結果判明分＞

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

　新たに検査結果が判明したのは、下表の48頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

　平成30年９月以降、18,689頭（死亡390頭、捕獲18,299頭）の検査を実施し、

625頭の陽性（死亡171頭、捕獲454頭）を確認しています。

＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/09/12

タイトル 安定ヨウ素剤事前配布住民説明会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2543

PAZ圏内の住民を対象に、安定ヨウ素剤の事前配布のための住民説明
会を開催します。

（概　要）
　静岡県と御前崎市及び牧之原市は、原子力災害に備えて、ＰＡＺ圏内（原子力発電所からおおむね半径５ｋｍ以内）の住民を対
象に、平成28年度から安定ヨウ素剤の事前配布のための住民説明会を開催しています。
　今年度は、昨年度の住民説明会に参加できなかった方や新たに転入された方などを対象に、本説明会にて安定ヨウ素剤の事前配
布を行います。

１　日時、会場

開催日 開催時間 会場 住所
９月20日(土) 13時～20時 白羽小学校体育館 御前崎市白羽3521-3
９月28日(日) 10時～18時 第一小学校体育館 御前崎市池新田1520

10月５日(日) 10時～18時 地頭方原子力防災セン
ター 牧之原市新庄297-1

11月９日(日) 10時～18時
相良原子力防災セン
ター 牧之原市須々木150

２　今年度の配布対象者
　・御前崎市　　　　　　　　約15,300人
　・牧之原市（一部の地域）　約6,000人

３　実施内容
　・配布対象者には、事前配布住民説明会の案内状等を事前に送付しています。
　・当日は、安定ヨウ素剤の効果や服用上の注意点等を説明するＤＶＤを視聴後、
  事前に記入していただいたチェックシートを薬剤師、保健師が確認（必要に応
  じて医師が問診）し、服用可能と判定された方に安定ヨウ素剤を配布します。

４　安定ヨウ素剤の効果
　　原子力災害による甲状腺の内部被ばくが懸念される事態において、40歳未満の
　方が安定ヨウ素剤を適切に服用することにより、放射性ヨウ素による甲状腺の内
　部被ばくを予防・低減することができます。

※取材していただく際の注意事項
 ・当日、来場いただけましたら、会場の調整・責任者にお声がけください。
 ・取材、撮影に際しては、住民等のプライバシーに御配慮をお願いします。



提 供 日 2025/09/12

タイトル 祝百歳高齢者、百歳以上高齢者の状況の公表

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

令和７年度に県内で百歳を迎える方は、1,583 人に。

　１　祝百歳高齢者の状況【調査時点:９月１日】

　　・県内の祝百歳高齢者（大正14年４月１日生から大正15年３月31日生）は、
　　
　　　1,583 人( 男性:262 人 、 女性:1,321 人 ）　

　　　対前年比129人増（男性 29人増、女性 100人増）

　　・祝百歳高齢者には、国祝状、記念品、県寿詞を贈呈する。

　２　百歳以上高齢者の状況【調査時点:９月１日、年齢:９月15日時点】

　　　県内の百歳以上高齢者数は、3,025人（男性:388人、女性:2,637人）

　　　対前年比108人増（男性 29人増、女性 79人増）　　

    (１)　年度別百歳以上高齢者（９月15日時点の満年齢）
　　　

　　　

    (２)　県内最高齢者（９月15日時点の満年齢）
　　　
　　　　　森谷　よし（もりや　よし）さん　112歳　（女性、伊豆市在住）

　３　その他
　　　昨年度まで、100歳以上の方のうち情報提供の同意が得られた方については、
　　敬老の日に当たり、紙面に掲載できるよう該当者の氏名リストを報道機関に提
　　供しておりましたが、高齢者を狙った詐欺事件や強盗事件の多発など、足下の
　　社会情勢に鑑み、今年度から報道機関へのリスト提供を取り止めます。



提 供 日 2025/09/12

タイトル 令和６年度静岡県の観光交流客数及び旅行消費額

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2858

令和６年度静岡県の観光交流客数及び旅行消費額

１　要　旨

　　令和６年度の本県の 観光交流客数 は 、1 億4,034 万人 で 、 前年度比100.5 ％となった。

　また、 県内旅行消費額 は 、8,359 億円 で 、 前年度比105.9 ％となった。

２　観光交流客数の推移

　・観光レクリエーション客数は、２年連続で１億2,000万人台となった。

　・宿泊客数は、1,950万人で前年度比104.4％となった。

項　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

人数 8,348万人 9,606万人 12,482万人 13,960万人 14,034万人
観光交流客数

対前年度比 56.7％ 115.1％ 129.9％ 111.8％ 100.5％

人数 7,265万人 8,297万人 10,733万人 12,093万人 12,084万人
観光レクリエーション客数

対前年度比 57.0％ 114.2％ 129.4％ 112.7％ 99.9％

人数 1,083万人 1,309万人 1,749万人 1,867万人 1,950万人
宿泊客数

対前年度比 55.2％ 120.9％ 133.6％ 106.7％ 104.4％
※端数処理の関係で合計が一致しない場合がある。

３　県内旅行消費額の推移　

　・令和６年度の 県内旅行消費額 は8,359 億円 で 、 前年度比105.9 ％（469 億円 の 増 ）と

　　なり、 過去最高額 を 更新した。（※これまでは令和5年度が最高額）

　・日本人の旅行消費額は8,028億円で、前年度比103.4％（265億円の増）、外国人の

　　旅行消費額は331億円で、前年度比262.7％（205億円の増）となった。

　・費目別では、土産・買物代が2,481億円で、前年度比117.8％（375億円の増）とな

　　った。

（単位：億円）

令和５年度 令和６年度 対前年度比

区分
全　体

日本人 外国人
全　体

日本人 外国人
全　体

日本人 外国人

全　体 7,890 7,763 126 8,359 8,028 331 105.9％ 103.4％ 262.7％

交通費 1,964 1,961 3 2,016 2,009 7 102.6％ 102.4％ 233.3％

宿泊費 2,028 1,983 45 1,991 1,887 104 98.2％ 95.2％ 231.1％

飲食費 1,341 1,318 23 1,408 1,352 56 105.0％ 102.6％ 243.5％

土産・買物代 2,106 2,065 41 2,481 2,366 115 117.8％ 114.6％ 280.5％

入場料等 370 368 3 371 362 9 100.3％ 98.4％ 300.0％

費
目
別
内
訳

その他 81 68 13 91 52 39 112.3％ 76.5％ 300.0％
※端数処理の関係で合計が一致しない場合がある。

４　地域別の観光交流客数

　・伊豆地域、富士地域、西駿河奥大井地域では、観光レクリエーション客数、宿泊

　　客数ともに前年度から増加し、観光交流客数は、県全体の伸び率を上回った。

　・駿河地域、中東遠地域、西北遠地域では、観光レクリエーション客数が、前年度を

　　下回り、観光交流客数は減少した。（大河ドラマ関連の入込客の減等）

　・宿泊客数は、全地域で前年度から増加し、特に富士地域は、前年度比114.0％と

　　好調だった。

令和５年度 令和６年度 対前年度比

項目
観光交流

客数 観光レクリエー
ション客数 宿泊客数

観光交流
客数 観光レクリエー

ション客数 宿泊客数

観光交流
客数 観光レクリエー

ション客数 宿泊客数

県全体 13,960万人 12,093万人 1,867万人 14,034万人 12,084万人 1,950万人 100.5% 99.9% 104.4%

伊豆地域 3,930万人 2,906万人 1,024万人 3,967万人 2,917万人 1,050万人 100.9% 100.4% 102.5%

富士地域 3,152万人 2,910万人 243万人 3,276万人 2,999万人 277万人 103.9% 103.1% 114.0%

駿河地域 2,354万人 2,152万人 202万人 2,319万人 2,106万人 213万人 98.5% 97.9% 105.4%

西駿河
奥大井地域

1,011万人 920万人 92万人 1,056万人 962万人 94万人 104.5% 104.6% 102.2%

中東遠
地域

1,674万人 1,570万人 104万人 1,662万人 1,557万人 105万人 99.3% 99.2% 101.0%

西北遠
地域

1,811万人 1,609万人 202万人 1,730万人 1,518万人 212万人 95.5% 94.3% 105.0%

一括調査 27万人 27万人 ― 24万人 24万人 ― 88.9% 88.9% ―

※端数処理の関係で合計が一致しない場合がある。「一括調査」は、川釣りなど全県的に実施された特定の市町に区分できないイベント等へ年間の入込客数を県が一括して調査したもの。

＜地域別の動向＞



地域 主な観光スポットの動向

伊　豆
・三島スカイウォーク（約112万人　5.0％減）
・伊東マリンタウン（約210万人　0.7％増）
・道の駅伊豆ゲートウェイ函南（約197万人　0.1％減）

富　士 ・道の駅朝霧高原（約78万人　104.7％増）
・富士川楽座（約351万人　1.1％増）

駿　河
・どうする家康静岡大河ドラマ館（皆減）
・大道芸ワールドカップ（約83万人　29.1％減）

西駿河奥大井 ・焼津さかなセンター（約129万人　2.0％増）

中東遠
・小國神社（約82万人　4.7％増）
・掛川城（約14万人　1.7％増）
・ふくろい遠州の花火（約40万人　増減なし）

西北遠
・浜松まつり（約245万人　4.0％減）
・どうする家康浜松大河ドラマ館（皆減）



提 供 日 2025/09/12

タイトル ベルテックス静岡による平木副知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

ベルテックス静岡の代表及びチーム関係者が、2025‐26シーズンＢ２リーグ開幕戦を前に、シーズンの意気込みを報告するため、平木副知事を表敬訪問し
ます。

１　日　時　令和７年９月18日（木）15時00分から15時30分まで

２　場　所　県庁東館５階　副知事室

３　訪問者　ベルテックス静岡
　　　　　　　松永　康太　代表取締役社長
　　　　　　　加納　誠也　選手

４　次　第　(1)　訪問者紹介
　　　　　　(2)　挨拶及びシーズンへの意気込み
　　　　　　(3)　歓談
　　　　　　(4)　記念撮影

※囲み取材は県庁東館５階特別応接室で行います。

（参考）シーズン開幕戦（2025-26シーズン）について
対戦相手：ライジングゼファー福岡（昨シーズン戦績：０勝６敗）
日　　時：令和７年10月２日（木）・３日（金）19時05分TIPOFF
場　　所：静岡県武道館（藤枝市）



提 供 日 2025/09/12

タイトル 県内オススメ情報のショート動画投稿を募集！
～「Instagramコンテスト」初開催♪～

担　　当 スポーツ・文化観光部 企画経理課

連 絡 先 企画経理班

TEL 054-221-3612

県内オススメ情報のショート動画投稿を募集！

～「Instagramコンテスト」初開催♪～

１　要　旨
・本県の世界一やここにしかないモノなど “ 静岡 ならでは ” を 素材 とした 「Instagram コンテスト 」 を 初開催する。制作動画は、 県内 コンビニエン

 スストアの 店内 ビジョンやイベント 会場等 で 放映 するなど 、 幅広 く ＰＲする。

２　概　要
　

名　　称 しずおかインスタバズリ王決定戦

期　　間 令和７年９月16日（火）～11月28日（金）

内　　容
・県民や観光客等に“刺さる”ショート動画を幅広く募集
・各ジャンルの「再生回数及びいいね数」が最も多い投稿者へ賞を授与

ジャンル

(テーマ)

ジャンル テーマ
世界一の静岡ゆかりの受賞賞品
（ジェラート、チョコレート、日本酒 等）食
ティーツーリズム（茶の間 等）

観光 富士山静岡空港、駿河湾フェリー
サイクルツーリズム（フジイチ、ハマイチ、イズイチ 等）

スポーツ
東京2025デフリンピック

歴史 しずおか遺産
和食展

文化
芸術

文化芸術体験
（SPAC演劇鑑賞、匠宿の伝統工芸体験、県立美術館での鑑賞 
等）

動画対象 媒体：Instagram、時間：15秒～30秒

賞 最優秀賞：50千円　※各ジャンルごと選定

その他 最優秀者等を対象とした「授賞式」をLIVE配信（予定）※日程調整中
県ＨＰ https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002057/1041006/1077306.html

問合せ先  受託者：株式会社sunny promotion（mail：official@sunny-promotion.com）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002057/1041006/1077306.html
mailto:official@sunny-promotion.com


提 供 日 2025/09/12

タイトル 静岡県立中央図書館に海洋プラスチック問題が分
かる展示ブースを設置中です！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

静岡県立中央図書館に海洋プラスチック問題が分かる展示ブースを設置中です！

＜期間：8/30(土)～9/28(日)＞

静岡県立中央図書館と共催で、プラスチックごみの海洋流出防止を呼び掛ける特設展示を開催中です。海洋プラスチック問題やそ
の対策を分かりやすく解説した本を展示しています。
本を通して、海洋プラスチックごみ問題について楽しく学び、SDGsの14「海の豊かさを守ろう」について考えるきっかけにしてみ
てください。
　　　
１　日　程　令和７年８月30日(土)から９月28日(日)まで（図書館開館日）
２　場　所　静岡県立中央図書館２Ｆ閲覧室（静岡市駿河区谷田53-1）
３　内　容　　
　　・海洋汚染等の環境問題が分かる本の紹介、ポスター等の展示による６Ｒ実践の啓発
　　・プラスチックやSDGｓに関連する本を集めた蔵書コーナーも設置しています。
４　展示の様子

　　 　
　
５　取材及び問合せ先
　　現地取材を希望される場合は、下記問合せ先まで御連絡ください。
　　＜問合せ先＞　静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資源循環班
　　　　　　　　　電話番号：054-221-2426
６　備考
　　県では、海洋プラスチックごみを防止するため、これまでの「リデュース、リユース、リサイクル」の「３Ｒ」に、レジ袋な
どの提供を断る「リフューズ」、外出時のごみを持ち帰る「リターン」、河川や海岸を清掃する「リカバー」の新たな３つのＲを
加え「６Ｒ」とし、県民に発生抑制と流出防止の実践を呼び掛ける本県独自の海洋プラスチックごみ防止「６Ｒ県民運動」を実施
しています。



提 供 日 2025/09/12

タイトル 浜松財務事務所における法人事業税の加算金決定
事務の遅延

担　　当 財務部 税務課

連 絡 先 税務課　浜松財務事務所

TEL 税務課 054-221-2850･3509

浜松財務事務所 053-458-7140

１　概要

浜松財務事務所において、税務調査により外形標準課税対象法人に修正申告を指示し、申告を受領したものの、その後の事務処理を
適正に行わなかったため、申告内容の確認及び過少申告加算金の決定処理が遅延し、過少申告加算金１期分が賦課できない事案が発
生した。

当該法人には事情を説明するとともに、３期分の過少申告加算金の決定通知書及び納付書を送付する。
今後は、未処理事業年度の確認を毎回行うことに加えて、チェック表により事務処理の完了を確認すること及び申告の審査時にも修正

申告の可能性の有無を確認することで再発を防止する。

２　経緯
年月日 内　　容

令和６年１月９日 ・税務調査により、修正申告確定。
　　　 １月11日 ・当該法人に調査結果を通知し、修正申告書の提出を依頼、過少申

告加算金については、後日通知書及び納付書を送付する旨伝え
た。

　　　 ２月29日 ・修正申告を調定。
※ 修正申告調定の翌月以降に是認処理及び加算金決定を行うべき

ところ行わなかった。
令和７年８月21日 ・担当者が処理状況を確認したところ、是認処理及び過小申告加算

金の決定処理が未実施だったことが判明した。

３　事業年度、賦課すべき過少申告加算金等

期別 事業年度 法定納期
限

期間制限
（法定納期限から５年）

過少申告加算
金

（賦課の可否）
R2.3期 H31.4.1～

R2.3.31
R2.5.31 R7.5.31 6,400円（×）

R3.3期 R2.4.1～R3.3.31 R3.5.31 R8.5.31 5,900円（〇）
R4.3期 R3.4.1～R4.3.31 R4.5.31 R9.5.31 9,600円（〇）
R5.3期 R4.4.1～R5.3.31 R5.5.31 R10.5.31 6,100円（〇）

４　原因と対策

原因 再発防止策

・修正申告に係る是認処理及び加算金決定
の実施の有無を確認しなかった。

・事務処理要領に基づき未処理事業年度の
確認を随時行うところ、その確認を適時行
わなかった。

・県税システムにより未処理事業年度の確認
を毎月確実に実施する。

・新たにチェック表を作成し、行うべき事務処
理の完了を確認する。

・申告審査において、期間制限に係る修正
申告の可能性の確認を行う。



提 供 日 2025/09/12

タイトル 令和７年度短期集中単位互換授業「ふじのくに学
（静岡県西部地域の特性と産業）」開講！（取材
依頼）

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

「 ふじ のく に学（ 静岡県西部地域の特性と 産業） 」 の開講
～本県西部地域の産業や企業を 知り 、 理解を 深める 短期集中講義を 開講し ます～

１　要　旨
本県は、大学進学時における県外流出率が約７割等、若年層の人口減少という大きな課題を抱えています。
そこで、県及び公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、県内大学生の地元企業への理解促進を図るとともに、県内企業

を選択する動機付けを行うための産学官連携による企業体験型授業（ふじのくに学）※を開講しています。
今年度も本県西部地域の特性や産業、地域の抱える課題について学ぶ『ふじのくに学：静岡県西部地域の特性と産業』を開講し、西部地

域の特性や産業・企業について理解を深める機会を設けます。

　　※他大学の科目を履修し、在籍大学の単位として認定するもの。
　　　現在の単位互換協定校は以下の10校です。
　　　静岡英和学院大学、静岡県立大学、静岡産業大学、静岡大学、
　　　静岡文化芸術大学、静岡理工科大学、常葉大学、
　　　沼津工業高等専門学校、浜松学院大学、東海大学静岡キャンパス

２　概　要
項　目 内　容
講義名 ふじのくに学（短期集中単位互換授業）「静岡県西部地域の特性と産業」
実施日程 令和７年９月16日（火）、19日（金）、24日（水）
講義内容 本県西部地域の特性や産業に関する講義、企業見学

定員（対象） 15人（大学１年生を優先）
開設大学 静岡文化芸術大学
実施方法 （公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアムによるコーディネート

３　スケジュール（詳細は、別添行程表を参照ください。）
実施日 内容

【１日目】
9/16（火）
9:00～
18:00

＜講義＞静岡文化芸術大学内
・ガイダンス、概論　静岡文化芸術大学　小杉 大輔教授
・静岡県西部地域の特性と産業について概論

（一財）しんきん経済研究所　間淵 公彦所長
＜学外実習＞

・(有)春華堂　浜北工場（浜松）

【２日目】
9/19（金）
9:00～
17:00

＜講義＞静岡文化芸術大学内
・遠州地域の繊維産業について、繊維業に関する講義・ワークショップ

静岡文化芸術大学　藤井 尚子教授、東京藝術大学　桂川 美帆非常勤講師
＜学外実習＞

・繊維産業関連の工場見学　武藤染工(株)(浜松)、古橋織布(有)（浜松）

【３日目】
9/24（水）
8:20～
17:00

＜学外実習・講義＞
　(株)河合楽器製作所　竜洋工場（磐田）にて

・楽器学概論　静岡文化芸術大学　奥中 康人教授
・ピアノの歴史と河合楽器製作所について　河合楽器製作所
・楽器工場見学
ヤマハ（株）(浜松)にて
・ヤマハ株式会社について　ヤマハ株式会社
・ヤマハ イノベーションロード見学

４　問い合わせ先
※取材いただける際には、必ず事前に下記連絡先まで御連絡ください。
　 直接 、 大学 や 企業 に 連絡 することは 控 えてください 。

（連絡先）公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム　担当：秋山
　　前日までの連絡先…054-249-1818
　　講義当日連絡先……080-8265-7980



提 供 日 2025/09/12

タイトル 静岡県台湾事務所、沖縄県・ANA台湾との合同観光
セミナー開催　３者合同観光セミナーは初開催

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、沖縄県・ANA台湾との合同観光セミナー開催

３者合同観光セミナーは初開催

・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、９月21日、沖縄県産業振興公社台北事務所（以下「沖縄県台湾事務所」）、日商全日本空輸股
份有限公司台湾分公司（以下「ANA台湾」）と合同で 「 静岡× 沖縄×ANA 合同 セミナー 」 を 開催します。

・ ３ 者 が 合同 で 観光 セミナーを 開催 するのは 、 今回 が 初となります。

＜概要＞
日　時　2025年９月21日（日）14時～16時（受付：13時30分～14時）
会　場　IEAT会議中心１楼セミナールーム（台北市中山区松江路350号）
主催者　静岡県台湾事務所、沖縄県台湾事務所、ANA台湾
参加者　訪日旅行に興味関心のある台湾の方など　約230名
参加費　無料（事前登録制、定員230名、応募者多数の場合は抽選）
内　容　14時00分～　開会、各者代表挨拶（当事務所、沖縄県台湾事務所、ANA台湾）

14時05分～　静岡県の紹介（講師：日本旅人塾経営者MEGUMI氏等）
14時50分～　沖縄県の紹介（講師：石垣島宣伝部長FOX氏等）
15時35分～　ANAの紹介（講師：ANA台湾社員等）

＜開催の経緯＞
・台湾に設置されている日本の都道府県の事務所は、 当事務所 と 沖縄県 の ２ つのみです。

昨年度 当事務所 と 沖縄県台湾事務所 で 開催 した 合同 セミナーが 好評だったことを受け、今年度も開催が決定しました。

＜昨年度からの変更点＞
・今年度は新たに、 静岡 ⇔ 那覇路線 を 運航 する 唯一 の 航空会社 であるANAを主催者に加え、同社の台湾⇔日本路線および国内線ネット

ワークについて紹介します。また、同社が静岡⇔那覇を運航している旨を紹介し、セミナー参加者の訪日旅行意欲の喚起を図ります。

●本講座において、 メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします。
 セミナー 開催後 の 素材提供の御希望も承ります。
御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先を以下問合せ先までお知らせください。

　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2025/09/12

タイトル 令和７年９月公表予定の統計データ

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班、人口就業班、商工・経済班

TEL 管理･普及班 054-221-2298､人口就業班 

054-221-2995､商工･経済班 054-221-2248

国が所管する基幹統計調査を含め、県が実施している統計調査について、
当月に公表を予定しているものをお知らせします。

＜令和７年９月公表分＞(注)内容は変更となることがあります。
統計調査名等
（所管）

公表
予定日

公表内容等 調査時点 担当班

静岡県の推計人口
（静岡県）

９月19日
(金）

県及び市町別　推計人口・世帯数
県及び市町別　推計人口動態

令和７年
９月１日現在

人口就業班

毎月勤労統計調査
（厚生労働省)

９月30日
(火）

県内の事業所における賃金、労働時間、
雇用の概要

令和７年
７月分

商工・経済班

静岡県鉱工業指数
（静岡県）

９月30日
(火） 鉱工業の生産、出荷及び在庫の各指数 令和７年

７月分
商工・経済班

※「統計センタへーしずおか」へ　→https://toukei.pref.shizuoka.jp/

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/09/12

タイトル ＪＲ静岡駅で令和７年国勢調査啓発プロモーショ
ンの実施

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2298

ＪＲ静岡駅で令和７年国勢調査の啓発プロモーションを実施します！

　国勢調査は、我が国の人口や世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的として、５年周期で実施されます。
令和７年(2025年)調査は、大正９年(1920年)の調査開始以降、22回目の調査で、令和７年10月１日現在、外国人も含め日本に住んでいるす

べての人、世帯が対象です。
　今回、９月20日から調査書類が各世帯に配布されるのを前に、調査の開始をＰＲするとともにインターネット回答を促進するため、ＪＲ静
岡駅構内で啓発プロモーションを実施します。　

１　日時
　　令和７年９月19日（金)　午前７時30分～午前８時30分

２　場所
　　ＪＲ静岡駅構内東海道本線改札前

３　実施内容
　　リーフレット及びウェットティッシュを配布し、国勢調査の実施や
　かんたん便利なインターネット回答をＰＲします。
　　静岡県のマスコットキャラクター「ふじっぴー」も参加します。

４　調査スケジュール

５　取材に関するお願い
　　ＪＲ静岡駅へ取材に来ていただく際は、前日午後４時までに、
　県統計活用課又はＪＲ東海静岡支社静岡広報室まで御一報願います。



提 供 日 2025/09/16

タイトル 静岡県立中央図書館「オンラインデータベース活
用講座」参加者募集

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

静岡県立中央図書館「オンラインデータベース活用講座」の参加者募集
～法情報データベースの使い方・活かし方～

　静岡県立中央図書館では、各種商用オンラインデータベースを利用することができます。上手に活用することで、新聞・雑誌記
事や学術論文、法令、裁判の判例などの情報を検索・閲覧し、調査・研究に役立てることができます。

今回のオンラインデータベース活用講座では、法情報データベース【D1-Law.com】を使って、身近な事件・事故などに関する法
律の適用、裁判例の見方をわかりやすく紹介します。

現在、参加者を募集中です。

１　日　　時　令和７年10月18日（土）13時30分 ～ 15時30分

２　会　　場　静岡県立中央図書館３階　中集会室

　　　　　　　（静岡市駿河区谷田53-1）

３　講　　師　山内　享郎　氏（第一法規株式会社　販売促進第一部）

４　定　　員　20人(先着順、要事前申込）

　　　　　　　パソコンの基本的な操作ができる方を対象

５　参 加 費　無料

６　申込方法　・ふじのくに電子申請サービス

　　　　　　　・電話　054-262-1246

　　　　　　　・来館（総合案内カウンターにて受付）

参加者には、期間限定でご自宅でもご利用いただける体験用ＩＤをお配りします！

新聞にも掲載されない判決文の全文を見たり、法律条文の改正前後の比較等、法律関係の正確な情報の探し方を確認しましょう。

※当館ホームページを御覧ください。

https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/post_202.html

静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/post_202.html


提 供 日 2025/09/16

タイトル 第11回静岡県高等学校ビブリオバトルの開催

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

～第11回静岡県高等学校ビブリ オバト ルの開催～

県内の本好きな高校生が一堂に会し自慢の本を紹介し合う「静岡県高等学校ビブリオバトル」を開催します。
予選を勝ち抜き、決勝に進出した８名が熱いバトルを繰り広げます。会場にいる全員が投票者となり「いちばん読みたくなった
本」に投票し、一番得票数の多い本が「チャンプ本」となります。今年の栄冠はどの本に？

１　日時
　　令和７年９月20日（土）午後１時30分から決勝戦開始

２　会場
　　常葉大学静岡草薙キャンパス（静岡市駿河区弥生町６－１）

３　発表者
　　決勝進出者８名（午前中に発表参加者による予選を実施）

４　その他
　　チャンプ本の発表者は、静岡県代表として「全国高等学校ビブリオバトル決勝大会」の出場権を得ます。

【参考：ビブリオバトルとは】
　発表者が制限時間内に自慢の本を紹介した後、その発表に関するディスカッションを行います。そして、どの本を一番読みたく
なったかを発表者及び観戦者全員が投票し、最も票を集めた「チャンプ本」を決定します。

静 岡 県 教 育 委 員 会



提 供 日 2025/09/16

タイトル ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：
天竜高校）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：天竜高校）

＜天竜高校の企画＞

　〇場所：静岡県立天竜高等学校　３階視聴覚室（浜松市天竜区二俣町二俣601）

　〇日時：令和７年９月23日（火・祝）午前９時00分〜午後３時00分

　〇内容：天竜区のクローバー通りの開発をテーマに建築に関心のある小・中学生から寄せられたアイデアを高校生と協働で模型化する。その後、建築
士による審査等を行う。

＜ドリーム・プロジェクトとは＞

（趣旨）

変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダー

シップを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。

（対象）

原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒

（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営

・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

＜参考：ドリーム・プロジェクト2025　企画一覧（13校13企画）＞
番号 学校名 開催日 タイトル 内容 概要

1 沼津商業高校  9/3～9/24(事前学
習)

　R8/1/23(金)(発表)

10年後も社会にとって必要とされる沼津商業
高校に向けて～東部唯一の単独商業高校と
して、静岡県の商業教育の拠点を担う唯一無
二の学校へ～

イベント 高校生による中学生への出前授業を通じて、高校の魅力を発信し、
10年後の沼津商業高校の発展につなげる。

2 沼津特別支援学校
愛鷹分校

9/11日(木)
10月(作品配付)

世界にひとつだけのカップラーメンを作ろう！ 体験活動 オリジナルのカップラーメン作りを通して、カップラーメンの構造理解や
調理の楽しさを生徒に知ってもらう。

3 天竜高校 9/23(火・祝)
※8/5(火)交流会

こどもと描く未来の街
～キッズ建築プロジェクト in クローバー通
り～

イベント 建築に興味がある小中学生からアイデアを募り、天竜区役所等と協力
し、天竜地区の活性化につなげる。

4 科学技術高校 10/1(水) 放課後ラグビー10周年記念
～リーチ・マイケル氏・佐藤幹夫氏から目標
設定と努力の大切さについて学ぶ～

講演会 ラグビー日本代表主将のリーチ・マイケル氏を招き、講演と実演を通じ
て努力を続ける大切さなどを学ぶ。

5 静岡農業高校 10/4(土) 可能性は ∞ 竹バイオエタノール作り イベント 地域住民などに、放任竹からバイオエタノールを作り、ガソリンの代替
品として活用できることを実演する。

6 御殿場高校 10/25(土)
11/29(土)
12/20(土)

ＳＤＧｓ～ビジネスを身近に感じてみよう～
（Ｓ：商業を　Ｄ：大好きになろう　Ｇ：御殿場　
ｓ：strategy　作戦）

イベント 商業にまつわるイベントを開催し、ビジネス体験をテーマとしたＳＤＧｓ
に貢献できる機会を作る。

7 裾野高校 11/1(土)
11/24(月・祝)

静岡県スポーツ～知る・見る・学ぶ・体験す
る～
地元スポーツを応援しよう！

イベント 県内のプロスポーツチームを招き、静岡県のスポーツの認知度を上
げ、スポーツを通して静岡県を盛り上げる。

8 ふじのくに国際高校 11/3(月・祝) Always Creative Tale 
～若者の個性を活かす演劇～

イベント 著名な俳優を招き、演劇を創作して披露する。また参加者とトークセッ
ションを行い、地域貢献の機会を創出する。

9 焼津水産高校 11/22(土) i see tail を広めよう！ イベント マグロの尻尾は食材として潜在価値が高いため、マグロの尻尾を新た
に商品化し、焼津の地場産業を盛り上げる。

10 静岡商業高校 11/24(月・祝) 静商絆フェス～静岡ってこんなに素晴らし
い！～

イベント 高校生によるサッカーや野球などの各大会の開催や、体操教室の実
施を通じてスポーツの素晴らしさを伝える。

11 清水南高校 12/6(土) 静岡でHYGEEを知ろう！
身近なところで幸せを感じてみませんか。

イベント デンマーク語の「HYGEE（時間の過ごし方）」に触れ、日本人に合う居心
地の良い時間や幸せな人生について考える。

12 湖西高校 12月中旬以降
完成予定

湖西市の魅力あるヒト・モノ・コト・バショ その他 湖西市の魅力を取材してまとめたものを一冊の本に仕上げて、市内外
の関係各所や市内小中学校に配布する。

13 沼津東高校 12/27(土)
11月～1月
（2回実施）

地域と中高生をつなぐ芸術
～感動と舞台をみんなに～

イベント 介護施設の入居者向けの音楽会やレクリエーション、未就学児や低学
年児童向けの様々な楽器の音楽会を開催する。

＜問い合わせ先＞　天竜高校（053-925-3139）



提 供 日 2025/09/16

タイトル 静岡県議会令和７年９月定例会の開会日における
常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会令和７年９月定例会の開会日の全員協議会終了後、常任委員会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 記

委員会名 日    時 場    所 内　容

文教警察 　9月17日（水）
全員協議会終了後

第６委員会室 新県立中央図書館整備に
ついて

※開始時刻は、全員協議会終了後、庁内放送でお知らせします。
　また、委員会は調査が終了次第、散会となります。
　なお、委員会室は県庁本館４階にあります。



提 供 日 2025/09/16

タイトル 食欲の秋に遠鉄百貨店と仕掛ける静岡ご当地フェ
ア
～広島の百貨店 福屋に静岡人気グルメが集結～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

食欲の秋に遠鉄百貨店と仕掛ける静岡ご当地フェア

～広島の百貨店 福屋に静岡人気グルメが集結～

（要　旨）

○ 県は県産品の需要拡大とブランド力向上を図るため、百貨店との連携を強化しています。

○その一環として、このたび、株式会社遠鉄百貨店と連携し、同社が強化に取り組んでいる百貨店間のネットワークを活用し、県外百貨店

（福屋八丁堀本店（広島県広島市））において、県産品を販売する「静岡ご当地フェア」を開催します。

○当フェアでは、うなぎパイや浜松餃子など静岡を代表する人気グルメが集結するとともに、令和７年２月に実施した遠鉄百貨店との商談

会で商談成立した３社16商品をテスト販売します。

＜フェアの概要＞
　　　　区　　　分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容

名　　　称  静岡ご当地フェア
開催日  令和７年９月18日（木）～24日（水）７日間
会　　場  福屋八丁堀本店　地下１階　特設会場(広島県広島市中区胡町6-26)

企画・運営  株式会社　遠鉄百貨店

商　　品

　遠鉄百貨店が水産加工品、菓子、お茶など13社88商品を調達し、販売予定。

区　分 主な商品（下線は商談会成約商品）

水　産

浜名湖うなぎ蒲焼・白焼、釜揚げしらす・桜えび、富士山サー
モンのオリーブオイルマリネ・バジルオイルマリネ、金目鯛干
物・味噌漬け、 かつおオリーブオイル 漬 け （ 缶詰 ）、 ミナ
 ミマグロ 頭肉 のオリーブ 油漬 け 香草仕立 て （ 缶詰 ）

菓　子
うなぎパイ、こっこ、三ヶ日みかんバウムクーヘン、とろける生
チョコクッキー、 富士丸 くん 、 富士山 パウンド

 その他 最高級煎茶、抹茶、富士宮やきそば、浜松餃子、Honeyboy(蜂
蜜）

　　　　備     考  ・上記商品にあわせて、遠州織物等も販売予定。

 ・また、会場内に静岡県PRブースを設置し、観光パンフレットを配架。



提 供 日 2025/09/16

タイトル 「製造現場にＡＩを！」中小製造業向け「AI活用
セミナー」
－外観検査や異常検知など現場で使えるAIの基
礎・事例を紹介－

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 研究調整班

TEL 054-221-2609

「製造現場にＡＩを！」中小製造業向け「AI活用セミナー」

－外観検査や異常検知など現場で使えるAIの基礎・事例を紹介－

１　要　旨
　静岡県では、県内中小製造業の経営者や情報システム担当者を対象に、AIの基礎をわかりやすく学べる「AI活用セミナー」を県内３会場
で開催します。
　第１回は、９月30日（火）に浜松会場にて開催します。本セミナーでは、製造現場で活用が進む機械学習やディープラーニングに焦点を
当て、AIの基礎知識や活用事例をわかりやすく解説します。
　セミナー後には、AI導入に関する個別相談会も予定しており、参加費は無料です。

２　開催概要

日時 令和７年９月30日（火）　14：00～17：00

会場 遠鉄百貨店　新館13階（浜松市中央区旭町12-1）

対象 県内中小製造業の経営者・情報システム担当者　等

内容
１、 AIの基本講義
２、ディープラーニング入門デモ
３、AI導入に関する個別相談会（希望者のみ）

参加費 無料（事前登録制）

詳細・申込
下記URLから申込↓

https://www.jdla.org/ai-dl-frontline/seminar-hamamatsu-20250930/

主催 静岡県
（企画運営：一般社団法人日本ディープラーニング協会）

３　今後の予定
　・第２回：令和７年11月下旬　東部（三島市又は沼津市）

　・第３回：令和８年１月下旬　中部（静岡市）

　　詳細については、静岡県公式ホームページで順次更新・公表します。

（ https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/kigyoshien/1077290.html ）

https://www.jdla.org/ai-dl-frontline/seminar-hamamatsu-20250930/
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/kigyoshien/1077290.html


提 供 日 2025/09/16

タイトル 農福連携により生産された新鮮な野菜などをお届
けします。農福連携マルシェを開催します！（取
材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

農福連携により生産された新鮮な野菜などをお届けします。

農福連携マルシェを開催します！（取材依頼）

１　要　旨
　 県では、障害のある人の工賃向上と農業の担い手不足解消を図るため、障害のある人の農業分野での職域拡大を支援しています。
　この度、県内３か所で、障害福祉事業所で生産、加工された新鮮な野菜や丁寧に作られた加工品等を販売する「農福連携マル
シェ」を開催します。

２　概　要
名　称 開催日 会　場 出店内容

イオンタウン
富士南販売会

９月20日（土）
10:00～16:00

イオンタウン富士南 
1階 サウスコート（
静岡県富士市鮫島
118-10）

・県内の福祉事業所７事業所
が出店
・野菜、多肉植物、焼菓子、ア
クセサリー、雑貨等を販売

しずてつ
フェスタマルシェ

９月21日（日）
10:00～17:00

ツインメッセ静岡南
館大展示場（静岡
市駿河区曲金3丁
目1-10）

・県内の福祉事業所４事業所
が出店
・焼菓子、アクセサリー、雑貨等
を販売

静岡空港マル
シェ（空の日イベ

ント）

９月27日（土）・
28日（日）
11:00～16:00

富士山静岡空港 
3Fホール＆展望
デッキ（牧之原市坂
口3336-4）

・県内の福祉事業所９事業所
が出店予定
・野菜、果物、茶、焼菓子、ジャ
ム、軽食、雑貨等を販売

※当日取材については、各マルシェ開催日の前日までに障害者政策課就労・施設班(054-221-3619)へ連絡ください。
※しずてつフェスタマルシェについては、前々日19日（金）までに連絡願います。

３　問合せ先
　　認定NPO法人オールしずおかベストコミュニティ（事業受託者）
　　電話：054-251-3515　メール:noufuku@all-shizuoka.or.jp

09270928soranohichirashi.pdf09270928soranohichirashi.pdf

mailto:noufuku@all-shizuoka.or.jp


提 供 日 2025/09/16

タイトル インドからの介護人材受入れセミナーを開催しま
す!

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

インドからの介護人材受入れセミナーを開催します！
～インドからの介護人材の受入れに関心をお持ちの静岡県内介護事業所関係者様はぜひ御参加ください！～

　高齢化に伴う介護需要の増加により、介護職員の不足が見込まれており、介護人材の確保は喫緊の課題となっています。
　高齢化の更なる進行と生産年齢人口の減少により、国内のみで介護人材を確保することは困難であるため、本県では様々な外国
人介護人材確保対策を行っております。
　今回、外国人介護人材確保対策の一環として、まだ広く知られていないインド人介護人材について、県内介護事業所に理解を深
めていただくため、セミナーを開催します。

１　日　　時　令和７年９月29日（月）午後２時～午後４時

２　開催方式　オンライン及び対面方式（県庁別館２階第１会議室Ａ）

３　対 象 者　インドからの介護人材の受入れに関心のある介護事業所の管理者等

４　プログラム　
　　〇県内介護事業所と登録支援機関によるインドからの介護人材受入れに関する事例紹介
　　〇インド現地送出機関によるインドからの介護人材の送り出しに関する取組紹介

５　主　　催　静岡県、静岡県社会福祉法人経営者協議会、静岡県老人福祉施設協議会

６　参 加 費　無料

７　申込方法
　　　参加を希望される方は、以下ＵＲＬからお申込みください。
　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17499

８　申込締切　令和７年９月24日（水）まで

９　お問い合わせ先
　　　静岡県健康福祉部福祉長寿局介護保険課介護人材班（担当：大長）
　　　電話番号：054-221-2084

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17499


提 供 日 2025/09/16

タイトル ９月19日に「認知症の日（アルツハイマーデー）
街頭キャンペーン」を実施します。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策課

TEL 054-221-2442

～９月21日は「認知症の日（世界アルツハイマーデー）」・
９月は「認知症月間」です～

各地で認知症に関する普及啓発活動が行われています！

１　概要
　アルツハイマー病等に関する認識を高め、世界の患者と家族に援助と希望をもたらすことを目的に、毎年９月21日の世界アルツ
ハイマーデーには世界各地で認知症に関する啓発活動が行われています。
　また、令和６年１月に施行された「認知症基本法」においても、９月を「認知症月間」、９月21日を「認知症の日」と定め、認
知症に関する啓発活動を行うこととされています。県でも、公益社団法人認知症の人と家族の会静岡県支部等と連携し、以下の啓
発活動を実施します。

２　実施内容

（１）街頭活動

日　時 令和７年９月19日（金）　午前11時から12時まで
場　所 JR静岡駅　コンコース（改札付近）

内　容 認知症コールセンターほか、認知症に関する啓発パンフレット等を静
岡駅利用者に配布する（500部程度）

参加者
主催　認知症の人と家族の会静岡県支部
共催　静岡県、静岡市
協力　エーザイ（株）、（公社）静岡県作業療法士会等

備　考

・当日は、生きがいと健康づくりのイメージキャラクター「ちゃっ　
　ぴー」が登場します。
・現地で取材いただく場合は、事前に東海旅客鉄道株式会社静岡支社
　の総務課　及び　福祉長寿政策課（054-221-3250）までご一報いた
だきますようお願いします。

    
（参考 令和６年の街頭活動）

３　その他

（１）ライトアップ

　　公益社団法人認知症の人と家族の会静岡県支部の取組で、認知症のイメージカラーであるオレンジ色のライトアップが実施さ

れます。

日　時 令和７年９月21日（日）
場　所 フジスカイビュー（富士川楽座）

備　考

・現地撮影のための事前連絡は不要です。
・フジスカイビューでのライトアップは、公益社団法人認知症の人と
家族の会によりYouTubeでライブ配信されます。

（ＵＲＬ　https://youtu.be/LycVPK5P0AU　）
・富士川楽座入口にて、ライトアップ開始時刻に合わせ、認知症の人
と家族の会が啓発チラシを配布します。

（２）各市町における取組

　　　　　県内各地の取組の一覧を県ＨＰで公開していますので、下記のＵＲＬ又は２次

　　　元コードからアクセスしてください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/ninchisho/1040562/1022566.html

　　　

https://youtu.be/LycVPK5P0AU
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/ninchisho/1040562/1022566.html


　　【参考　世界アルツハイマーデー/認知症の日】

　国際アルツハイマー病協会（ADI：世界100の国と地域が加盟）が認知症への理解を深め、本人や家族への施策が充実されること

を目的に、世界中で啓発活動を行います。

　日本では、令和６年１月に施行された認知症基本法において、９月を「認知症月間」、９月21日を「認知症の日」と定め、認知

症に関する啓発活動を行うこととされています。県内および全国各地で「認知症の人と家族の会」がリーフレットの街頭配布や講

演会を行うほか、各種団体による行事が行われています。



提 供 日 2025/09/16

タイトル 静岡ユニバーサルＭａａＳ実証事業
モニターツアーを実施します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3617

静岡ユニバーサルＭａａＳ実証事業
モニターツアーを実施します！

　本県では、全ての人が安心して旅行を楽しめる観光地域の実現を目指し、ユニ
バーサルツーリズムの推進に取り組んでおります。

　このたび、旅行中の移動支援に係る実証事業のモデル地域に選定した 伊豆市 に
 おいて 、 障害 のある 人 の 視点 で 課題 や 不安点 を 抽出 するため 、 車 いす 利用者 や 視
 覚障害者 を 対象 としたモニターツアーを 実施します。

１　開催概要

区　分 内　　　容

日　時 令和７年９月19日（金）～20日（土）

場　所 伊豆市　修善寺温泉・修善寺駅周辺エリア

対　象 車いす利用者：１名、視覚障害者：１名

内　容

・モニターが、自ら情報収集を行い作成した行程に基づき、
　対象地域を観光、宿泊
・ツアー終了後、モニターへのヒアリングを実施し、旅行に
　おける課題や不安点を抽出

２　行程

日　程 内　　　容

９月19日
・修善寺駅発
・観光（竹林の小径→独鈷の湯）
・宿泊（湯回廊　菊屋）

９月20日
・観光（恋の橋めぐり→指月殿→源頼家の墓 又は 人力車乗車）
・修善寺駅着

※詳細については、以下の問い合わせ先までお問い合わせください。

３　モニターツアーに関する問い合わせ先

　特定非営利活動法人静岡ユニバーサルツーリズムセンター
　　電話番号：090-3250-8630
　　メール：mail@shizuokautc.org

mailto:mail@shizuokautc.org


提 供 日 2025/09/16

タイトル 今夏の富士登山の状況（速報）

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

１　要旨
　　今夏の静岡県側の富士山入山者数は約10万３千人であり、入山料の収入見込みは約４億円であった。

２　入山者の状況
　(1)五合目受付者数

事前登録者
（A）

現地受付者
（B）

減免者
（C）

入山者計
（A+B+C）

富士宮口 56,525 12,223 2,497 71,245

御殿場口 7,412 1,953 527 9,892

須走口 18,166 3,292 346 21,804

合　計 82,103 17,468 3,370 102,941

　※「静岡県FUJI NAVI」アプリによる手続き率（A/（A+B））　82.5％

(2)入山料収入見込み
　100,159人（事前支払済者＋現地受付者）×4,000円＝400,636 千円

　(3)事前登録者に占める外国人登山者の割合

日本人 外国人 主な国

富士宮口 77.6％ 22.4％
台湾（3.3％）、アメリカ（1.7％）、韓国
（1.3％）、中国（1.1％）

御殿場口 83.0％ 17.0％ アメリカ（2.7％）、フランス（2.3％）、ドイツ
（1.1％）、中国（1.0％）

須走口 48.7％ 51.3％ アメリカ（8.8％）、フランス（3.4％）、イギリス
（2.5％）、ドイツ（2.1％）



提 供 日 2025/09/17

タイトル 常任委員長会議の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議事課

TEL 054-221-2555

　下記のとおり常任委員長会議を開催します。

　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　記
　
■日　時　　令和７年９月19日(金)　本会議散会後
　　　　　（※開始時刻は決まり次第、庁内放送でお知らせします）

■場　所　　議会403会議室（静岡県庁本館４階）

■出席者　　議長、副議長、各常任委員会委員長

■議　題　　常任委員会における静岡県総合計画（案）の審査について


